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			お菓子職人の成り上がり～天才パティシエの領地経営～③

			著者／月夜涙

			イラスト／三弥カズトモ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・サトモトアイ＋新垣至（REVOdesign）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　公爵家からのお誘い

			第１話　さらに高まるハードル

			第２話　出発

			第３話　屋敷よりも高価なお菓子

			第４話　竜車

			第５話　レナリール公爵

			第６話　コックとしてのクルト・アルノルト

			第７話　マグロのタルタルステーキ

			第８話　エクラバの食材

			第９話　黒い砂糖と白い砂糖

			第10話　ブイヨン・ド・レギュームと澄し汁

			第11話　ヘルトリング公爵

			第12話　四大公爵の晩餐会

			第13話　まったく新しく、最高のフルコース

			第14話　翡翠鴨のロースト

			第15話　インペリアル・トルテ

			第16話　ダンスパーティ

			第17話　クルト・アルノルトの信念

			第18話　安らぎの時間と明るい未来

			第19話　別れと親愛のホットチョコレート

			エピローグ　アルノルト領へ

			番外編　英雄とパルキンのパイ

		

	
		
			プロローグ　公爵家からのお誘い

			　

			　精霊の里で流行病を治療した俺たちは帰路についていた。

			　一週間にも満たない間だったが、精霊の里への旅は実りのあるものだった。

			「もうすぐ、クルトの村だね」

			「そうだな。俺たちの村だ。留守にしたのは短い間のはずなのに、懐かしく感じるよ」

			　彼女の名はクロエ……精霊の里で暮らしていた金髪美少女のエルフだ。

			　明るく前向きないい性格をしているし、精霊の里では果物を育てていたので、果物に関する知識が豊富。

			　さらに、水魔術を使えるという非常に優秀な人材だ。

			　水魔術は農業に転用すれば、とても有用だ。アルノルトの領地は雨の少ない土地で、井戸の数も限られている。今まで何かと水不足がネックになっていたが、彼女が来てくれることで解消されるだろう。

			　エルフのクロエの他にも数人のエルフと狐耳の獣人(ルナール)が一緒に来てくれた。精霊の里の長であるコルトの話では全員、属性魔術が使えるらしく、戦力としてかなり期待できる。

			「クルト、本当にありがとう。クルトがいなかったら、精霊の里は終わってたよ」

			　クロエが俺の左腕に抱き着いてくる。

			　それなりにある胸が腕にあたる。

			「クロエ、くっつきすぎです」

			　それを見たティナ……銀髪でキツネの耳と尻尾を持った美少女が頬を膨らませて、口を開いた。

			　彼女は俺の大事なパートナーだ。

			「いいじゃない。減るものじゃないし」

			「減ります。乙女の清らかさとか、クルト様の理性とかいろいろ」

			　ティナは面白くなさそうに右腕にくっついて俺の腕をひっぱる。

			　たぶん、彼女は俺がクロエに取られると思っているのだろう。

			　そんな心配する必要はないのに。

			　だいたい、これぐらいで理性が吹き飛ぶようなら、今まで何度もティナを襲っている。ティナは俺に対して恐ろしいほど無防備なのだ。

			　いずれ、ティナが大人になるまで我慢する。俺はそう心の中で誓っている。

			「二人とも落ち着いて。今はたくさん荷物もあるから騒ぐのは落ち着いてからにしよう」

			「ううう、ごめんなさい、クルト様」

			「やーい、怒られた」

			　ティナをからかうクロエに、軽くデコピンする。

			「ティナをあんまりからかわないように」

			　クロエがわざとらしく額を手で押さえて、少しすねた口調になる。

			「ううう、わかったよ」

			　ティナがいい気味だと鼻を鳴らした。

			　さっそくの喧(けん)嘩(か)だが、不安は感じない。二人はだいぶ仲良くなっているし、これはじゃれているだけだ。

			　実際、周りの人間から見ても、じゃれているように見えるようで、後ろを歩いていたエルフや狐獣人たちがくすくすと笑う。

			　彼らは大きな籠(かご)を背負っている。籠の中には、精霊の里で収穫された果物がつまっており、それらを俺の村まで運んでくれるのだ。

			　精霊の里で獲れた果実は、流行病を治した報酬だ。

			　しかも、この籠に背負ったものだけでなく、毎年、精霊の里でとれた果物の一割がもらえることになった。俺たちだけではとても運びきれないと気を利かせて人手をよこしてもらったのだ。

			　もっとも、それでもすべては一度に持ちきれないので、必要になる都度、取りに行かせてもらう約束になっている。

			　精霊の里の果物は非常に美味であり、腕の振るいがいがある。この果物で菓子を作るのが、今から楽しみだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　精霊の里を出てから、しばらくして俺の村についた。

			　留守にしていたのは一週間ほどだ。一週間ではあまり変わった様子は見受けられない。とはいえ、この村を統治している者としては、大きな問題がなくて一安心といったところだ。

			　自宅を目指して歩いていると、ヴォルグと目が合った。

			　彼は、俺の婚約者にして、この地方の取りまとめ役となっている大貴族、フェルナンデ辺境伯の愛娘、ファルノの執事だ。

			　彼女の護衛も兼ねているため、非常に腕がたち俺の師匠でもある。

			　普段は冷静な彼が血相を変えて、駆け寄ってくる。

			「クルト様、やっと戻られたのですね。お待ちしておりました」

			「ただいま。やっと戻ってこれたよ。その慌てよう、何かあったのか」

			　ヴォルグが取り乱すのは珍しい。というより、弟子として一緒にいる時間は長いが、取り乱した彼を見たのは初めてだ。

			「大変な事態が起きました。今すぐ、私どもの屋敷に来ていただけないでしょうか。下手をすれば、アルノルト准男爵家は取り潰し。フェルナンデ辺境伯もただではすまない事態になりかねません」

			「想像以上の厄介ごとが起こっているようだな」

			　そこまでの事態は想像がつかない。

			　ファルノなら詳しく事情を知っているはずだ。

			　まずは話を聞いてみないとどうしようもないだろう。

			「ティナ、俺は今からファルノのところに行く。ソルトに帰還したことを伝えて、クロエたちを移民用に用意していた空き家に案内してやれ。あと、果物を運んでくださった皆さんに、お茶とお菓子を出して、くつろいでもらって、落ち着いたら、この村について教えてやれ」

			「かしこまりました。クルト様、あとでお話を聞かせてください。こんな話を聞かされたら、気が気じゃないです」

			「もちろんだよ。ティナは俺のパートナーだから、俺の村の危機はちゃんと知っておいてほしい。じゃあ、行ってくるよ」

			　そうして、ティナにクロエたちの世話を任せて俺はヴォルグと共にファルノの屋敷に向かった。

			　開拓村のリーダー格のソルトとティナの二人がいれば、クロエたちのことはうまくやってくれるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルノの屋敷は、彼女との婚約と同時に新築された。

			　材料をすべて、フェルナンデ辺境伯領から持ち込んだだけあって、貧乏な開拓村に似つかわしくないほど立派な建物だ。

			　屋敷に入るなり、使用人たちに出迎えられる。

			　彼女たちは、俺ではなくフェルナンデ辺境伯に雇われている。

			「ようこそいらっしゃいました、旦那様。すぐにファルノ様に帰還をお伝えしますので、少々お待ちください」

			　使用人たちは俺を旦那様と呼ぶ。まだ、ファルノと結婚したわけではないので、少々気が早いが、彼らに何度言っても旦那様と呼ぶのを止めない。

			　彼らは駆け足で奥に消えていき、すぐに戻ってきた。

			「お待たせしました。クルト様、こちらに」

			　そうしてファルノの待つ応接間に案内された。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おかえりなさいませ。クルト様」

			「ただいま。ファルノ」

			　ファルノは俺を笑顔で出迎える。

			　彼女は、俺の婚約者だ。年齢は十六歳、桃色のさらさらの髪でおっとりした印象をもつ。そして、女性的な魅力にあふれた体つきをしていた。

			「その顔を見る限り、精霊の里の病は無事に解決できたのですね。さすが、私の未来の旦那様ですわ」

			「たまたま知っている病だったからね。手持ちの材料で特効薬を作れたんだ。お土産もたっぷりもらってきたよ。精霊の里の美味しい果物を山ほど。あとでファルノにも、美味しい果物を使ったお菓子をごちそうするよ」

			　真相は話さず、表向きの説明をする。

			　ファルノを信頼していないわけではないが、彼女はフェルナンデだ。弱みとなる俺の魔法の正体は明かせない。

			「ふふっ、果物たっぷりのお菓子、すっごく楽しみにしていますわ。なにより、無事に帰ってきてくださってうれしいです」

			　ファルノがほっとした顔で胸をなでおろす。

			　本気で俺のことを心配してくれていたのだろう。

			　その気持ちはありがたい。

			「俺もファルノの顔を見れてうれしいよ」

			　俺とファルノは顔を見合わせて笑う。

			　優しい時間が流れる。

			　そして、ごほんとファルノが咳払いした。今から本題に入るのだろう。あのヴォルグが慌てるほどの事件だ。心して聞かないと。

			「帰ってきてそうそう申し訳ございませんが、クルト様。大変なことが起こっていますわ」

			「そのことも聞いてるよ。いったい何があったんだ？」

			　アルノルト家どころか、フェルナンデ家まで危ないなんて、ただごとではない。

			「それがですね。クルト様がレナリール公爵への贈り物として作ってくださった薔(ば)薇(ら)のクッキーが問題になっているのですわ」

			　心臓が嫌な音をあげる。

			　先日、フェルナンデ辺境伯がレナリール公爵に贈り物をする際に、俺のお菓子を推薦してくれた。

			　レナリール公爵が無類の薔(ば)薇(ら)好きと聞いて、薔(ば)薇(ら)の香りと味、そして見た目を楽しめる特別なクッキーを作り上げた。自分では満足のいく出来ばえのクッキーであり、だからこそ自信をもって提供していた。

			　だが、レナリール公爵が俺のクッキーに満足しなかった？

			　それどころか、ひどく心証を悪くしフェルナンデ辺境伯の面目が丸つぶれとなり、責任を取らせるためにアルノルトを取り潰そうとまでしているのだろうか？

			　公爵の不興を買えば、それぐらいのことは起こりうる。

			　アルノルトの次期当主として、許されない失敗だ。なにより、菓子職人(パテイシエ)としてのプライドがひどく傷ついた。

			「俺のお菓子は通用しなかったのか。フェルナンデ辺境伯には迷惑をかけた。もちろん、ファルノにもだ。本当にすまない」

			　震える声で言った。強く手を握りすぎて血が出る。

			　全力を込めたお菓子も、所詮田舎菓子に過ぎず、贅(ぜい)を知り尽くした公爵にとっては満足のいくものではなかったか……。

			　そんなふうに落ち込む俺を見て、ファルノはきょとんっと首をかしげる。

			「えっと、クルト様。何か勘違いをされておりますわ」

			「どういうことかな？」

			「その、レナリール公爵はクルト様の薔(ば)薇(ら)のクッキーをひどく気に入ってくださいました。これほどまでのお菓子は人生で初めてだと。気に入っただけではなく、帝国の四大公爵が集まる伝統ある定例の晩餐会で、薔(ば)薇(ら)のクッキーを披露したそうです。我が領地では、これほどのお菓子があると見せつけたという話まで聞いております」

			「そうか、俺のお菓子が受け入れられなかったわけじゃないんだな」

			「たいそう喜んでくださって、お父様も鼻が高いと言っておりましたわ」

			　ひとまず、安堵した。

			　しかし、その安堵がすぐに吹き飛ぶ。

			　今の話でどんな展開になったのか、想像がついてしまったからだ。これはまずいな。

			「……ただ、ちょっと気に入られすぎましたわ。過剰にアピールしすぎたみたいで、その場でさんざん自慢しただけではあきたらず、前回のホストだったアイヒホルン公爵の晩餐会で出されたお菓子を貶(けな)したようです。しかも薔(ば)薇(ら)のクッキーはほんの一例で、もっと素敵なお菓子を作れるとまで言ってしまわれたそうです」

			　頭が痛くなってきた。

			　貴族の見得。

			　……まあ、貴族の見得というのはある程度、実益も兼ねている。

			　自分の領地の文化水準の高さを見せつけることで、相手への牽(けん)制(せい)になるし、発言力もあがる。

			　四大公爵同士ではなおさら意地の張り合いは熾(し)烈(れつ)になる。

			　公爵を四人も集めての定例の晩餐会なら、おそらく日常的にそういった腹の探りあいがされているのだろう。

			　そして、この薔(ば)薇(ら)のクッキーが実力の一端というのも、適当に言ったわけではないはずだ。薔(ば)薇(ら)のクッキーを作れるパティシエなら、当然それに匹敵するお菓子も作れるはずだと確信をもって言っている。

			「ファルノ、フェルナンデ辺境伯に要請が来てるんだろう？」

			「やっぱり、わかってしまいますのね……。お父様のところに使者が来ました。薔(ば)薇(ら)のクッキーを作った菓子職人を自らの城に招きたいとのことですわ。一応、お父様は、クルト様が一つの領地をあずかる身であり、長期の不在はできず遠く離れたレナリール領にでかけることはできないと言ったのですが……。聞き入れられなくて」

			「いや、無理もないよ。相手が公爵なら断れるはずがない」

			　俺たちのいる国の身分は王が頂点にたち、続いて王族に連なる者がなる大公。そして上から公爵、辺境伯、侯爵、伯爵、子爵、男爵となる。

			　つまり公爵は王家を除けばもっとも位が高い。

			　フェルナンデ辺境伯は、貿易都市を抑え、広大な領地をもつことから、経済力・軍事力の実益面は公爵家すら凌(しの)ぐが、純粋な権力であれば公爵のほうが圧倒的に上であり、逆らうことはできないだろう。

			「もちろん、会うだけじゃすまないよな」

			「はい、次の定例の晩餐会がレナリール公爵の番だそうで、他の四大公爵相手に最高の晩餐会にすると言っているらしいです。その場でクルト様に存分に腕前を披露しろとのことですわ。〝美味しいだけでは不十分、公爵家が誰一人として味わったことのない、未知の味を用意しろ〟。それができれば多大な報奨を出す、とのことです」

			　未知の味。

			　まあ、当然だろう。公爵ともなると、美味いものなんて食い飽きている。

			　それに、文化力を他の公爵に見せつけるなら、新しい味は必須だ。

			　公爵がわざわざ報奨をはずむと言っているのだから、かなり期待していいだろう。

			　だがもし……。

			「期待を裏切ったりしたら、どうなるかな」

			「ほかの四大公爵の前で、赤っ恥をかかされることになりますからね。クルト様の命とアルノルトの取り潰しで収まったら、奇跡といったところですわ」

			　予想通りの返答。

			　それが公爵家を相手にする、ということだ。

			　ファルノは辺境伯の娘として、幼いころから貴族社会を肌で感じて育っている。その彼女が言うのであれば間違いない。

			　だが、楽しみでもある。

			　この国のさまざまな美食を極めた公爵連中に、俺のお菓子がどれだけ通用するか。

			　血がたぎってしょうがない。これは菓子職人(パテイシエ)のさがだ。

			「状況は理解した。どっちみち拒否権なんてない。行くよ。レナリール公爵領に」

			　そうして、俺の新しい目標が決まった。

			　公爵からいただけるであろう褒(ほう)美(び)、そして四大公爵すべてに名前を売れるということ。

			　リスクは非常に高いが、得られるものは非常に大きくなるだろう。

		

	
		
			第１話　さらに高まるハードル

			　

			　公爵家に行くことを伝えると、ファルノが微笑した。

			「心強い言葉、ありがとうございます。いつにもまして頼もしいです」

			　覚悟を決めた。

			　あとはレナリール公爵領に行くだけだ。

			　可能な限り準備をしておきたい。

			「問題はどうやって、レナリール公爵領に行くかだ。確か、山を二つ、三つ越えることになるはずだ。アルノルトの馬では、これだけの山を越えることは不可能だし、できてもとんでもなく時間がかかる」

			「クルト様が向かうのはお父様の屋敷です。レナリール公爵がお父様の屋敷に迎えをよこします。普通じゃない手段での迎えになりますので、どうしてもこの村に直接、迎えに来るというわけにはいかないのですわ」

			　レナリール公爵の迎え、普通じゃない手段。

			　その二つを聞いて、脳裏に一つの可能性が思い浮かぶ。

			　まさか、生きてるうちにあれを体験できるとは思わなかった。

			　世界で一番、高価な移動手段。まあ、無理もない。馬車なんて使おうものなら、片道で半月はかかる。

			　だが、あれなら一日もかからずたどり着けるだろう。

			「わかった。次は出発の時期だ。なるべくいろいろと仕込んでいきたい。レナリール公爵が食べたことがないお菓子を作るには、彼女が知らない素材を使うのがてっとり早い」

			　おそらく、精霊の里で出会った葛(くず)やピナルはその役目を十分に果たすだろう。長い間、精霊の里は人間とのかかわりを絶っている。当然、そこでしか収穫できないものは、公爵といえども口にしたことはない。

			　だが、それ以外にもありとあらゆるものを用意しておきたい。

			「それが……四大公爵の定例晩餐会は十日後にありまして、迎えに来るのが三日後の昼なんですの。ほとんど準備している時間がありませんわ」

			　少し、表情がひきつった。

			　三日後の昼にフェルナンデ辺境伯領に迎えが来るのであれば、明日の昼までには出発しないとまずい。

			　なんて、むちゃくちゃなスケジュールだ。

			　しかも、レナリール公爵領に四日後についたとして、仕込みの時間はたった六日しかない。

			　六日で、ここから持ち込んだものと、レナリール公爵の領地でとれるもので最良のお菓子のレシピを考案し、さらに仕込みを行う。

			　こんなスケジュール、正気じゃない。

			　だが、嘆いている時間はない。

			　そして、もう一つだけ嫌な予感がする。というよりも、怖いことを言っている気がする。

			「レナリール公爵は、薔(ば)薇(ら)のクッキーは俺の力の一端で、もっと素晴らしいものを用意できると言ったんだよな」

			「はい、そうですわ」

			「それは、本当にお菓子だけのことを言ってるのか？」

			　そこが気になる。

			　ファルノのセリフを思い出す。「四大公爵相手に最高の晩餐会にすると言ったらしいです。その場でクルト様に存分に腕前を披露しろとのことですわ」

			　お菓子だけ最高で、最高の晩餐会なのか？

			　もしかすると、彼女はお菓子だけではなく前菜からメインディッシュまですべてが至高の、そんな〝コース料理〟を要求しているのではないか。

			　それも、誰も食べたことがないものという無理難題。単純に考えて考案するメニューの数も何倍にもなる。比べ物にならないほど、お菓子だけと比べて難易度があがる。

			「あは、あはははは、そんな、そんなわけないですよね。そんな、いくらクルト様でも、お菓子だけでも大変なのに、たった六日で誰も食べたことがない最高のフルコースを作るなんて――」

			　ファルノが乾いた笑いを浮かべている。

			　おそらく、彼女もありえると思っているのだ。

			　ではなければ、最高の晩餐会を開くなんて表現はしないだろう。

			「一応、本人にも確認するが、最悪を考慮して動くよ。とにかく明日の出発まで時間がない。限界まで準備をする。すまない、ゆっくり話をしたいがその時間すらないようだ」

			　俺の村で作り上げてきた、様々な武器を総動員しないと、この難局は乗り越えられない。

			　杞(き)憂(ゆう)に終わってほしいが、最悪を想定して動かないと取り返しのつかないことになる。あとで気づいたところで、この村に戻ってくることはできない。

			　さあ、今からは一分一秒が戦いだ。

			「わかりましたわ。クルト様、私も微力ながらお手伝いさせていただきますわ。最悪を想定して、お菓子だけではなくフルコースを振る舞う場合の欲しい材料や、道具を紙に書いておいてください。フェルナンデ領に到着しだい、迎えが来るまでにありとあらゆる力を使って集めさせますわ。おそらく、港町であるエクラバのほうが、公爵領よりも品物の種類が多いはずです」

			　それは頼もしい。

			　前に市場は一通り見た。ほしいものの目星はつけられる。

			「力を借りるよ、助かる」

			「いいえ、もともとはフェルナンデの不始末ですわ。全力で協力するのは当然、それに私はクルト様の妻ですから！」

			「ありがとう。その、一つお願いがあるんだ。どうしても欲しい食材がある。アルノルトの財布ではとてもじゃないが買えない。フェルナンデの力を借りていいか？」

			　その食材はパティシエとして、もっとも親しんだものの一つ。エクラバで見たときは歓喜したものだ。

			　だが、あまりにもふざけた値段で、泣く泣く諦めるしかなかった。それを手に入れることができれば、一気に道が開ける。

			「もちろんですわ！　お金は気にしないでください！」

			　心強い返事だ。

			　力強い言葉を背に、俺はファルノの屋敷を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あまりにも突然で、レシピなんてまったく決まっていない。

			　ありとあらゆる状況に対応できるように、けっして公爵領では手に入らないものを集めていく。

			　クルミ油……栄養たっぷりのクルミから絞り出した特製の油。これを使うことで、くどくなくそれでいて力強いお菓子が作れる。街ではクルミは高級品だ。油として使うなんて贅沢はしないだろう。

			　ハチミツ……ラズベリーの花の蜜だけを吸ってできた、すっきりとした味わいのもの。この領地の味にして、俺のお菓子職人としてのはじまりの味。ありふれた材料だが、蜂の吸う蜜にまでこだわって造り上げた珠玉の一品。なにより俺が使い慣れている。

			　葛(くず)粉(こ)……精霊の里で収穫した葛。葛粉はこの世界ではまったく出回っていない。間違いなく未知の味だろう。

			　ピナルとパプル……これも精霊の里の特産品。果物としての質が非常にいい。ピナルのほうは一部ハチミツ漬けやコンポートにしておく。ハチミツ漬けやコンポートにすると生とは違った魅力が引き出される。

			　これらはお菓子を作るための材料。

			　そして、今度は料理をつくるときのための材料を用意する。

			　家の裏にある倉庫に入った。

			　菓子職人(パテイシエ)として以外にも、この貧しい土地で美味しいものを食べるために試行錯誤した結果が、この倉庫の中には用意されている。

			　ここには鹿肉をつるしてある。

			　肉を熟成させているのだ。

			　だが、俺が使うのは熟成させたものではなく、倉庫の奥にこっそり隠したもの。

			「よし、あった」

			　カチカチに固まった楕円形で茶褐色の物体。

			　それで軽く壁をたたくとカーンと固い音がした。

			　見た目も音も、まるで鰹節。

			　これはいわゆる鹿節というものだ。もとの世界では、フランス料理に取り入れられる最新の高級食材。

			　フランス料理界は、日本料理で多用される鰹節の旨味成分、そこに注目していたが、鰹節は魚臭さで敬遠されていた。

			　そこで、旨味成分を得ようと、シェフたちが様々な材料で試行錯誤して選んだのが鹿の赤身肉で作った鹿節だ。

			　これを使うと、旨味成分たっぷりの素晴らしい出汁(だし)がとれるし、鰹節と違い、癖のある匂いが発生しない。

			「さて、これを使うようなことにならなければいいが。菓子職人(パテイシエ)としては菓子作りに専念したいところだ」

			　そんなことをひとりごちて、倉庫を出た。

			　まだまだ、準備は必要だ。

			　俺はてきぱきと、武器となる食材たちを集めていった。

		

	
		
			第２話　出発

			　

			　その後、夜遅くまで奮闘し、準備を続けた。

			　ティナたちにも手伝ってもらった。一人ではどうしようもなかった。

			「クルト様、ピナルのコンポートとハチミツ漬け、終わりました」

			「クルト、こっちも一通り終わったよ」

			　彼女たちにお願いしていたのは、ピナルのハチミツ漬けとコンポートの作製。

			　ピナルは桃に似た果実で腐りやすい。

			　今後、ピナルを使ったお菓子を特産品として売り出すことを考えた場合、輸送にかかる時間、売れるまでの時間、売れてから食べるまでの時間などを考えると、とても生で売ることはできない。

			　だからこそ、ハチミツ漬けやコンポート(酒で煮込む)といった手法で長持ちさせる。

			　両方とも長期保存が可能で、二か月以上もつ。それでいてうまいのだ。

			「ありがとう。これで俺たちが帰ってきたらピナルが全部腐ってた、なんてことは避けられそうだ」

			　他にもブドウに似たパプルをジャムにした。

			　これらの作業は今回の晩餐会のためではなく、せっかくクロエたちが持ってきてくれた果実を無駄にしないための作業だ。

			「せっかく来てくれたのに、いきなり働かせて悪いな、クロエ」

			「気にしないで。えっと、クルトがいない間、他のみんなは、さっき紹介してもらったソルトさんに従えばいいんだよね」

			「ああ、ソルトに話は通している。水魔術を使えるエルフたちには、特に力を借りることになると思う。俺たちには、水魔術を使うことがどれだけの負担になるかがわからないから、苦しいと思ったら正直に言ってくれ」

			「りょーかい。ナルタナたちにはよく言っておくね」

			　ナルタナはクロエと一緒に来たエルフだ。

			　いや、ちょっと待て。今の話はおかしくないか？　まるでクロエも公爵家に一緒に行くような口ぶりだ。

			「クロエ、お前はここに残るよな？」

			「あはは、何言ってるの？　クルトについていくに決まってるじゃない」

			　クロエがからからと笑う。

			「俺が公爵領に行く理由は教えたよな」

			「うん、ちゃんと覚えてる」

			　俺はティナとクロエに、公爵が主催する晩餐会で料理を振る舞うため、公爵領に向かうと伝えている。

			　そして、それが大変な名誉であると同時に、機嫌を損なえば、即破滅の危険なものであることも伝えた。

			　仮に公爵のお墨付きをもらえれば、辺境伯家、公爵家御用達という看板で商売ができる。その価値ははかりしれない。

			　だが、失敗すれば家の取り潰しは確実。それ以上のダメージを受ける。

			「ちゃんとわかってるよ。でも、葛(くず)のときみたいにわたしの魔術が役立つと思うし、それに果物を見る目には自信があるよ。連れて行きなよ。役に立つから」

			　彼女の言うことも一理ある。

			　水魔術を利用すれば、もしかしたらスープなどの煮込み料理も短時間でできるかもしれない。

			　それに黒砂糖を加工して……。

			「まだまだ、メリットがあるよ。わたし、精霊の里でも強いほうだよ。荒事になったら頼りになる。それに、人間の街って水が淀んでるんだよね？　淀んでる水って美味しくないよね。クルトも知っている通り、エルフの魔術で作った水って美味しいんだよ。それだけでも、連れていく価値があるはず！」

			　どんどん、俺の気持ちが傾いていく。

			　エルフの魔術で作った水は美味しい。そのことは精霊の里で実感した。伝染病の治療を行うために作ったクズとピナルを使った淡雪のシルクレープはエルフの水がなければ、あれほどのうまさにはならなかっただろう。

			　精霊の里の作物、酒、何もかも美味かったのは、あの水があってこそ。

			　いい水は、喉から手が出るほど欲しい。

			　そして、実は今さっきまで作っていたハチミツ漬けやコンポートといったもので一つ実験をしていた。

			　俺の村の水と、クロエの魔術で作った水で味が変わるかをだ。

			　結果は魔術で作った水を使ったほうが、美味しかった。

			「……わかった。力を借りるよ、クロエ。でも、正直に言うとエルフを人里に連れていくのは危険だから避けたいんだ」

			　エルフという種族は歩く宝石と言われるぐらいに貴重な種族で、いつ狙われてもおかしくない。奴隷にすれば、ひと財産が築けてしまう。

			「心配ありがと。でも、大丈夫だよ。わたしは強いから。それに襲われてもクルトが守ってくれるんでしょ」

			　そう言って、クロエが抱き着いてくる。

			　温かくて柔らかい感触。俺は思わず苦笑してしまった。この子には抱き着き癖があるのかもしれない。

			「わかった。わかった。離れてくれ。クロエにはついて来てもらうよ。明日は早いから先に眠ってくれ」

			「やった！　置いてけぼりとか、絶対ダメだからね！」

			　念を押してくるクロエを引きはがす。

			　クロエには眠ってもらうが、俺のほうは、もう少し作業が残っている。今日は徹夜だ。気合を入れてもうひと頑張りしよう。

			　残る作業は、晩餐会のためというよりも、俺が不在にしている間の村の運営についてだ。村長代理のソルトに俺がいない間の方針を伝える必要があり、そのための資料作りをしないといけない。

			　精霊の里から帰ってきて、すぐに外出になるとは思っていなかった。

			　俺がいない間は基本的にはソルトに任せれば問題ないが、ここまで外出が続くとなると、根本的な手を打ったほうがいいだろう。それはしっかり考えておこう。外出する機会が増えることはあっても、減るとはとても思えない。

			「あの、クルト様」

			　少しためらいがちに、上目遣いになったティナが声をかけてくる。

			　不安のせいか、銀色のもふもふ尻尾が若干しぼんでいる。

			「なんだい、ティナ」

			「私もついて行っていいですか!?　クロエほど役には立てないかもしれないけど、精一杯がんばりますから！」

			　必死にティナが声を張り上げた。

			　そんな彼女を見て、俺は微苦笑する。

			「ティナ、そんなの当たり前だろ。初めから連れていくつもりだよ」

			「クルト様！」

			　目を輝かせてティナが抱き着いてくる。いつもはこんなことをしないが、クロエに触発されたのだろう。

			　ティナの頭をなでる。キツネ耳の感触が心地よい。

			「ティナは俺の大事なパートナーだ。いてくれないと困るよ。どこに行くときも絶対についてきてもらう」

			「うれしいです！　どこまででもお供します」

			　彼女の火属性の魔術は便利だ。炎も氷も思いのまま。

			　ずっと俺の助手をしてくれていたから、料理の技能も高い。

			　だが、そんなことより彼女の存在自体が俺に勇気をくれる。ティナの前でかっこ悪いところは見せられない。その気持ちがあるから、俺はなんでもできるのだ。

			「かなわないなぁ」

			　俺とティナの姿を見て、クロエが小声でぼそりとつぶやいた。その声には少しの憧れと、少しの寂しさが交じっていた。

			　きっとその声は、俺に抱き着くのに夢中なティナには届いていないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、一通りの準備を終えて俺たちは出発する。クロエも一緒だ。昨日は俺の家に泊まってもらった。

			　不在時の対応をまとめた資料を作るために完徹する羽目になった。早朝に抜け出してソルトに資料を渡して打ち合わせをした。

			　嫌な顔一つせずに彼は俺の話を聞いて、送り出してくれた。彼にはいつも助けられる。いずれは俺は領主となり、アルノルト領のすべての村を管理することになる。そのときには、ソルトにこの村を任せるつもりだったが、あまり不在になることが多くなるのなら、それを前倒しにしてもいいかもしれない。

			「クルト様、すっごい荷物の量ですね」

			「取りに戻れないんだ。少しでも使える手札は増やしておかないとね。これだけ用意しても、まだ不安なぐらいだ」

			　家の前には荷物が山積みになっている。食材をかなり詰め込んだだけあって、結構な量になった。それでも、若干の不安が残る。

			　しばらく家の前で待っていると、ちょうど馬車の駆ける音が聞こえてきた。

			「クルト様、お迎えにあがりました」

			　ファルノがフェルナンデの家紋が刻まれた自慢の馬車でやってきた。ヴォルグが御者をしているようだ。

			　今回は、ファルノ付きの執事兼護衛としてヴォルグも同行する。

			　フェルナンデ家の命運もかかっているし、晩餐会には四大貴族だけではなく、たくさんの貴族が集まってくる。そうなれば危険な人物が紛れ込むことも多くなるので、腕が立つヴォルグが同行するのは当然だろう。

			「ファルノ、迎えに来てくれてありがとう。アルノルトからは、俺、ティナ、そして昨日からこの村で過ごすことになったクロエの三人が行く」

			「ティナさんはわかりますが、そちらの女性もですか？」

			　ファルノがいぶかし気にクロエを見る。

			　クロエもファルノを見て口を開く。

			「えっと、あなたは初めてこの村に来たときにいじわるした人だね」

			「その覚え方は心外ですわ。何も私は意地悪で言ったわけではありません。クルト様のことを思って忠告したのです」

			　確かに、ファルノはクロエがこの村に来たとき、俺が精霊の里を救いに行くことに反対した。だが、極めて正論だったので意地悪というのは間違いだ。本来、村長という責任のある立場である俺が、村を放り出し、病気に感染する危険を冒してまでよその里を助けにいくほうがおかしい。

			「うん、ちょっと言い方が悪かったね。あなたは間違ってなかったよ。改めて自己紹介。わたしはクロエ。精霊の里を助けてもらったお礼に、クルトのものになったんだ。よろしく！」

			「「なっ!?」」

			　ファルノとティナが同時に驚いた声をあげ、俺はむせた。なんてひどい言い方だ。それだと俺がろくでなしのようじゃないか。
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			「クロエ、そういう冗談はやめてくれ。……ファルノ、今回の一件で精霊の里と長期的に取引をすることになったんだ。彼女はその窓口になってくれたんだ。今回彼女を同行させるのは、水の魔術を含めて、いろいろと力になってくれるからなんだ。彼女は立派な戦力で、必要な人材だよ」

			　俺の言葉を聞いて、ファルノが冷静さを取り戻す。

			　ティナのほうもほっとした顔だ。

			「ごほんっ、そういうことですのね。クロエさん、私も改めて自己紹介させてください。私はファルノ・フェルナンデ。フェルナンデ辺境伯の三女にして、クルト様の婚約者です。よろしくお願いしますわ」

			「うん、よろしく」

			　二人の間で微妙に火花が散った。

			　だが、特に不安はない。

			　この二人は息が合う。なぜか、そんな予感がした。

			「フェルナンデ側はファルノとヴォルグだけか？」

			「はい、この村から公爵家に伺うのは私とヴォルグだけです。ですが、フェルナンデ領で合流するお父様、それに、お父様の護衛とお抱えの料理人数名も伺います。お父様がフェルナンデ領でもっともすぐれた料理人をクルト様の助手として手配しておりますわ」

			　貴族の遠出にしてはかなり人数が少ない。

			　だが、これでいい。大人数で行っても煩わしいだけだ。

			　馬車に荷物を詰め込みフェルナンデ辺境伯の屋敷に向かって出発する。

			　これから、〝世界でもっとも高価で高速な迎えがくる〟。実はそれが少しだけ楽しみだったりする。

			　アルノルトのような弱小貴族は一生乗ることがないだろうと思っていたものだ。

			　おそらく、あれに乗れる機会は、もう二度とない。しっかりとこの世界で初めての空の旅を楽しませてもらおう。

		

	
		
			第３話　屋敷よりも高価なお菓子

			　

			　早朝にアルノルトの領地を出発して、フェルナンデ辺境伯の治める商業都市エクラバにたどり着いたのは日が暮れるころだった。

			　エクラバは非常に商業が栄え、活気がある街で、港街ということもあり世界各国からいろんな商品が集まってくる。

			　俺はエクラバに出店する許可をもらっており、アルノルトの領地で得られた材料で作ったお菓子を売り出す店を開く予定だが、この距離はどうしてもネックになる。俺がエクラバにずっといるわけにはいかないので、アルノルト領から通うしかないのだが、片道だけで半日以上潰すのは現実的ではない。

			　馬車以上に速い移動手段が必要だ。

			　移動のことだけを考えれば魔力で強化して走ったほうが速いとはいえ、そうなると運べる商品が少なくなってしまう。

			　これは後日解決しないといけない問題だ。エクラバに菓子店を開くのは俺の夢のために絶対必要なことだ。

			「お嬢様、クルト様、屋敷が見えてきました」

			　考え事をしていると御者を務めるファルノの執事ヴォルグが、フェルナンデの屋敷への到着を教えてくれた。

			「今回は無事についてくれてよかった」

			　前回は来る途中で山賊に襲われて散々だった。アルノルトから見れば、それをダシに出店の許可と関税の撤廃を得ることができたので利益に繋がったが、それでも何もないに越したことはない。

			「安心してください、クルト様。このヴォルグがついています。あれから、再発しないように徹底的に調査しておりますし、私が共にいると知って、それでも襲いかかる者はなかなかいないでしょう」

			　ヴォルグの発言はただの強がりではない。

			　ヴォルグは魔力持ちかつ、技能持ちであり、人知を超える力をもっている。

			　先の戦争で数々の武勲をあげた紛れもない英雄で勲章も授けられている。彼はファルノの執事をしているほうがおかしい人材だ。俺も後から知ったのだが、ヴォルグの名は下手な貴族よりよっぽど有名だった。

			「だな、ヴォルグの腕は嫌になるほど知っているさ」

			「クルト様だけですよ。私の腕を知っているなんて言って、私が笑わないのは。なにせ、私が全力を見せたのは、今のところあなただけだ。他の方には、全力を出す必要すらありませんでしたからね」

			「おかげでなかなか勝たせてもらえないよ」

			「まだまだ、師匠として未熟な弟子には負けられませんからね。私もがんばらせていただいております」

			　毎朝のように、彼に師事し、技を叩き込まれていた。

			　俺やヴォルグのような魔力と技能を両方持った者は、本気でなくても勝ててしまう。腕を磨くための全力の戦いを行うには、同じ種類の人間がいる。

			　俺を鍛えながら、ヴォルグも日々強くなっていた。今はまだ、ヴォルグの強さに追いつけていない。だが成長速度は俺のほうが上だ。あと少しで追いつける確信がある。

			「ティナさん、男同士っていいですわね」

			「はい。クルト様、とっても楽しそうです」

			　俺とヴォルグの会話を、ファルノとティナがうらやましそうに見ていた。

			「そんなにいいものでもないさ。それより、ファルノ。久しぶりの故郷だ。懐かしくないか？」

			「ええ、ほんのちょっぴり懐かしいですわ。行きつけの書店や、カフェ。顔を出したくなりますわね」

			　ファルノは外を見ながら、感慨深げにつぶやく。

			「迎えがくるのは二日後だろ？　久しぶりの故郷をしっかりと楽しんでくれ」

			　悔しいがアルノルト領は、エクラバと比べるのもはばかられるほどの田舎だ。土地は広いが畑以外なにもない。

			　書店やカフェをはじめとして、ありとあらゆる娯楽が揃うエクラバにずっと住んでいたファルノを満足させることはできないだろう。

			「そんな暇はないですわ。クルト様のために食材を集めないといけませんもの。クルト様はなかなか厄介なものを望まれましたからね。私の腕の見せ所ですわ」

			「そうだったな。すまないが俺のために力を貸してくれ」

			「ふふっ、頭を下げないでくださいな。クルト様の力になれること、婚約者として誇りに思いますわ」

			　ファルノの目は、言葉の通りやる気に満ちていた。

			　なじみの書店やカフェに行くことよりも俺の力になれることのほうがうれしいと言ってくれるのは、男としてぐっとくるものがある。

			　彼女にそう言われる価値がある男になれるよう、ここは踏ん張りどころだ。

			　馬車は走り続ける。半時もしないうちにファルノの実家であるフェルナンデ辺境伯の屋敷にたどり着いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フェルナンデの屋敷に着くと、待ってましたとばかりにフェルナンデ辺境伯からの呼び出しを受ける。

			　汗を流し、身だしなみを整えてから、執務室に来るようにということだ。

			　ファルノはついて来ていない。

			　彼女はすでに、俺が希望した食材の手配に入っている。

			　量も種類も多く時間がかかる。

			　彼女に頼んだものは、アルノルト領では到底手が届かない超高級食材の他に、各種ハーブ類とスパイスだ。港街だからこそ、世界中から多種多様で貴重なハーブとスパイスが集まる。

			　前回、市場に来たときに、俺の知識をもとに手に入れたいハーブとスパイスを一覧にまとめておいた。

			　これがあるのとないのとでは、料理の奥行きが大きく変わってくる。

			　俺からすると、エクラバで最高峰の腕を持つフェルナンデ辺境伯のお抱え料理人ですら、前回、この屋敷で料理を振る舞ってもらったときにハーブやスパイスのツメがまだまだ甘く、平坦な味の料理だと感じていた。

			　だからこそ、ハーブとスパイスは強い武器となる。

			「クルト・アルノルト様、こちらへ」

			　フェルナンデの使用人たちが先導する。

			　そして、扉をノックし、主人の返事を待ってから俺を部屋に招き入れた。

			　広い執務室だ。

			　部屋の奥にはフェルナンデ辺境伯の執務机、中央には立派なテーブルと、柔らかそうなソファーがある。

			「よく来てくれたね」

			「ご無沙汰しております。フェルナンデ辺境伯」

			　俺は深々と頭を下げる。ファルノの婚約者になったとは言え、本来直接会話することすらはばかられる身分差だ。礼を欠くわけにはいかない。

			「顔を上げてくれ。君の領地はずいぶんと調子がいいようだね。ハチミツの生産量を見て目を疑ったよ。まるで魔法だ」

			　俺の領地でやっているのは何度も蜂の巣を再利用する近代養蜂。この世界の原始的な養蜂とは、とれる量も質も桁違いだ。

			　この世界では、ハチミツを集めるときに巣を潰してしぼりとる方式を採用している。そうすると、たくさんのハチミツはとれるが、巣が使い物にならなくなり、蜂たちは次の巣を作るのに多大な労力をかけるので、次の採取がおぼつかなくなり、結果としてハチミツの収穫量が大きく落ち込む。

			「おかげさまで、なんとかやれています」

			「謙遜はいい。君の力量だ。もっとも、君の力は、以前から見せてもらっていたがね。君から教えてもらった有機肥料の作り方を我が領地で取り入れたが、想像以上の成果が出ていて驚いている。そして、娘のことでも君には感謝している。あの子は楽しそうに君のことを手紙に書く。心の底から今の生活を楽しんでいるようだね」

			「こちらこそ、ファルノ様には助けられています。彼女はとても優秀で、今では立派な戦力となっております」

			　わずか三か月ばかりだが、その短い間に彼女は開拓村になくてはならない存在になりつつあった。

			「娘のことを褒(ほ)めてもらえると親としても鼻が高い。……だが、そんなクルトくんに迷惑をかけてしまい、本当に申し訳なく思っている。まさか、君に頼んだ贈り物の菓子が発端で、ここまで大事になるとは予想していなかった」

			　フェルナンデ辺境伯が立ち上がり、頭を下げる。

			　この人は、いい意味で貴族らしくない、自分の非を認められる人だ。だからこそ、俺は尊敬していた。

			「いえ、フェルナンデ辺境伯のせいではありません。そもそも、私自身、名を売る機会だという欲がありました」

			　公爵家のお墨付き。その看板が欲しかった。それがあれば、いずれエクラバで菓子店を開くときもだいぶ楽になるという打算があった。

			　その結果が裏目に出たからと言って、フェルナンデ辺境伯を責めたりはできない。

			「クルトくんにそう言ってもらえると私も気が楽になる。時間がないし、これからの話をしよう。座ってくれ」

			　彼に勧められるままに部屋の中央のソファーに腰かける。

			　いいソファーだ。柔らかく座り心地がいい。

			　フェルナンデ辺境伯も俺の正面に座った。

			「大まかなことはファルノから聞いているかね」

			「ええ、レナリール公爵の依頼で、九日後の四大公爵が集まる晩餐会で、お菓子を振る舞えという話ですよね」

			　俺たちの国には、東西南北を司る四人の公爵が存在する。大公は王家の血族というお飾りの肩書であり、政治には口を出さない。実質上、四人の公爵が王に次ぐこの国の指導者たちであり、畏敬を込めて四大公爵と呼ばれている。

			　レナリール公爵は東の領地を司っており、東に属するフェルナンデ辺境伯も、もちろんアルノルト准男爵も彼女に従う必要がある。

			「その通りだよ。そこで、誰も見たことがない最高の晩餐会をとのご命令だ。断ろうとしたが、結局押し切られてしまった」

			　フェルナンデ辺境伯が、口惜しそうに表情をゆがめた。

			「心中お察しします。ただ、その言い方に気になるところが一つあります。私が作らなければならないのは、誰も口にしたことがないお菓子なのでしょうか？　それとも、誰も口にしたことがないコース料理なのでしょうか？」

			　フェルナンデ辺境伯は、微苦笑を浮かべる。

			　そして、口を開いた。

			「非常に残念なことに、コース料理だ」

			　覚悟をしていたとはいえ、直接聞くと動揺が大きい。

			　前世で菓子職人として働いていたレストランでは、お客様が最後に食し、もっとも記憶に残るデザートを担当するパティシエは店で一番腕が立つ者、さらにコースメニューとの相性がいいデザートを作るためには店の料理すべてを知る必要があるという方針があった。そのため俺はすべての料理を作れるように手ほどきを受けており、料理についても一流と呼ばれるだけの技量と知識を身に付けていた。

			　だが、この世界に来てからは、お菓子以外の本格的な料理で腕を振るう機会が少なかった。勘が鈍っていないかが気になる。それに、あくまで料理のほうは店で出す料理を覚えるのが精いっぱいであり、新しいメニューの開発などは経験がないので不安がある。

			「もちろん、私も君にすべてを押し付けるつもりはない。うちでもっともすぐれたコックをサポートにつける。彼は非常に腕が立つ。頼りにしてもらって構わない」

			　フェルナンデ辺境伯がサポートにつけてくれるコックは役に立つだろう。フェルナンデ辺境伯お抱えということは、天才的な腕がないと務まらない。間違いなく頼りになる人材だ。

			「なら、料理はそちらの方に任せ、私はお菓子に注力できるというわけですね？」

			「いや、あくまで彼がするのはサポートだ。彼に限らず、このエクラバで超一流のコックというのは、そのほとんどが、美食と文化の最先端を走るレナリール公爵領にあるレストランで修業を受けている者ばかりだ。はっきり言おう、彼らにレナリール公爵の知らない新しい料理は作れない」

			　道理だ。

			　王都から遠くなるほど、流行の先端から遅れる。超一流のコックと呼ばれる人間の多くは本場で修業をしているはずだ。

			　とはいえ、レナリール公爵の知らない料理は作れなくても、腕のいいサポートがつくことは作業が楽になるので、ありがたくはある。

			「なるほど……なら、手足として使わせていただきます。でも、いいんですか？　私を信用して。生まれも育ちも田舎の世間知らずですよ？　その私がレナリール公爵も知らない未知の美食を作れると思いますか？」

			　俺がそう言うと、フェルナンデ辺境伯はにやりと笑う。

			「そのことは理解している。だが、君ならやってくれるだろう？　君は村の運営も、農業も、産業も、お菓子のレシピすら、未開の土地にいながら、最先端を超えるものを見せてくれた。私は君の力を信じるよ」

			　そこまで言われれば、その期待を裏切るわけにはいかない。

			　この仕事を乗り切らないと。

			「ただ、あまりにも急ですね。せめて一月あれば入念に準備ができるのに」

			　料理の仕込みというのは、下手をすれば数か月以上かかるものもある。

			　仕込みの時間が一週間程度しかないという時点で、とてつもない制約を受けているのも同然だ。短期間で用意できるものしか提供できないのだから。

			「ひどいことだとは私も思う。だが、私にはレナリール公爵の焦る気持ちも理解できてしまうんだ」

			　フェルナンデ辺境伯がため息をついた。

			「理解ですか？　てっきりただの意地の張り合いかと思っていました」

			「あの人は、ただの意地で人を振り回したりはしないさ。……今、この国の貴族たちは、王国派と貴族派の真っ二つにわかれていてね。若干、貴族派に傾きつつある。王国派の彼女としては、少しでも発言力を増しておきたいのだろう。四大公爵が集まる晩餐会で、力を誇示することは有効な手段だ」

			　正直、ピンと来ない。

			　そういった政治の話だけは、さすがにその場の空気を知らないとどうしようもない。政治の舞台からアルノルト領は離れすぎていた。

			「フェルナンデ辺境伯はどちらに所属してるのですか？」

			「限りなく王国派に近い中立かな」

			「王国への敬意と忠誠心を持っているからでしょうか？」

			「そういうわけではないよ。単に主張の違いだ。王国派は今の領地の中で未開拓の土地を開拓し、それと同時に技術革新で土地ごと生産量を上げ、豊かになり力をつけることを主張している。逆に貴族派は他国を侵略し、略奪し、力をつけることを主張している。貴族派の連中は新しい領地が欲しいのさ。さらに力をつけるためにね。今ある領地を育てるより手っ取り早いと考えているんだ」

			　フェルナンデ辺境伯は、俺にもわかるよう簡潔に要点だけを説明してくれた。俺は心情的には王国派だ。この手は美味しいお菓子を作るためにある。人殺しなんて、進んでやりたいとは思えない。

			「そういうことですか。ただ、気になるのはフェルナンデ辺境伯が戦争を避ける理由です。むしろ、辺境伯として、全貴族の中で、もっとも強大なあなたにとって、戦争は名をあげる絶好の機会のように思えます」

			　そう言った瞬間、背筋がぞくりとした。

			　フェルナンデ辺境伯の目に暗い光が宿っていた。

			　それはどこまでも深い闇。

			「簡単だよ。そうなったら勝てないからだ。……先の戦争を経験した者なら、前線に立って戦った者なら、みんなわかっている。東で最大の軍事力を持つ私がこんなことを言ってはダメなんだがね。こちらから攻めるなんてとんでもない。兵を無駄に殺すだけだ。攻め込まれた際に、地の利を活かして迎え撃つことは可能だが、こちらから攻めて、いたずらに消耗すればそれすらも怪しくなるよ」

			　彼は敵を過大評価も過小評価もしない。

			　その彼が、そう言うのであれば間違いない。戦争が起こってしまえば東は悲惨なことになる。そうなれば、お菓子作りどころではないだろう。

			「クルトくん、私個人の都合だけで言うなら、君の力でレナリール公爵を助けてやってほしい。お菓子の力だけで戦争を止めることはできないことはわかっている。だが、王国派であるレナリール公爵の発言力を高めることで、戦争を止める力の一つにはなる。彼女は、そういった力を積み重ねている。それが、四大公爵の戦いだよ」

			「そういうことですか。わかりました。全力を尽くしましょう。本音を言いますと、いけすかないヒステリーを起こした女のわがままに巻き込まれたと思っていました。ですが、それがこの国のため、ひいてはアルノルト領のための戦いであるのであれば、一切の憂いなく、腕を振るうことができます」

			　胸の奥から力が湧き上がる。無理やりやらされるのと、望むがままに自分の意志で挑むのではモチベーションがまったく変わってくる。

			　勢いに乗ったまま口を開く。

			「第一、戦争になれば必ず私自身が前線に出る羽目になります。そうなればお菓子を作る時間もありませんからね。敵兵を料理してまわるぐらいなら、公爵のために料理を作ったほうがまだマシです」

			　ジョークがツボに入ったのか、フェルナンデ辺境伯が声を出して笑う。

			「はは、それは違いない。こんなときに冗談を言うなんて、もしかしたら君は私以上の大物になれるかもしれないな」

			　俺はフェルナンデ辺境伯に笑い返した。二人で声を合わせて笑う。

			　そんなときだった、扉が勢いよく開かれる。

			「クルト様、無事手に入れて参りました。クルト様が最重要と言っていた、アレを！」

			　現れたのはファルノだ。

			　手には布袋がある。じゃらじゃらと豆同士がこすれる音がする。

			「ファルノ、はしたない。クルトくんも驚いているよ」

			「申し訳ございません、お父様。……でも、いても立ってもいられなくて」

			　ファルノが頭を下げてからこちらに来る。

			　そして、俺の前で布袋を開いた。芳醇な香り。懐かしい、夢にまで見た香りだ。生まれ変わる前は毎日、嗅いでいた香り。

			　俺は目を見開いて、袋の中に手を入れる。手には茶褐色の長細い粒があった。それは菓子職人(パテイシエ)にとって、もっとも大切な食材の一つ。

			「ありがとう、ファルノ。よく手に入れたな。狂おしくなるほど、夢焦がれていたんだ。やっと手に入れることができた」

			「ええ、苦労しました。でも、クルト様。これ、本当にすごい値段でしたわね。この袋一つで、大きな家が一つ買えますわ」

			「その価値はあるよ。……フェルナンデ辺境伯、これを見たことは？」

			「見たことだけはある。だが、食したことはないな」

			　安心した。港町を拠点とし、海の向こうからの商品と触れる機会が多いフェルナンデ辺境伯ですら未知なのだ。

			　間違いなく、レナリール公爵は初めて目にするだろう。

			　この大陸ではけっして栽培することはできず、海の向こうからやってきた黄金以上の値段がするものの正体。それは……。

			「これはカカオといいます。これを使って最高のケーキを作って見せますよ」

			　チョコレートケーキの王と呼ばれる珠玉の一品、レストラン時代のスペシャリテ。

			　海外からわざわざそのケーキを食べるために客が来ることすらあった自慢の一品を、四大公爵が集まる晩餐会のデザートとして作るのだ。

		

	
		
			第４話　竜車

			　

			　フェルナンデ辺境伯との会話が終わり、用意してもらった部屋に戻ると、銀髪のキツネ耳美少女のティナと金髪美少女エルフのクロエが言いあいをしていた。

			「ティナずるいよ。わたしもクルトと一緒の部屋がいい」

			「そんなこと言ってもダメです。用意された部屋に帰ってください」

			　最近ちょくちょく見るようになった、二人のじゃれ合い。

			　ティナには、気軽に口喧(げん)嘩(か)できる対等な立場の相手がずっといなかった。クロエが来てくれて、本当に良かったと思える。

			　こうしていると、ティナの年相応で可愛らしい部分が見られて、なかなか楽しい。

			　とはいえ、そろそろ仲裁をしないとダメだろう。

			「どうしたんだ、二人とも」

			　俺が声をかけると、二人ともこちらを向いた。

			「クルト様、クロエがわがままを言うんです」

			「だって、一人だけ仲間はずれって寂しいもん」

			　二人の話を聞いてみると、どうやら部屋割りでもめていたらしい。

			　俺とティナは、以前来たときも使わせてもらった夫婦用の広い部屋を割り当てられており、クロエのために用意されたのは一人用の部屋のようだ。

			　なるほど、だから言い争うことになったのか。

			「なら、クロエもこっちに来るか？　ベッドは二つしかないけど、俺とティナはいつも一緒に寝ているから余る。そっちのベッドを使うといい」

			「……クルト、ちょっと待ってね。今、さりげなくすごいこと言わなかった？」

			　クロエが急に無表情になって、まっすぐに俺を見つめる。

			「別に、そんな変なことを言ったつもりはないよ」

			「いや、十分変だよ！　聞き間違いじゃなかったら、クルトはティナと毎日一緒に寝てるって言ったよね」

			　どこか動揺しつつ、顔を赤くしてクロエが聞いてくる。

			「いつも一緒に寝てるよ」

			　クロエが我が家に泊まっても気付かなかったのは彼女に客間を貸していたからだ。あの日もいつもと同じようにティナと眠っている。

			　アルノルト領に来たばかりのティナは、すべてにおびえて、俺と一緒じゃないと眠れなかった。さすがに、今は一人でも眠れるようになったが、そのときの習慣が今も続いている。やめる理由がないし、なにより、ティナを抱きしめると気持ちよく眠れるのだ。

			「あはは、気付かなかった。もう、クルトとティナは男女の関係なんだ。うん、わがまま言ってごめん。わたし、別の部屋にするね」

			　クロエは俺とティナを交互に見て、顔を赤らめる。
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			　どうやら、勘違いさせてしまったようだ。クロエは一緒に寝ているという言葉を言葉の通りにはとらなかったらしい。

			「ただ一緒に寝ているだけだよ。文字通りね。ティナは昔、ひどく寂しがり屋だったんだ。夜が怖いって言うからそうするようになって、今もそれが続いている。ティナには、まだそういうのは早いよ」

			　そのときのティナを思い出して、微笑ましい気持ちになる。

			　ティナは恥ずかしそうに顔を伏せていた。

			「ふう、びっくりした。もうとっくに大人の階段登ったのかと思ったよ」

			「変なこと言わないでください！　こっちこそびっくりしましたよ」

			　ティナはキツネ耳をぴんと立てながら、大きな声を出した。

			　ただ俺としてはそろそろ、そういうことをしたいが、まあ、ゆっくり焦らず機会をうかがおう。

			　無理やり、そういうことをして、ティナとの関係が悪くなったら目も当てられない。

			「というわけで、一人が嫌なら隣のベッドを使っていい。喧(けん)嘩(か)することはないよ」

			「ありがと！　じゃあ、お言葉に甘えるよ」

			「少しは遠慮してくれてもいいのに」

			　クロエが喜び、ティナが少しがっかりした様子だ。

			　しばらく二人のじゃれ合いを楽しみつつ、頃合いを見て口を開く。

			　そろそろ、本題に入らないといけない。

			「二人とも聞いてくれ。さっきまでフェルナンデ辺境伯のところで、レナリール公爵の晩餐会について話をしていたんだけど、やっぱりお菓子だけじゃなくてコースすべてを任されることになってしまった」

			　二人がごくりと喉を鳴らす。

			　彼女たちも、事態の深刻さがわかっているのだ。

			「俺も全力でがんばるけど、一人だとかなり厳しい。二人の力を借りたい。頼らせてもらっていいか？」

			「もちろんだよ、クルト！」

			「言われるまでもありません！」

			　いい返事だ。二人とも表情にやる気が満ちている。

			　クロエの水魔術も、ティナの火の魔術もしっかりと頼りにさせてもらおう。

			　両方とも、料理やお菓子を作るときに大きなアドバンテージになる。

			「じゃあ、まずは明日は料理の仕込みを手伝ってもらおうかな。一週間近く熟成が必要なものも中にはあってね。明日から仕込んでようやく完成だ」

			　俺が作るのはメインディッシュの肉料理に使うソースだ。その仕込みだけはここでやっておきたい。

			　それにチョコレート作りも。

			　本来、カカオをチョコレートにする段階で、二週間ほどの熟成期間が必要となる。だが、熟成に関しては【回復】の力で促進することが可能だ。人間の代謝を高めて癒す、その応用だ。おそらく、味は落ちる。だが背に腹は代えられない。

			　いずれ、機会があれば完璧なチョコレートを作るが今回は妥協しよう。

			　そうして、明日の手順の説明を夜が更けるまで話し込んだ。

			　寝る直前になって、俺たちの布団に入り込もうとするクロエと、それを防ぐティナの苛(か)烈(れつ)な攻防戦があったが、基本的には平和な夜だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フェルナンデ辺境伯領に来てから二日経った。

			　ティナやクロエはもちろん、フェルナンデ辺境伯のコックたちの力も借り、仕込めるものはすべて仕込んでおいた。

			　コース料理ともなると、仕込みが必要な材料もかなり出てくる。

			　午後からレナリール公爵領に出発する。すでに身支度は済んだ。特に大事なカカオで作ったチョコレートと、メインデッシュに使う特製ソースを詰めた土瓶は何度も確認した。

			　チョコレートはやはり、魔法を使った熟成の促進で風味が落ちている。だが、なんとかケーキの材料として作れるだけの質は保てた。

			　これで俺が望んでいた材料はすべて手に入った。

			　ただ、あともう一つ何かがほしい。それは、レナリール公爵の領地の市場を回って見つけるつもりだ。

			　今はフェルナンデ辺境伯の屋敷の庭でレナリール公爵が手配した迎えを待っているところだ。

			　ティナやクロエだけではなく、フェルナンデ辺境伯とファルノも外に出ていた。

			　とうとう迎えが到着した。

			　それは空からやってきた。

			「フェルナンデ辺境伯、噂には聞いていましたが実物を見ると、度肝を抜かれますね。一生、利用できる機会はないと思っていました」

			「私ですら数えるほどしか乗っていないからね。いつか我が領地でも取り入れたいものだ」

			　フェルナンデ辺境伯と二人で空を見上げながら言葉を交わす。

			　そこにいたのは竜だ。

			　東洋の細長い竜ではなく、西洋のドラゴン。

			　竜車と呼ばれる世界でもっとも贅沢な移動手段。

			　竜に気球を引かせることで、スピードと安定性の両立を可能にした。

			　空を舞う竜車は、陸路や海路とは比べものにならないぐらいに速いし、山賊などに襲われる心配もない。あれを使えば、馬車で半月以上かかるレナリール公爵領へ、半日もかからず到着できる。

			　竜車が実用化されたのは最近の話であり、実用化をしたのはレナリール公爵の手柄だ。レナリール公爵領には、世界で唯一竜の飼育及び、調教に成功した村がある。その村で育てた竜だけが人間の言うことに従う。

			「アルノルトにとっては高値の華ですが、フェルナンデ辺境伯なら、竜車を購入できるのではないですか？」

			「金銭的には、なんとかなるのだがね。残念ながら、竜車は金さえあれば手に入るものではないのだよ」

			　世界有数の金持ちである彼がなんとかと言うほどなのだ。天文学的な金額であることは間違いないだろう。しかし、問題はそれだけではないようだ。

			「一番の問題は、順番待ちなんだよ。熟練の飼育者が幼体から二十年かけて育てあげないと、竜は使い物にならない。幼体のうちからでないと、人になつかないらしい。そもそも竜の幼体を手に入れるのも大変だ。竜は五十年に一度程度しか卵を産まない」

			　それは、気の長い話だ。

			　きっと、世界中の貴族たちが我先にと、注文をしているはずだ。すべての希望者にいきわたるには数百年かかりそうだ。

			「そういうわけだったのですね。竜も気になりますが、あの竜が引かせている気球。あれも気になりますね。どうやってあれだけの大きさの気球を浮かせているのでしょう」

			　気球と表現したが、飛空艇と言ってもいいぐらいのものだ。

			　この国ではヘリウムガスと言った都合のいいものは存在しない。

			　普通に考えれば空気を温めて浮力を得る熱気球のはずだが、火を熾(おこ)している様子は見受けられないし、熱気球であればもっと不安定な飛び方になるはずだ。

			「気球の作り方も秘密らしい。私はなにかしらの魔法だと思っているのだがね」

			　フェルナンデ辺境伯ですらわからないのであれば、お手上げだ。

			　そんなふうに考えていると、意外な場所から答えが出た。

			　同じように空を見上げていたクロエが口を開く。

			「あれは風の魔術だよ。間違いない。エルフって魔法に敏感だからわかるんだ」

			「あの質量を浮かせるって相当だぞ。それも継続的になんて、人にできるのか？」

			「……ちゃんと種も仕掛けもあるよ。でも言いたくないし、ちょっと嫌だな、ああいうの。気持ち悪い」

			　クロエは険しい顔で気球を見つめていた。何か思うところがあるようだ。

			　竜車が緩やかに高度を下げ着陸する。

			　竜車の扉が開き、レナリール公爵の配下らしき男たちが降りて、こちらに向かってやってきた。

			　長身で細身の男と、背は低いが筋肉の塊のような男。

			　服装を見るかぎり、平民ではなく貴族のようだ。

			「迎えに参りました、フェルナンデ辺境伯。次期アルノルト准男爵。レナリール公爵の命により、これより私があなたがた一行の案内をさせていただきます」

			　頭を下げてきた男に俺とフェルナンデ辺境伯は軽く会釈する。

			「荷物があれば、私どもが積み込みますのでご指示を」

			「気持ちだけ受け取っておこう。取り扱いに気を使うものが多いので、全て私の配下がクルトくんの指揮のもと行う。立会いだけ頼みたい」

			「かしこまりました、フェルナンデ辺境伯。では、そのように」

			　そうして、俺の指示のもと次々に荷物が積み込まれていく。それが終わると俺たちは竜車に乗り込んだ。

			　竜が羽ばたき、気球が浮き上がる。空の旅が始まった。

			　この世界の初めての空はどうしようもなく、鼓動が高鳴った。

		

	
		
			第５話　レナリール公爵

			　

			　空の旅はなかなか快適だった。

			　ほとんど揺れず、酔うこともなかった。

			　風や雲の影響を受けるかと思っていたが、竜はそれらを退ける。

			　竜は翼の羽ばたきで飛んでいるわけではなく、魔法の力で飛んでいる。風を押しのけながら飛ぶらしく、竜の周辺はほぼ無風状態で、竜が引く気球もその恩恵を受け快適な旅となった。

			　そして、気球を見てクロエが気持ち悪いと言った意味がわかった。その動力は翡(ひ)翠(すい)の宝玉だったのだ。

			　エルフの心臓を生きたまま抜き取ると、そのエルフの属性、多くは風か水、その力を常に放つ希少な宝石になる。それが翡翠の宝玉だ。

			　この気球の動力は風の力をもったエルフの心臓だ。

			　かつて、翡翠の宝玉目当てにエルフ狩りが行われ、エルフたちは人間の前から姿を消した。

			　後でクロエに何かプレゼントしよう。俺に付き合わせて不快な思いをさせてしまったことを詫びたい。彼女にとって翡翠の宝玉は同胞の命そのものだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　竜が着陸できる広い土地は、街の郊外にしかないらしく、一度そこで降りて馬車に乗り換えた。

			　広い土地がないという理由以外にも、都市の防衛のためでもあるだろう。竜車で防壁の中に入り込まれるなんてことも考えられる。竜車についての理解が深いレナリール公爵なら、街の中に無条件に竜車を入れるなんてありえない。

			　馬車でしばらく走ると、目的の街にたどり着いた。

			　公爵の本拠地であるマーラル。

			　別名は芸術の都。

			　街並を見て驚く。

			　一言で表現するなら品が良い。

			　活気や人の多さはフェルナンデ辺境伯が治めるエクラバに劣るが、整然としていて一つ一つに美意識を感じる。

			　ここに住めるのは上流階級の人間だけだというのもあるのだろうし、長い歴史の積み重ねがこの街の魅力を引き出しているのだろう。

			「こんなものを見ると、自分が田舎ものだということを思い知らされますね」

			「クルトくん。その気持ちはわからなくないよ。エクラバもいい街だけどね。この格調高さと佇まいを真似することはできない。これは街の歴史そのものの輝きだ」

			「はい、私もそう思います。ですが、個人的にはエクラバのほうが好きですね。あそこには熱さがある。美しさや格調よりも、私は燃えるような熱気と、人々の笑い声のほうが性に合っています」

			　エクラバは貧富の差が大きい。

			　世界中のありとあらゆるものが集まり、人もどんどん入れ替わる。

			　故に、成り上がってやろうと夢を持った人間たちが集まる。

			　それは活気となり、街全体に力を与えていた。伝統はなくても、常に新しい何かが生まれ続けているのが、フェルナンデ辺境伯の本拠地、商業都市エクラバだ。

			「うれしいことを言ってくれるね。そろそろ、公爵家に着く。気をしっかりともっておきたまえ。下手をすると呑まれるよ」

			　忠告に従って、へその下に力をいれた。

			　そうして、ついにレナリール公爵の屋敷にたどり着いた。

			　フェルナンデ辺境伯の屋敷を見たときも驚いたが、ここはそれ以上だ。

			　重厚なレンガ造りの巨大な屋敷、庭も広大で隅々まで手が行き届いている。

			　隅から隅まで職人たちの神経が通っており、完璧な配置だ。色鮮やかな花が咲き乱れ、心を奪われる風景が広がっていた。

			　庭があまりにも広いため馬車で庭を走る必要があった。美しい庭を楽しみながら馬車は駆けていく。

			　フェルナンデ辺境伯の娘で、こういったものを見慣れているファルノもさすがに見(み)惚(と)れて言葉を失っていた。

			「クルト様、素敵ですわね」

			「そうだな。ここまで美しさを追求した庭は、ここ以外じゃ見られない」

			　俺とファルノは、心の底から感動していた。だが、逆にティナとクロエはあまり興味がなさそうだ。

			　彼女たちに聞いてみると、手が入りすぎて不自然で、俺の村のラズベリー畑のほうがよほど美しく見えるそうだ。

			　自然と共に生きる、エルフと狐獣人(ルナール)だからこその感性だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷についた後は、これから滞在する部屋に案内された。使用人は別に部屋を用意するかを聞かれたので、ティナとクロエの顔を見て彼女たちの意思を確認する。

			　その顔に一緒がいいと書いてあったので、一緒にすごせるようにお願いした。

			　貴族たちの中には、自分の使用人や護衛が常に共にいないと落ち着かないと言うものも多く、使用人と同じ部屋ですごすという俺の要望は自然に受け入れてもらえ、しばらくお世話になる部屋に案内してもらえた。

			　用意されたのは、部屋といってもホテルのシングルルームのようなものではない。日本で言えば４ＬＤＫだろうか。かなり広く、なおかつ調度品などもすべて一級品だ。

			「歓迎されているようだね」

			「はい、すっごい部屋です」

			「うん、すごすぎて、もうそれ以外の言葉がでないよ」

			　間違っても、准男爵家の跡継ぎに用意するような部屋ではない。

			　准男爵家なんてパーティに呼ばれても、宿？　ああ、自分たちで勝手に手配してね。

			　こういう扱いが普通だ。

			　こんな賓客を案内するような部屋を用意されているということは、かなり期待されているのは間違いない。

			　ティナとクロエは、好奇心に目を輝かせて、周りをキョロキョロと見渡している。

			「二人とも、部屋にあるものを壊さないなら好きにしていいよ」

			　俺がそう言うと、待っていましたとばかりに、二人は部屋の探索を始めた。

			「クルト様、このベッドふかふかです」

			「見て、クローゼットの中に、綺麗な服がたくさん。好きに着ていいのかな。このワンピースとか、すっごく色が綺麗。こんな色、どうやって出してるんだろう？」

			「クルト様、こっちにはフルーツが置かれてます。見たことないフルーツばっかりです！　いい匂い、太陽の匂いがします」

			「こっちのお茶の葉、赤いよ」

			　二人とも大はしゃぎだ。

			　もし、俺以外が二人を見れば使用人の態度ではないと怒るのだろうが、俺としては彼女たちが喜んでいるのを見られて楽しい。

			　とはいえ、俺は彼女たちと騒いでいるわけにはいかない。

			　すぐに謁(えつ)見(けん)の時間だ。公爵に会うのだ。身だしなみをしっかり整えて、気持ちを落ち着かせておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　身だしなみを整えた俺は、ファルノとヴォルグと合流してレナリール公爵の待つ、謁(えつ)見(けん)の間に向かう。

			　公爵家ともなると、そういった部屋も当たり前のように用意しているのだ。

			　フェルナンデ辺境伯は一足先に向かっていた。先に話さないといけないことがあるらしい。それも、おそらくは俺に聞かせられない話だ。

			　特にそのことは気にならない。公爵や辺境伯ともなると、そういった案件があってしかるべきだ。

			「クルト様、すごくお似合いですわ」

			「公爵の前に出られるような服はこれしかないからね」

			　俺が身にまとっているのは、以前の婚約発表でフェルナンデ辺境伯からいただいた服だ。

			　これなら、服装で怒りを買うことはないだろう。

			「ファルノも初めて見るドレスだけど、よく似合ってるよ。白いドレスに桜色の髪が映えてる。お姫様みたいなふわふわのドレスも好きだけど、すっきりとしたドレスも綺麗だよ」

			　ファルノの衣装は、白くて爽(さわ)やかな印象を与えるドレス。いつもよりシルエットがすっきりしていた。

			　可愛らしくて柔らかいデザインを好むファルノにしては珍しい。

			「綺麗だなんて、そんな。クルト様、口がうまいですわ」

			　ファルノが両手を頬に当て照れる。
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			　その後ろでヴォルグが微笑ましそうに俺たちを見ていた。

			　俺まで照れくさくなってしまう。

			「ファルノはレナリール公爵に会ったことがあるのか？」

			「数回ほど。とは言っても、彼女が公爵になる前の話ですわ。年齢が近いので、そういう機会が多かったのです」

			「公爵になる前？」

			「クルト様が知らないのも無理がないですわね。長くレナリール家を率いてきた公爵は先の戦争で戦死されましたわ。その後は長男にあたる、彼女のお兄様が当主となりました。ですが、その彼も二年前に病死、唯一残された直系の血族である彼女が、公爵の地位をお継ぎになったのです」

			　その辺りの上流階級の事情は、アルノルト領のような僻地には伝わってこない。

			　女性の当主は珍しいと思っていたが、そんな事情があったのか。

			「ファルノに近い若さだと大変だろう」

			「ええ、まだ一八歳ですわ。その年齢で公爵となったのですから、その重責は計り知れませんわね」

			　正直、俺がそうなったらと思うとぞっとする。

			　准男爵と公爵では肩にかかる責任の重さが違いすぎる。

			「……そして、その若さでありながら、よりいっそう領地を発展させております。お父様ですら、その実力に一目を置いているのです。はっきり言って化け物ですわ。そして、私のあこがれです。彼女は女性でもここまでやれると証明したのです」

			「フェルナンデ辺境伯が一目置いているのなら間違いなく優秀な方だ」

			「父が手放しに褒(ほ)めている人なんて、クルト様を含めて片手で数えられるほどしかおりませんわ」

			　なら、隙は見せられない。

			　しっかりと気を引き締めて行こう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レナリール公爵の配下の許可をもらい、謁(えつ)見(けん)の間に入るとすでにフェルナンデ辺境伯がレナリール公爵と話をしていた。

			　レナリール公爵は、あらかじめ聞いていた通り年若く、そして美しい落ち着いた金髪の女性だった。

			　身に纏(まと)うドレスも豪華だが品がよく、いやらしさを感じさせない。

			　一段高い位置にレナリール公爵が座り、フェルナンデ辺境伯は謁(えつ)見(けん)の間の中央で立って話をしている。

			　聞こえて来るのは雑談ばかりなので、本題はもう終わったのだろう。

			　俺とファルノはフェルナンデ辺境伯の隣まで来ると、その場で跪(ひざまず)く。

			　レナリール公爵に、身分が低いこちらから声をかけることは許されない。彼女が口を開くのを待つのだ。

			「エクラバからマーラルまでの長旅、本当にお疲れ様でした。ファルノ・フェルナンデ。クルト・アルノルト次期准男爵。無理なスケジュールに応えて、ここまで来てくれたことを感謝するわ」

			「いえ、この力を我が国の未来のために使えることを光栄に思います」

			　不満なんて言えるわけがないので、頷く。

			「顔をあげなさい。なるほど、あなたが噂のクルト・アルノルトね。いい面構えだわ。理知的で自信にあふれていて。フェルナンデ辺境伯の秘蔵っ子。彼が抱え込みたくなる気持ちもわかるわね」

			「フェルナンデ辺境伯にはよくしてもらっております」

			「ここに呼んだ理由は聞いているわよね？」

			「一週間後に迫っている四大公爵を集めての晩餐会。そこで、誰も口にしたことがない、新しく、なおかつ美味なフルコースを振る舞うためと」

			「ええ、その通りよ。その背景も知っているわね？」

			「はい、もちろん。王国派の発言力を上げるために、レナリール公爵領の文化の力を見せつける、と聞いております」

			　フェルナンデ辺境伯から聞いた話を思い出す。

			　戦争を止めたい王国派と、戦争をしたい貴族派の対立。

			　王国派の発言力を高めるために、晩餐会で力を見せつける必要がある。

			　たかが晩餐会でと思うかもしれないが、こう言った話は珍しくない。

			　例えばオーストリアは、お菓子を外交の武器としていた。ウィーン宮廷菓子を使った華麗なる食卓外交は有名だ。

			「私は戦争を止めたいの。そのためにあなたの力を借りるわ。もっとも、槍の一族、武のアルノルトとしては、戦争があったほうがいいのかしら？　その槍の冴えをもっとも発揮できる場所ではなくて？」

			　確かに一理ある。

			　もともと、アルノルトの初代はただの平民で、槍一本で成り上がり貴族となった。父も戦争で名をあげて褒章をもらい、傾いていたアルノルト家の財政を立て直したことがある。アルノルトにとって戦争は稼ぎ時だ。

			　だが……。

			「それは、父の代までです。私は、槍ではなく菓子の力で名をあげて見せます。戦争は必要としません」

			　それは夢であり、誓いだ。

			　次期当主となった際に領民に宣言した。それを違えることはできない。

			　戦争になって時間をとられるわけにはいかない。

			「あなた、面白いわね。次のアルノルトの当主は戦士ではなくコック。アルノルトは武を捨てるのね」

			「一点訂正を。確かに私は戦士ではありませんが、コックというわけでもありません。私は菓子職人(パテイシエ)です」

			　俺の言葉を聞いたレナリール公爵は目を丸くして笑った。

			　そんな彼女に追い打ちをかける者が現れた。ヴォルグだ。

			「恐れながら公爵、この場で発言させてください。我が主の婿殿を過小評価されては困ります。婿殿は菓子職人(パテイシエ)ですが、武を捨てたわけではございません。彼の武はいずれ私を超えるものになるでしょう。そして、優れた統治を行い、料理の腕も確か。彼は、領主として優れ、料理も作れて戦える菓子職人(パテイシエ)です」

			　俺は二重の意味で冷や汗を流す。

			　いやにべた褒(ぼ)めされたこともそうだし、ヴォルグがこの場で突然発言したことも胃を痛める材料だ。本来、貴族ではない彼がこの場で発言することは許されない。

			「ふふっ。領主としての腕も、武も超一流なのね。もう、めちゃくちゃよ。アルノルト次期准男爵はいくらなんでも多才すぎるわ」

			　だが、レナリール公爵はくすくすと笑うばかりでヴォルグを咎(とが)める様子がない。ヴォルグのほうも小さく笑っている。

			「ヴォルグ、久しいわね。先の大戦の英雄が、まだ執事の真似事なんてしているのね」

			「真似事ではありません。私は、ファルノ様の執事であることに誇りをもっております」

			「帰ってくるつもりはないの？」

			「少なくとも、ファルノ様が嫁ぎ、子をなし、その子供が自立するまでは」

			「……そのころには私も、あなたも引退を考えているころね。そう、わかったわ。フェルナンデ辺境伯だけでなく、あなたにそこまで言わせる男。楽しみだわ」

			　レナリール公爵の俺を見る目に熱が篭った。

			　すさまじい眼力だ。

			「アルノルト次期准男爵。今日から準備に取り掛かってもらうのだけれど、やる気を出していただくために褒章の話を先にさせていただくわ。期待していいわよ。私は、無茶ぶりはするけど、恩には報いるの」

			　生唾を飲む。

			　公爵が期待していいと言うほどの報酬。生半可なものであるはずがない。

			「まず、今後あなたが売り出すお菓子。そのすべてに対してレナリール公爵家の御用達であることを明記していいわ」

			　そのメリットは計り知れない。

			　レナリール公爵は一流のものしか認めない。その彼女が認めたものなら、この国中の貴族が群がってくるだろう。

			　さらに、レナリール公爵の後ろ盾があるとアピールできる。この国で商売する上で、これ以上に便利な看板はない。

			「次に、私の街マーラルで秘匿されている数千ものレシピ。その全ての閲覧許可をあなたに与えるわ」

			　それもまたうれしい。この世界の製菓技術は遅れているとはいえ、この世界の人々が必死に積み上げて研鑽してきたものだ。俺の知らない技術や発見があるかもしれない。いつだって新しい発見は新しい文化の中にある。

			「そして、あなたの領地に対して、三年間の税の免除を約束するわ。浮いたお金は領地の発展のために使いなさい」

			　三年間の税の優遇、これも非常にうれしい。

			　はっきり言って、一時的に現金を渡されるよりもずっと効果が高い。稼げば稼ぐほど税金は増える。

			　だが、そのことを一切気にせず全力で稼げる。

			「やる気になったかしら？」

			「それはもう」

			　アルノルトの発展において、これ以上の条件はないだろう。

			「なら交渉成立ね。ちょうどいい時間だし夕食に招待するわ。あなたにはまず、私の料理人たちの腕を知ってほしいの。その上で、最低限これ以上の料理を作れるか、それを本気で考えてほしいわ」

			「そこで失敗すれば」

			「帰ってもらうわ。ここで帰ることになっても罰は与えない……でも、残念なことに、この試験に失敗すると、あなたは菓子職人としても料理人としても失格のレッテルがはられてしまうわね。心して挑みなさい」

			　これは一つの試験だ。

			　安全策を考えるなら、不合格になったほうがいいかもしれない。失敗すれば今回の晩餐会の責務から逃れられる。菓子職人失格のレッテルも、四大公爵の前で、彼女に泥を塗るよりはましだ。

			　だが、俺はわざと失敗する気なんてない。

			　これは菓子職人としてのプライドをかけた戦いなのだから。

			　全力で挑ませてもらおう。

		

	
		
			第６話　コックとしてのクルト・アルノルト

			　

			　食事をするために用意された部屋も当然、豪華絢(けん)爛(らん)だ。

			　そこに俺たちは招かれていた。

			　さすがにヴォルグは使用人なので、この場には呼ばれていなかった。彼はティナやクロエとともに、別室で食事に呼ばれている。

			　この場にいるのは、レナリール公爵、フェルナンデ辺境伯、ファルノ、俺、そしてもう一人は公爵家の料理長らしい。不機嫌そうに俺の顔を睨(にら)んでいた。

			「この場で、我がレナリール公爵家にできる最高のコース料理を楽しんでもらうわ。これは試験であると同時に、あなたが本番で料理を振る舞うときの参考になると思います。よく味わって食べるように」

			　彼女の言うことはもっともだ。この世界でちゃんとしたコース料理を食べたことが一度もない。

			　俺の見知っているものとの違いをきっちりとこの場で確かめておきたい。

			「では、始めるわ」

			　レナリール公爵が指を鳴らす。

			　すると、最初の料理が並べられた。

			「まずは、前菜よ。言い忘れていたけど、必ず食べるのは半分までにすること」

			　白い皿に並べられたのは、チーズに透き通るような薄い生ハムを載せたもの、そしてホタテのような貝のソテーにソースをかけたものだ。

			　さっそくいただく。

			　素材はいい。チーズはしっかり熟成されて食べごろ、生ハムは塩加減がよく、ホタテも鮮度がいい、今日とれたばかりのものだ。

			　魚は死後、ある程度たって熟成が進むと歯応えを失う代わりに旨味を増す。獲れ立てである必要はない。

			　だが、貝やエビなどは時間がたつごとにまずくなってしまう。その日の朝獲れたものが一番うまいし、今回提供されたのも、そういったものだ。港から離れたマーラルで、この鮮度を出すために、おそらく竜車を使った空輸を行っている。前菜一つのためにここまでする熱意。レナリール公爵の力の入れぐあいがうかがえる。

			「どうかしら？」

			「最高の素材ですが、料理法に疑問がありますね」

			「具体的には？」

			「チーズと生ハムとの調和が取れてないし、前菜にしてはクドすぎます。チーズの厚さをもう半分にしたほうがいいでしょう。そして、貝は火を通しすぎだ。これでは貝の旨味が台無し。前菜として出すなら、焼くのではなく蒸したほうがいいかと。それにソースが脂っぽすぎる。貝の旨味を活かすためには、このような甘味と脂が強いソースは向きません」

			「そう、面白い指摘ね。今から厨房に行って、あなたが指摘した点を改善した料理を作ってきなさい」

			「なっ」

			　さすがに面食らう。

			　試験と言ったのはこういうことか。もし、適当なことを言っていれば、この場で即座に恥をかく。

			　それに、半分しか食べるなと言ったのは、俺が作りなおした料理を食べることを見越しての話だろう。

			「いいでしょう。少し席を外します」

			　今回の指摘点ならすぐにでも直したものを作れるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おまたせしました」

			　案内された厨房で料理を仕上げて、戻ってきた。

			　厨房に入るなり、突き刺さるような視線をいくつも感じた。

			　視線の主は、この屋敷の料理人たちだ。彼らが敵意を向けてくるのは覚悟していた。レナリール公爵は、料理人たちに対して、お前らが不甲斐ないから外様のコックを呼んだと言っているようなものだからだ。

			「ずいぶんと早いのね」

			「手のかからない料理ですから」

			　なにせ、生ハムとチーズは薄く切って盛り付けるだけだ。

			　ホタテに似たものは、細心の注意を払ってぎりぎり火が通るように蒸しあげ、ビネガーとハーブ、塩、そして少量の酒を混ぜたソースをかけるだけにとどめている。これだけ素材がいいと手を加えすぎることで持ち味を殺す。

			「言うだけのことはあるわね。特に、この貝がいいわ。噛むとお汁がじゅっと出て、酸味のあるソースが貝の甘みを強調する。さきほどのソースは貝の甘さを殺していたわね。素敵な前菜よ。間違いなくこちらのほうが上だわ」

			「さきほど出された一品は、バターを使ったソテーでした。調理法として悪くありません。ただ、どうしても貝の旨味が逃げますし、前菜としては主張が強すぎます。その点、蒸し焼きは一滴たりとも旨味を逃しません。これほどいい貝なら、貝自身の甘さで勝負するべきです」

			　レナリール公爵が頷く。

			「ベナリッタ料理長はどう思ったかしら？」

			「……この小僧の言うことを否定できませんな。確かに前菜としてなら、この小僧が作ったほうがうまい」

			　相変わらず料理長は不機嫌そうな顔をしているが、きっちりと俺の料理を味わい客観的な判断で勝敗を認められる分、器が大きい男らしい。

			　次に運ばれてきたのはスープだ。

			　牛骨と野菜で出(だ)汁(し)をとっているのがわかる。

			「アルノルト准男爵、こちらは？」

			「いいスープです。ただ、臭みを取るためとはいえ、強いハーブを使いすぎかと。あと、灰汁(あく)の取り方が雑ですね。まだ味が濁っている……一応言っておきますが、短時間でスープの作り直しはできませんよ」

			　指摘した点を改善した料理を作れという課題ではあるが、半日以上煮込まないとこのスープは作れない。さすがにこれは俺でも無理だ。

			「わかったわ。料理長、今度の発言はどうかしら？」

			「間違ってませんね。少しハーブの香りがきつすぎる。それに……これは私のミスです。たぶん、鍋の番をしていた者が手を抜いたようです。彼の言う通り灰汁(あく)とりが雑だ。クビにしておきます」

			「そうしてくださるかしら？　私は本物の晩餐会に出すつもりで調理なさいと指示を出したわ。その本番で手抜きをするようなコックは、必要ありません」

			　厳しいことだが、正論ではある。

			　もし、四大公爵が揃うような晩餐会で手抜き料理を出せば、レナリール公爵の面目は丸つぶれになる。

			「では、次に行きましょう」

			　レナリール公爵は水で口を濯(すす)ぎ、次の料理を運ぶように指示を出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうして、口休めのグラニテを挟んだあとは、魚料理と肉料理が運ばれてきた。

			　両方とも問題点を指摘して、改善案を出し、その改善案に沿ったものを作り上げて提供した。

			　俺の出した料理に、レナリール公爵は満足し、料理長はよりいっそう不機嫌になってしまった。

			　デザートの試験はないらしい。

			　そこについては、俺の腕を疑っておらず、試験をする必要性を感じないとのことだ。

			「あなたの腕、見せていただいたわ。想像以上よ。即興で次々に問題点を見つけて改善していくなんてね。料理への深い知識と、思いついた案を実現できるだけの手腕。恐れいったわ。あなたが今回、手直ししたコースをそのまま晩餐会に出すのもいいかもしれないと考えてしまうわね」

			　レナリール公爵は俺が期待以上の腕をもっていたので機嫌がいいようだ。食後のワインを美味しそうに飲んでいる。

			「レナリール公爵。おそれながら、いかに改善を加えたとはいえ、今日のコースをそのまま出すのは止めたほうがいいかと。これはコースとして根本的に間違っています。少々改善したところで最高のコースにはなりえない」

			　今回の試験を通じて、俺の知る料理と基本的な並び、役割、組み立てかたは同じだとわかった。だからこそ、コースとしてすべての料理の流れを考えたとき、今日のコースには致命的な欠点があると感じてしまう。

			「アルノルト次期准男爵は面白いことを言うのね。今日のコースの何が問題だったのか教えていただけないかしら？」

			「最後の牛テールのシチューと、その前のマグロのムニエル。あの並びは頂けない」

			「どうしてかしら？」

			「両方とも、旨味と脂が強すぎるんです。魚料理を軽くするべきかと。牛テールのシチューが控えているなら、魚料理はもっとさっぱりしなければ、次の肉料理が楽しめません。それに、このあとにデザートがあり、なおかつ今度の晩餐会では、重めのデザートを用意するのでなおさら」

			　最初に、脂の乗ったトロをムニエルにしたものを出されたときは面食らった。

			　ムニエルという料理法は、脂がのった魚には向かない。

			　俺は赤身で作り直したが、それでもまだ重く感じられた。

			「勉強になるわ。なら、メニューは一から考えなおさないといけないわね。あなたの考えるメニューを楽しみにしているわ」

			　そこまでレナリール公爵が言ったあと、がたんと音がした。

			「いい加減にしてくれ！」

			　料理長が立ち上がって、俺を睨(にら)みつける。

			「あんたの腕は認めるよ。舌も知識もすごいさ。だがな、あんたがやったのは私たちの料理のアラ探しだけだ。あんたは何一つ、自分の料理というものを見せていない。そんな奴に大事な晩餐会を任せるのはごめんだ！」

			「料理長が言われることもごもっともです。今日は私自身の料理を披露する機会が与えられていませんが、いずれ、機会を作って私自身の料理をあなたに味わってもらいましょう」

			　同じ料理に携わる者として彼の気持ちはわかる。

			　どんな料理にも欠点がある、それをちょこちょこ直して、自分より上だと言われたらたまらない。

			　どの料理にも、きっちりと彼らの工夫が見て取れた。良い料理人だからこそ、このような試練だけで、四大貴族の晩餐会という晴れ舞台を奪われるのが許せないのだろう。

			　彼に認めてもらうには、俺自身の料理を見せるしかない。

			　そのことをレナリール公爵も気付いたみたいで、なにやら、よからぬことをたくらんでいるみたいだ。

			「ベナリッタ料理長は、彼が次の晩餐会を担当することを認められないのかしら？」

			「今日の試験だけではね」

			「そう。なら、こういうのはどうかしら？　料理を改善するだけでは認められない料理長。既存のコースメニューそのものを変えないとダメだと言うアルノルト次期准男爵。それなら、魚料理をアルノルト次期准男爵の好きなように作ってもらい、それがコースをよりよくするものなら合格にする。材料はまだあるから作れるはずよ。それができれば、彼が本物だとベナリッタ料理長も認められるのではないかしら？」

			　料理長は黙って頷く。

			　まったく、簡単に言ってくれる。

			　この場で、余った材料だけで即座にレシピを考えろなんて。

			　ひどい条件での試練で、泣きたくなってくる。

			「いいでしょう。その条件で構いません。俺自身の料理を作ってみせましょう」

			　だが、俺は即答していた。

			　どうやら俺は思った以上に負けず嫌いなようだ。

		

	
		
			第７話　マグロのタルタルステーキ

			　

			「コースに適した魚料理を即興で作るだなんて無茶な課題だということはわかっているの……でも、あなたなら、受けてくれると思ったわ。制限時間は三〇分でいいかしら？」

			　初めて味わったコースに合わせた魚料理。それもレシピの考案、調理時間込みで制限時間は三〇分。これはひどく難しい。

			　レシピを考える時間がほとんどないし、調理自体もこの時間内であれば限定される。

			　ただでさえ、コースとの相性を考えないといけないという縛りがある。

			　だが、断るという選択肢はない。きっちり、ベナリッタ料理長に納得してもらってから、晩餐会のメニュー作りを始めたい。

			「やってみせましょう。しばしお待ちを。ただ、ティナ……連れの協力がいります。彼女は俺の助手です」

			　ティナはこの場にはいない。

			　ヴォルグやクロエをはじめ、使用人組は別室で食事をとっているのだ。

			「あなたの使用人をよこせばいいのね。わかったわ。厨房に向かうように伝えさせるわ」

			「よろしくお願いします」

			「任せて」

			　会話を終わらせて部屋の外に出る。

			　厨房に向かう途中で、レナリール公爵の使用人たちが連れてきたティナと合流した。

			　ティナの顔を見ると、笑い返してくれた。どうやら緊張はないようだ。

			　歩きながら、メニューを考える。

			　要求されたのは、魚料理。

			　それも、コース全体のバランスを考えたものだ。

			　あとに、牛テールシチューという重いメニューが来るため、脂肪分が高いものは使えない。

			　さっぱりとした部位をメインにした料理になるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今日のコース料理に使ったマグロの身の余りを使わせてほしい。脂肪分が少ない赤身がいい。できれば腰回りの身をくれ」

			　俺は厨房に入ると、新たな魚料理を作るためコックたちに声をかけるが、反応が鈍い。

			　遠巻きに見るばかりで近づいてもこない。

			　試験の際に使っていたスペースには、切り身を取ったあとの骨と皮だけがこれ見よがしに置かれていた。

			　これだと厳しいものがあるので、赤身をよこすように言ったのだ。

			　しかし、反応がにぶい、仕方ないので、もう一度繰り返す。

			「レナリール公爵の指示で魚料理を作る。材料を使わせてほしい。彼女から俺の指示に従うよう要請があったはずだ」

			　そう言っても返ってくるのは敵意の視線ばかりだ。

			　どうやら、本格的に嫌われているらしい。

			　どうしたものかと考えていると、一人のコックがトレイにマグロの切り身を載せてやってきた。

			「すみません、準備に手間どりました。どうぞ、アルノルト次期准男爵」

			　男は准男爵にアクセントを置く。

			　それを聞いた他の男たちが嘲笑を浮かべる。

			　准男爵は貴族としての格が低い。そこを強調するということは、ようするに俺を馬鹿にしているのだろう。

			「ありがとう。これで美味しい料理が作れるよ」

			　ここで逆上しても仕方ない。

			　穏便にしよう。

			　……いや、だめだ。俺は受け取った切り身を一(いち)瞥(べつ)し、そのままゴミ箱にぶち込む。

			「クルト様!?」

			　厨房にいたコックたちは目を見開き、一緒にいたティナまで驚いた声をあげた。

			「ティナ、このマグロの切り身は残念なことに細工がされてる。これでは、まともな料理は作れないよ。ひどいことをする。これじゃ死んだマグロも浮かばれない」

			　俺はティナに微笑みかける。

			　まったく、やってくれる。

			　食材を捨てるのは良心が痛んだが、この赤身は食べられない。

			　このマグロの切り身は、わざと布もかけずに出しっぱなしにされ、すっかり乾いてしまっている。

			　ご丁寧にも、表面にわずかに塩を振り、水気と旨味のあるエキスもすべて流れ出るように仕組まれていたのだ。

			　こんなものを使えば、旨味がない上にぱさぱさした料理しかできない。最高のマグロが台無しだ。

			「でも、クルト様、それを捨ててまともな魚料理なんて」

			「できるよ。材料はここにあるじゃないか」

			　テーブルの上に置きっぱなしにされている、切り身を取ったときに残った、魚のあら。いわゆる皮と骨だ。幸いなことに折り重なっているので、上のほうのものは使えないが、下の部分は使いようがある。

			「こんなの、ほんとなら捨てる部分じゃないですか」

			「ティナ、このマグロは最高のマグロだよ。どこをとっても最高の料理になる。ただ、使いこなせる料理人がいないだけだ」

			　これは強がりではない。骨の大きさから逆算するに二〇キロほどの小ぶりなマグロだが、餌場に恵まれ、よく運動し、身が非常に良質。

			　このマグロなら、どこの部位でも最高の料理が作れる。

			　そう、最上級の赤身を超える旨味を秘めた部位が、この捨て置かれた骨と皮の中に隠されている。

			　実を言うと、この骨と皮を目にしたときに考え付きはしたが、料理の完成図があまり美しくならないと、別の選択肢を探した。

			　改めて、本当に美しさを両立できないかを必死に考えた。……答えは、できる。なら、やるしかないだろう。

			「……こんなので最高の料理が作れるなんて、さすがです、クルト様」

			　ティナが安心して微笑んでくれた。

			　さて、料理に取り掛かろう。

			　その前に一つ、けじめをつけないといけない。

			「レナリール公爵家の料理人たち」

			　俺を罠に嵌(は)めようとした連中たちがぴくりと震える。

			「同じ料理に携わる者として、俺の存在が気にくわないのも、今回の件が君たちのプライドを傷つけたのもわかる。……お前たちがわざとダメにしたマグロを俺に渡したことを公爵に告げ口するつもりはない」

			　仮に俺が彼らと同じ立場なら、外様の若造に仕事を奪われてけっしていい気はしなかっただろう。

			「だがな、こんな小細工をせずに料理人なら料理で自分が優れていることを証明しろ。そして、どんな理由があろうとも、食材を玩具(おもちや)にするな。お前たちは料理人失格だ。技量じゃない、心が終わっている」

			　俺の言葉を聞いて、料理人たちが押し黙り、そして拳を握りしめ下を向く。

			　それは屈辱を受けたことに対する怒りではなく、料理人として道を外した自分への怒りでもあるのだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「レナリール公爵、料理が完成しました」

			　制限時間を一〇分ほど残して俺とティナは食卓に戻った。

			「早かったわね。あなたの料理、楽しみにしていたわ」

			　レナリール公爵が微笑む。

			　俺が指を鳴らすと、使用人たちが俺の作った皿を運ぶ。

			「これは、なんて綺麗なの！」

			　真っ白い皿の中央には、ペースト状のマグロ肉を集めた赤い円。そして皿のふちにはエメラルド色のソースがあしらわれていた。

			　他にも付け合わせとして用意された小さな山が並んでいる。

		

	
		
			[image: p_93.jpg]
		

	
		
			「この料理はマグロのタルタルステーキと申します。生のマグロを包丁で叩いたものにいくつかの素材と調味料を混ぜて練り上げました」

			「聞いたことがない料理ね。さっそくいただくわ」

			　その言葉と同時に、レナリール公爵はマグロのタルタルステーキに手をつける。

			「なんて濃厚なマグロの味、生臭いかと思ったけど、全然そんなことがないわ。それどころか、いい香り。混ぜているもののせいかしら？」

			　レナリール公爵は次々に、俺の料理を口に運んでいく。

			「付け合わせのソースもぜひ」

			　俺がそう言うと、彼女は皿のふちにある緑のソースをタルタルステーキにつける。

			「なるほど、よりいっそう爽(さわ)やかになるのね。いいソースだわ。口の中がさっぱりするし、心なしかお腹が楽になったわ」

			「消化を助ける効能があるハーブで作ったソースです」

			　これはわずかに残った油のしつこさを消すのと同時に、次の料理をよりよく楽しんでもらうための気配りだ。

			　横目でフェルナンデ辺境伯とファルノ、そしてベナリッタ料理長の様子を見る。

			　みんな、ちゃんと俺の料理を気に入ってくれたようだ。

			「堪能させてもらったわ。さて、ジャッジをつけましょう。……ベナリッタ料理長、あなた自身が判断しなさい。今日のコースの魚料理、あなたの料理と、このマグロのタルタルステーキ、どちらが上か」

			　レナリール公爵の指示を受け、ベナリッタ料理長は唸る。

			　壮年の男は、その体を震わせ、そして絞り出すように声を出した。

			「……私が指示して作った料理よりも上でしょう。この男に任せれば、四大公爵を招いての晩餐会は大成功間違いなしです」

			　その言葉を聞いて、ファルノがパーッと笑顔を浮かべた。

			「ありがとうございます」

			　俺は頭を下げた。

			　この判断をするには、多大な自制心と勇気が必要だったはずだ。

			　もしかしたら、料理人たちが俺に嫌がらせをしたのもこの人のためだったのかもしれない。

			「合格よ。クルト・アルノルト次期准男爵。さっそくだけど、この料理について教えてくださらない？」

			「はい、この料理はマグロの赤身を包丁で叩いたものに、複数の刻んだハーブ、玉ねぎ、そしてマグロの骨からとった良質のスープをゼラチンで固めて冷やしたもの、それらを少量のオリーブオイルを混ぜて練り、形を整えました」

			　料理方法は至ってシンプルだ。

			　玉ねぎとハーブで生臭さを消すと同時に味を深め、ゼラチンで固めたマグロの出(だ)汁(し)で旨味を補強する。

			　短時間で出汁(だし)を取り、ゼラチンで固めるためにティナの力を借りた。

			「素晴らしい料理法ね。確かにその方法ならマグロの赤身の味を最大まで引き出すことができるわね。でも、疑問なのはそもそものマグロの赤身が美味しすぎるってことよ。この街ではマグロはよく食べられているわ」

			　マグロは腐りにくいし、獲れ立てよりも、むしろ熟成させて食べたほうが美味しい魚だ。港から離れているこの街では他の魚より重宝されるし、優先的に買い付けているのだろう。

			「私は最高のマグロを食べてきた。その私ですら、これほど美味しい赤身は食べたことがないわ。ねえ、料理長、今日仕入れたマグロは特別なものかしら？」

			　レナリール公爵の問いに、ベナリッタ料理長は首を振る。

			「いつも通りの、最上のマグロです」

			　レナリール公爵家では常に最高級のものを仕入れているが故の回答だろう。

			「なら、どういうことか説明してくださるかしら？」

			「今回の赤身は、骨にこびり付いた肉です」

			「骨？」

			「ええ、そうです。どんな肉でも骨の周りの肉が一番美味しい。今回提供したのは腰の骨にこびりついたマグロの肉をスプーンでかき集めたものです」

			　例えば、スペアリブにフライドチキン。骨周りの肉を楽しむ料理は愛されている。うまいからだ。マグロも例外ではなく、骨周りの肉が一番うまい。それも腰周りの筋肉が発達しているところは別格だ。

			　あの場にあったマグロの中でもっともうまい赤身が、切り身をとった残りで捨てられる運命だった。

			　……ちなみに日本では中落ち、あるいはネギトロと呼ばれる。

			　とは言っても、市場で出される中落ちやネギトロは、クズの赤身に油を足した、本物とは似ても似つかない劣化品である場合が多い。本物の骨周りの肉は最上の赤身を上回る。

			「……ぷっ、あはは、そう、骨にこびりついた肉ね。そんな捨てるようなもの、それは、私が食べたことがないはずだわ」

			「不快に思われますか？」

			「いいえ、うれしい驚きだわ。そう、あなたに求めているのはこれよ。私たちでは考えもしない新しい発想！　この調子で本番も頼むわね」

			「ええ、ご期待に応えてみせます」

			　俺と、レナリール公爵は微笑み合う。

			　そして、指を鳴らした。

			　すると、もう一皿使用人たちが料理を運んでくる。

			「これは？」

			「時間が余ったのでデザートを用意しました。とは言っても、今日は私の試験ということもあり、いつも以上に食事をされているので、あっさりとしたものを」

			　それは、透明なグラスに盛られた、桃に似たピナルのシャーベット。

			　生のピナルをすりつぶしたものに、角切りにした果肉、少しの砂糖と酒を加えて空気を入れながら冷やし固めただけの簡単なもの。

			「あら、冷たくて、甘酸っぱくて美味しい。これなら、するする入ってしまうわ。こんなの初めてよ！　やだ、止まらない。……こんなものを即興で作れるなら、お菓子のほうも期待以上のものになりそうね」

			　エルフの村でとれた最上のピナルの旨味をシンプルに引き出したお菓子。だからこそ美味しく食べられる。

			　甘酸っぱくて冷たいシャーベットは、最上級のデザートだ。

			　しかも氷菓なんてものは、この時代には存在しない。

			　目新しさもある。

			「ええ、本番のコースはもっと素晴らしいものを用意しますよ。俺が考えているのは、メニューのすべてが、最後のデザートに奉仕するためにあるフルコース。最後のデザートを最高に楽しませるためのコース料理です」

			　俺のもっとも得意とする至高のチョコレートケーキ。それを美味しく食べさせるために前菜から主菜まで、すべてを計算した珠玉のコース料理を作るのだ。

		

	
		
			第８話　エクラバの食材

			　

			　昨日のレナリール公爵からの試練。

			　それは、彼女のお抱え料理人が作った料理を超えるものを出すというもの。

			　無事、試練をクリアし、ここに滞在している間ではあるが、名誉料理長という肩書きを得ることができた。

			　その肩書のおかげで四大公爵が集まる晩餐会に向けて、莫大な予算と屋敷の設備をすべて自由に使えるようになった。レナリール公爵の屋敷にある設備は、アルノルトの屋敷にあるものとは比べ物にならないぐらい充実している。腕の振るいがいがある。

			　だが、喜んでばかりもいられない。

			　俺は残り六日で最高の献立を作らないといけない。

			　あまりにも時間がない。

			　今日は早朝から自室で献立を考えていた。

			　晩餐会で振る舞うのは、最後のお菓子に奉仕するためのコースだ。一切の妥協は許されない。

			「クルト様、献立を考えられているんですよね。ここに来る前に考えていたメニューではダメなんですか？」

			　ティナが心配そうに問いかけてくる。

			　実を言うと、すでに可能な限りの仕込みは済ませている。

			　例えばメインディッシュに使う、オリジナルの発酵調味料。これは壺に詰められ、今まさに発酵中だ。

			　コースを振る舞う日にちょうど食べごろになるようにしている。

			　そして、村から持ち込んだ鹿節。ほかにも、港町ですら希少で、滅多に手に入らないカカオもチョコレートに加工して用意してあるし、フェルナンデ辺境伯の領地であるエクラバから、かなりの食材を持ち込んでいる。

			「それでいいかと思ったんだけどね、昨日食べたマグロを見て考えが変わった。ああいった食材はエクラバですら見ないものだったけど、とても素晴らしいものだった」

			　あそこまで上質なマグロが食べられるとは夢にも思っていなかった。

			　マグロ料理は前菜に組み込むつもりだ。そして……。

			「少し街に出ただけで、もっと素晴らしい食材が見つかるかもしれない。だから、今日は市場を見て回るつもりだ。元から用意していたレシピよりも良さそうなら、どんどん変えていく」

			　最上のコースを目指すならそうするべきだ。

			　あのマグロはどこかの港町から運び込んだものだろう。エクラバとはかなり毛色の違う魚介類が手に入る可能性が高いし、ハーブやスパイス、調味料などもまだ見ぬものが出回っているだろう。

			「クルト様、さすがです。でも、今まで考えていたコースとのバランスを崩す危険性があるんじゃ」

			「確かに、簡単なことではないね。試作する時間もあまりないし。ただ、だから妥協するなんてことはありえないよ。そうならないように全力で努力するだけだ」

			　それは料理をするものとしての意地だ。

			　そんなことをティナと話していると扉がノックされた。

			　レナリール公爵にお願いしていた街への案内人が到着したようだ。

			　扉を開ける。

			「あなたは」

			「ふん、私が一番、この街の市場には詳しい。重要な晩餐会では、仕入れは私自身が行ってきた。一番、貴様の力になれるのは私だ」

			　目の前にいたのは、壮年の恰幅がいい男性……レナリール公爵おかかえの料理長、ベナリッタだ。

			「あなたの知識と経験は非常に役に立つ。ですが、いいのですか？」

			　俺は結果的に、この男のプライドをずたずたにしてしまった。

			　ベナリッタ料理長は、主の前で料理人として俺以下だと自らの口から言わされた。

			「小僧が、いっちょまえに気を使うな。面白くはないがな。私は貴様の腕を認めた。ならばこそ、敬意は払う。それに、今回のコースは我が主の命運がかかっている。少しでもいいものができるなら協力はおしまんよ」

			　少し驚いた。なんて器の大きい男だ。

			　自分が劣っていることを認められる人間は少ない。ましてや協力を申し出ることなんて普通はできないものだ。

			「貴様には恩もあるしな」

			「恩ですか？」

			「暴走して小僧の妨害をした弟子たちのことを、黙っていてくれた。申し訳ない。私も後から聞いた。あいつらは私のことを思って、料理人にあるまじきことをした。もし、小僧がそのことをレナリール公爵に話せば、全員解雇だけではすまなかっただろう。普段は料理に真(しん)摯(し)な連中だ。たった一度の過ちで失うのは惜しい」

			　そのことか。

			　俺が黙っていたのはただの打算だ。もめ事を起こしたくなかっただけに過ぎない。

			「いえ、気にしてませんよ。いい料理ができましたから。それに、あなたが力を貸してくれるなら、その程度の妨害は、ちゃらにしてもお釣りがきます」

			「重ね重ね感謝する。全力で私も弟子たちも協力しよう。そして、貴様からたくさんのことを学ばせてもらうつもりだ。停滞しつつあったこの街の料理界に、新しい風を吹き込んでほしい」

			「こちらこそ。ここでは俺の知らないことをたくさん学べそうだ」

			　俺とベナリッタ料理長は固く握手する。

			　彼の協力は非常に助かる。この地の実力者しか知らない穴場や特別な仕入れのルートは無数にあるだろう。

			　料理人はそれぞれ独自のコネをもっている。

			　それは新参者には手が届かないものだ。

			　こうして俺たちはレナリール公爵の用意した馬車で市場に出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　市場に向かう馬車に揺られる。

			　馬車の中は、ベナリッタ料理長と、俺の使用人である銀髪のキツネ耳美少女ティナ、金髪のエルフ美少女クロエ、そして護衛兼手伝い役の男数人がいた。

			「で、貴様は何が欲しいんだ。ここの市場は広い。全部は回ってはいられないぞ？　ある程度しぼりこみが必要だ」

			　時間がないのは間違いない。

			　絶対に動かないのは、デザートのチョコレートケーキ。これは俺のスペシャリテ。ここを曲げるわけにはいかない。

			　メインの肉料理も、そのためだけの調味料を一週間以上かけて仕込んでいるし、晩餐会のタイミングでちょうど食べごろになる鴨肉を持ってきている。これも変えられない。

			　それなら……。

			「ハーブ類と香辛料。ここでしか買えないようなものは全部手に入れて試したいです。今より料理の深みを増せるかもしれない。あとは魚、ちょっと今のままだと魚料理が弱い。淡泊で、肉厚な魚が欲しい。白身のもので、旨味が強いものがいいです」

			　そんなことを話すとベナリッタ料理長が頷きだす。

			　そして口を開いた。

			「ハーブと香辛料なら、いい問屋がある。そこなら大抵のものはあるし、秘蔵のものも全部出させる。そこに向かおう」

			　問屋か。

			　なるほど、そこなら多数の店を回る必要はないだろう。

			「あとは魚だな。目利きして、最高の魚を届けてくれる卸業者がいる。いつも私は、そいつの選んだ魚をさらに厳選している。そいつのところに行けば問題ないだろう」

			　レナリールのお抱え料理人らしい選び方だ。非常に効率がいい。

			　小さな店を一つ一つ回っていればそれだけで日が暮れる。

			　ベナリッタ料理長のすすめた問屋と卸業者のところに行くと決めた。

			　そのときだった。

			「ちょっと、馬車を止めてくれ」

			　俺は慌てて声をかけ、馬車から飛び降りる。

			　ちょうど、猟師とすれちがった。

			　屈強な男たちだ。

			　彼らは、血と内臓を抜いた鹿を担いでいた。

			　俺は彼らに声をかける。

			「君たち、待ってくれ。その鹿を売りにきたのか」

			「なんだ、お前。えらく高そうな馬車から降りて来たな」

			「それはいい。鹿を売りにきたのかと聞いている」

			「そら、その通りだ。俺たちは近くの村の猟師だ。鹿が獲れれば村で食いきれない分を売りに来てる」

			　やはりか、それなら頼みたいことがある。

			「そうか、今日は買えないが六日後の早朝、俺が指定する住所に鹿を届けてくれないか？　その日に仕留めた鹿が欲しい。値段は、相場の五倍出す」

			　今回のコース料理には、おそろしいまでの予算がある。

			　だから、こんな無茶もできる。

			「五倍、信じられねえ」

			「俺はレナリール公爵家の料理人で、六日後、特別な料理を作る。そのために必要なんだ。レナリール公爵の看板を背負って嘘はつかない。後ろの馬車を見てくれ」

			　そういうと、猟師たちは俺の後ろの馬車をよく見た。レナリール家の家紋を見つけて、ぎょっと目を見開く。

			　公爵はこの街の支配者だ。レナリールの家紋を知らない者はこの街にいない。

			「あんた、そんなすっげえお方だったんだ。わかった。猟師仲間にも協力してもらって、なんとしても獲れたての鹿を早朝に届けて見せるぜ。その代わり五倍の値段、しっかり払ってもらうからな」

			「ああ、喜んで」

			　俺はにっこりと微笑む。

			　本来、肉は死後熟成させないと旨味をあまり感じられない。

			　だが、俺が作ろうとしている料理は例外的に、新鮮な鹿が必要になる。

			　だからこそ、候補に考えていたが諦めていた料理だ。もし、新鮮な鹿があれば、最高の前菜が作れる。

			　この猟師たちが背負っている鹿を見ると、鹿をあまり傷つけずに狩っているし、狩ったあとの処理もうまい。

			　最高の鹿を届けてくれるだろう。

			　そのあと、少し話して、手付金と届先を伝えて別れた。

			　鹿が獲れないことも、手付金だけ持って逃げられることも考えられるので一応手に入らないときのことも考えて予備のメニューも用意しておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、ハーブも香辛料もいいものが揃っていたので、かなりの量を買い込んだ。これで料理に奥行きが生まれる。

			　品数自体はエクラバに劣っているが、土地が変われば並べられる商品も変わる、ここでしか手に入らないものもいくつかあった。

			　そして、魚もこの世界では初めて見た魚……ウナギがいた。

			　意外に思う人間もいるが、ウナギはフレンチでも活躍する機会が多い。それに俺が得意とする食材の一つでもある。ウナギは西洋料理でもポピュラーな存在なのだ。

			　料理長に話を聞くと、庶民の食べ物であり、見た目から貴族たちは下魚と決めつけ滅多に口にしないらしい。だからこそ、今回の魚料理にウナギを使うと決めた。

			　ほとんど口にしないからこそ、食べたときの感動は大きくなる。彼らがあなどったウナギを最高の料理にしてみせよう。

			　まるまると太ったウナギを買い込んだ。

			　買い物は終わり。

			　これで魚料理のクオリティがぐっとあがる。

			　今日、手に入った食材たちでコース料理のメニューが確定した。

			　さあ、準備を進めていこう。

			　これで心置きなく、本業のお菓子作りにも打ち込める。

			　とりあえずは……

			「白砂糖づくりだな。うまくいけばいいが」

			　俺のチョコレートケーキとハチミツの相性はあまりよくない。

			　砂糖を使う必要があるが、今手元にあるのは、黒砂糖だけ。

			　黒砂糖は味に濁りがある。

			　その野趣な味を生かす方向でお菓子を作ることはできるが、繊細で高貴なお菓子を作るのは難しい。

			　だからこそ、自分の手で黒砂糖から白砂糖を作る。

			　正直、知識があるだけで実践したことはない。

			　それができるかどうかで、デザートの質が一ランクも二ランクも変わる。

			　不安もあるが、まずは試してみよう。

			　ここが一つの山場だ。俺は気合を入れ直してレナリール公爵の屋敷に戻った。

		

	
		
			第９話　黒い砂糖と白い砂糖

			　

			　俺はレナリール公爵家の厨房に来ていた。

			　手伝いとして、キツネ耳美少女のティナと、美少女エルフのクロエを呼んだ。

			　ティナは繊細な熱操作ができ、クロエの生み出す水は料理に適している。

			　厨房に来たのは白砂糖づくりのためだ。

			　もちろん、サトウキビから作るわけじゃない。手持ちの黒砂糖を精製することで白砂糖に変えるのだ。

			「ティナ、クロエ。始めようか。この真っ黒な砂糖を白くしてみせよう」

			「白いお砂糖ですか。そんなものがあるんですね」

			　ティナが興味深そうに聞いてくる。

			　黒砂糖すら高級品で、滅多に目にすることはできない。白い砂糖なんて今まで想像すらしていなかっただろう。

			「うん、砂糖が黒いのは砂糖の中に黒い色の蜜が混ざって固まってるからなんだ。黒い蜜を取り除けば白くなる」

			　そう、黒砂糖が何かというと、結局はさとうきびのジュースを煮詰めて冷却して固定化させただけのもの。

			　白砂糖はもうひと手間加え、黒い蜜を取り除き、ショ糖だけを残したものだ。

			「黒砂糖と白砂糖って味が違うんですか？」

			「全然違うよ。黒砂糖は味に苦みとえぐみが若干混じる。でも白砂糖は、さらっとして上品な甘さになる」

			「なんで、みんな黒砂糖しか作らないんでしょう」

			「作ろうとすると、黒い蜜を取り除く手間がかかるし、その分、量も減るからね。味が濁るってだけで黒い蜜には栄養がたっぷりだし、貴族の贅沢でもないと、わざわざ白砂糖なんて作ろうとしないよ」

			　砂糖はただでさえ貴重品だ。

			　サトウキビは温暖な気候でしか育てられず、俺たちのいる大陸では育たない。だから船を使って大陸をまたいで運んでくるしかない。この時代の造船技術はまだまだ未熟だ。航海に人手を必要とするし、事故も多い。そのせいで、海を渡って入ってくる品物はおそろしく高価なのだ。

			　そんな高価な砂糖で、わざわざ量が半分になるような精製をしようなんて、誰も思わないはずだ。

			「そんな貴重な白砂糖を使うなんて、すごく贅沢なお菓子になりそうですね」

			　ティナの言うことはもっともだ。

			「黒砂糖ですら、うちの領地の収入だと買うのをためらうからね。今回のケーキはすごいよ。白砂糖もだけど、それにもう一つのメイン食材のカカオもすごく高い。こんな機会でもないと扱えないお菓子だ。思う存分満喫させてもらおう」

			　俺はにやりと笑い、黒砂糖に少しずつぬるま湯を染み込ませていった。

			　すると、どろどろになっていき、黒い粘土のようになる。

			　そして石でできた箱の中に木綿布をしき、流し込む。

			　木綿で粘土状になった黒砂糖を包み込み、石の蓋をした。石の箱の底は微妙に斜めになっており、右下には水を流すための小さな穴が無数に開いている。

			　この箱は俺の土属性の魔術で作った手作りの道具だ。

			　うまくいってくれればいいが。

			「さあ、蜜を絞っていこうか」

			　俺は全身を魔力で強化する。

			　本来なら梃(てこ)の力を使うが、今回は力業で行く。

			　魔力で身体能力を強化し、全力で石の蓋を押す。すると木綿に包まれた粘土状の黒砂糖から黒い蜜が流れだし、石の箱の下部からとろとろと流れていった。

			　黒砂糖から黒い蜜を抜いていく。

			　これはなかなかの重労働だ。

			　魔力で強化しても腕がだるくなる。だるくなった腕を【回復(ヒール)】で癒しながら作業を続けていく。

			　蜜が出切ると、今度は蓋をあけて木綿に包まれた黒砂糖を取り出した。

			　真っ黒だったそれは、色が抜け白っぽくなっていた。

			「うわあ、クルト様、本当に白くなってきました」

			「まだまだこれからだよ。完成すると本当に真っ白になるんだ」

			　とはいえ、これ以上、いくら圧力をかけても黒蜜が抜けきることはない。

			　だから、研ぎという工程を加える。

			　手に水をつけて粘土状になった白っぽい塊を練り上げる。

			　そうすることでまた水分を含み、圧力をかけることで再び黒蜜が抜けるようになる。

			　本来なら、水の量、気温、湿度、研ぎ時間。どれも熟練の技が必要だ。だが、料理技能のおかげで、ある程度は勘で実行できる。

			　いい具合に練りあがり再び粘土状になったので、再び木綿に包み石の箱に入れ、石の蓋をして上から全力で押し黒蜜を抜く。

			「クルト、うまく行きそう？」

			　今度はエルフのクロエが心配そうに声をかけてくれた。

			　今回の水はクロエが魔術で生み出した水で、よく砂糖になじむ。だからこそ、うまく行っている部分もある。

			「なんとかうまくいきそうだよ。今までの工程を繰り返せばどんどん白に近づいていくんだ」

			　息が荒い。魔力で体を強化してこんなに疲れるなんて驚きだ。

			　できれば、この作業は二度とやりたくない。

			　この砂糖の精製技法は、日本が誇る最高の砂糖、和三盆の手法をもとにしている。

			　かつて俺は、和のエッセンスを取り入れた洋菓子を研究していた。

			　その中で、最高級の砂糖である和三盆を手にいれるため、一度製造現場を見学させてもらっていた。

			　まさか、その経験がこんなところで役に立つとは思っていなかった。

			「クルト様、これを何回繰り返せばいいんですか？」

			「最低五回だね」

			「白砂糖をつくるのって、すっごく大変なんですね」

			「ああ、でもその味は労力に見合うものだよ。砂糖は菓子職人(パテイシエ)の命だからね。これが味の土台になる」

			　黒砂糖の癖が強い独特の味も悪くないが、やはり繊細な甘みを演出できる白砂糖のほうが使い勝手がいい。

			　今回、好き勝手に黒砂糖を買えるだけの予算があるので、かなり多めに買い込んでいる。

			　この機会に、それを可能な限り白砂糖に変え、余った分を持ち帰りたい。

			　特別なお菓子が求められる際に必要になる。

			　手元においておけば、必ず役に立つ。……これぐらいの役得はあっていいだろう。

			「真っ白になるまで続けよう」

			　そうして俺は渾(こん)身(しん)の力で白砂糖を作り続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　繰り返すこと五回。ようやく白砂糖のお目見えだ。

			　完全な純白の砂糖。これが欲しかった。

			　水分がほとんど抜けきった白い塊。

			　本来なら干して水分を完璧に抜くが、そこはクロエの水魔術で水分を一瞬で分離させる。

			　カチカチになった白い塊を砕いて、ふるいをかける。これで完成だ。

			　ずいぶんと苦労させられた。達成感が心地よい。

			「クルト様、本当に真っ白になっちゃいました」

			「驚きだね。だけど、やっぱり量が半分以下になってもったいないよ」

			　真っ白な砂糖に興味津々と言った様子で、ティナとクロエが白砂糖を覗き込む。

			「さっきも言ったけど、これだけの手間をかけて、しかも量を半分にしてでもやるだけの価値があるんだ。ティナ、クロエ、せっかくだし黒砂糖との違いを試してみようか」

			「砂糖を食べるなんて贅沢が許されるんですか!?」

			「ふふふ、お手伝いした甲斐があったよ。クルト、あーん」

			　クロエが口を開いて砂糖をおねだりすると、ティナも対抗意識をもやして口を開く。

			　二人そろってそうしている姿は、なかなか可愛らしかった。

			　俺は二人の口にまず黒い砂糖の塊をいれる。

			「甘くて美味しいです」

			「砂糖ってこんな甘さなんだ。うん、美味しい。黒いのでも十分いけるね」

			　二人とも、黒い砂糖でも喜んでくれた。

			　もともと高級品だし甘いものに飢えている彼女たちが黒砂糖で喜ぶのも無理はない。だが、黒砂糖で驚いていたら、次の白砂糖ではどれほど驚くのだろう？

			「でっ、こっちが白い砂糖だ」

			　同じように口に白砂糖を入れる。二人が目を見開いた。

			「さっきの砂糖も美味しかったけど、こっちはさらさらで、すって溶けて、素敵です」

			「うん、これにくらべると黒いほうはべったりしてたし、変な味がしたね。こっちのほうが好き」

			　そう、だからこそ人は苦労をし、量を減らしてでも砂糖を精製するのだ。フェルナンデ辺境伯やレナリール公爵にそれとなく白い砂糖を知っているかと聞いてみたが、二人とも聞いたこともないと答えた。

			　黒砂糖しか知らない世界で白砂糖を使ったお菓子を出すのは反則に近いだろう。

			　それに加えてチョコレート。

			　二つの飛び道具を使って、なおかつ最高の技法でお菓子を作るのだ。

			　誰も知らない、素晴らしいお菓子になる。

			　それは、レナリール公爵の出した条件を軽々とクリアするだろう。

			　一番の懸念となっていた白砂糖ができた。

			　さあ、残りのメニューを詰めていこう。

		

	
		
			第10話　ブイヨン・ド・レギュームと澄し汁

			　

			　いよいよ、四大公爵の集まる晩餐会の二日前になった。

			　レナリールの屋敷全体が慌ただしくなっていく。

			　四大公爵の晩餐会には公爵本人だけでなく、その家族、使用人、さらには彼らの派閥の貴族たち、その使用人まで来るので来客数は百人を超える。

			　明日から、順次客が到着する。

			　そして、相手が相手だけに最大限のもてなしが必要なので、この慌ただしさも納得だ。厨房のほうにも、その熱気が届いていた。

			「クルト料理長！　下ごしらえはこのような形でよろしいでしょうか？」

			「出汁(だし)をとり終えました。味見をお願いします」

			　俺は今、厨房にいた。

			　そこでレナリール家の料理人たちに料理の指導を行っている。

			　なにせ、晩餐会に参加する人数が人数だ。俺一人では全員の料理を作り切るのは不可能だ。さすがに来客の使用人たちには料理を振る舞うことはないが、四大公爵の部下だけで三〇人はいる。

			　フェルナンデ辺境伯がお抱えの料理人をサポートにつけてくれたが、それだけでは足りない。レナリール家の料理人たちを手足のように使う必要がある。

			　自分で作るだけではなく、部下に手伝わせる以上、作り方を叩きこまないといけないので、こうして指導を続けていた。

			　さすがに、この場にいる料理人たちの腕は一級品であり、教えた通りに調理をこなしてくれるので、思っていたよりは教える負担が少ない。なにせ、この場にいるのはフェルナンデ辺境伯が俺のサポートのために領地から連れてきた選りすぐりの精鋭に、レナリール公爵自慢のお抱え料理人たちだ。

			　ただ、四大公爵が食べる分だけはすべて俺が直々に作る。

			　主賓たちには、最上のコースを用意したいし、文字通り命がけになる。すべての責任を自分で負うために必要なことだ。

			　加えてデザートのスペシャリテのチョコレートケーキ。あれは難易度的な問題もあって、俺以外作れないのですべて一人で作らないといけない。

			　菓子作りにはきわめて専門的な技術が多く必要になる。いかに基礎ができていようが、一朝一夕ではどうにもならない。こちらの世界の菓子職人の知らない技法をいくつも使う以上、どうしようもない。

			　チョコレートケーキはケーキの中では割と日持ちはするが、一部の材料に足が早いものを使用する。その場合、一日置けば、味が落ちる。

			　本当なら、当日に全員分作りたいが、その時間はない。だから、四大公爵が食べる分以外、すべてを前日に作っておくことにした。加えて料理の仕込みもある。それを考えると、事実上他の料理人に技術を叩きこむのは今日がリミット。なかなかきつい。

			　コースメニューが決まってから、ずっと指導していた甲斐があり、ようやく形になってきたところだ。

			「よし、魚の仕込みはそれでいい。スープのほうは……うん、野菜の甘さが良く出てる。だが、ハーブブーケはもう少し改善が必要だ。パルメを少し多めにして、代わりにアサギを減らしてバランスを取ろう。それで作り直してもらえないか？」

			　この調子なら、当日の料理はうまくいくだろう。

			　俺はレシピを書いた紙を広げる。

			　

			前菜　マグロのタルタルステーキと鹿レバーのたたき

			サラダ　蒸し貝とトマトのサラダ。特製ソースかけ

			スープ　シカの薬膳スープ

			魚料理　ウナギのパイ包み

			肉料理　翡(ひ)翠(すい)鴨のロースト

			デザート　特製チョコレートケーキ

			　

			　全体を通し、いかに脂肪分を抑えながら食欲を増進させられるかに主眼をおいた。

			　この世界のコースをいろいろと勉強したが、うまさが脂肪分の強さとイコールと考えられている節がある。

			　だからこそ、俺はあえて脂肪分には頼らない。

			　脂ぎった料理に慣れ親しんでいる相手だからこそ、うまさで勝負する。脂は確かにうまいが、どうしたって味が単調になるし、素材の味を覆(おお)い隠してしまう。健康にもよくない。

			　脂を使わずに、うまい。そんなコース料理は四大公爵たちにとっても未知のはず。

			　素材の味を生かした繊細な料理と、客を驚かせる大胆な仕込み、それこそが俺の料理の強みだ。

			「よし、全員集まってくれ。スープの味見をしよう」

			　見本に作っていたスープが完成したので、料理人たちを呼びよせる。今回のスープはかなり手間暇かけて作っている。

			　様々な野菜とハーブを山ほど入れて、まる一日かけて出汁(だし)をとる。

			　ブイヨン・ド・レギューム。最新のフランス料理でもてはやされる技法。野菜だけで出汁(だし)を取るやり方だ。

			　ハーブには、旨味の向上のほか、連日の豪華な食事に疲れた貴族たちの胃を癒し、消化促進や整腸作用といった、この後に出てくる料理を美味しくさせるための効果があるものを選び、調合した。

			　このスープは薬膳の知識を用いて作った美味しく食べられる薬だ。

			　コースにおけるスープの役目は単体の美味しさではない。あとに続く料理をいかにうまく食べさせるかだ。

			　ブイヨン・ド・レギュームだけでも、野菜の自然の甘さが出るいいスープだが、ここにもう一工夫して完成させる。

			「みんな、聞いてくれ。一般的に、スープは丁寧に長時間煮込むことで旨味を増すが、それだけが正解じゃない」

			　西洋のスープは、ことこと煮込んでしっかりとした重いものにするのが一般的だ。

			　そのセオリーに従い野菜だけを長時間煮た。

			　だが、これは鹿のスープ。ここからが本番だ。

			「見ていてくれ。これは極東のスープの技法だ」

			　極東という聞きなれない言葉に、みんなが首をかしげる。ニュアンスとして遠い国の技法と伝わっているので問題ないだろう。

			　俺は持参してきた鹿節をナイフで透けるほど薄く削る。

			　鹿節は、鹿の肉で、もっともうまい後ろ足、それを乾燥し熟成させた鰹節のようなもの。

			　日本で出汁(だし)のベースとなる鰹節の旨味成分は西洋でも認められているが、どうしても魚臭さが気になって受け入れられなかった。

			　その対策としてできたのが鹿を熟成、乾燥させて作った鹿節だ。

			　旨味成分は鰹節に匹敵しながらも、くせがない鹿節はどんな料理にでも合う魔法の食材としてもてはやされた。

			　俺は、野菜のスープを小さな鍋に注ぎ火にかける。

			　そして、透けるほど薄く削った鹿節をさっと入れ、数十秒後には取り出す。

			　これで十分。

			　いわゆる澄し汁の技法。これで十分旨味が出るし、短時間なら肉の臭みは出ず、くどくもならない。どこまでも透明感のあるスープができる。

			　野菜はしっかりと煮込んで旨味すべてを引き出す必要があるが、肉のほうはこうするだけでいい。生臭さやくどさは要らない。

			　これは西洋と和の合わせ技でできたスープだ。

			「飲んでくれ」

			　俺の言葉を聞いた周りの料理人たちが困惑する。

			　常識の外にある調理法で、理解が追いついていないのだ。

			「私が試そう」

			　ベナリッタ料理長が一歩前に出て、俺の出した小皿を受け取り、スープを味わった。

			「……うまい。なるほどな。野菜の甘味と肉の旨味だけでここまでの味が出せるのか。たっぷりと煮込んだ野菜の甘味が土台になり、その上で鋭い肉の旨味が花開き、調和する。一切の獣臭さがないのは、煮込まない技法だからか。素晴らしい。こんなスープ、想像すらしていなかった。感動すら覚える。お前たち、何をぼうっとしている！　早く飲め。いい勉強になる」

			　その言葉で料理人たちが我先にとスープを飲み始めた。

			「こんな味があるなんて。なんて澄み切った味だ」

			「たった数十秒でこれほど肉の味が出るのか」

			「バターや油なしでこんなにうまく。目から鱗だね」

			　料理人同士で感想を言いあう。

			　いい傾向だ。

			　今回作ったスープは反則そのものだ。

			　フランス料理の最新技法であるブイヨン・ド・レギュームと、最新素材である鹿節、それに和の澄まし汁の技法に、薬膳の知識の合わせ技。

			　この時代の料理人では到底作れないスープだ。

			「やれやれ、貴様が何を作ろうと驚かないと思ったが、度肝を抜かれた。他の料理も、全部驚きが隠されているんだろ？」

			「ええ、もちろん。これはあくまでメインを輝かせるためのスープであり、前座です」

			　ほかの料理も全力で工夫を凝らしたものだ。

			　だが、純粋な驚きで言えば、このスープが一番だろう。完全に異質だ。

			　これを振る舞ったのは、今後も俺の言うことを聞いてもらいやすくするためだ。

			　こうやって、固定概念を吹き飛ばす料理を作って食べさせれば、料理人たちの頭が一気に柔らかくなる。

			　そうなれば俺の指示する料理法へ疑問を持つことがなくなる。

			　これで、今後の作業はより、うまく行くだろう。

			「みんな、時間がない。どんどん仕込んでいくぞ！」

			　俺の掛け声に……。

			「おおう！」

			　この場にいる全員が、勢いよく応えた。

			　そして、次々に料理の指導と本番に向けた仕込みが進んでいく。

			　このペースなら本番までになんとか準備が終わるだろう。

		

	
		
			第11話　ヘルトリング公爵

			　

			　いろいろばたばたしているうちに前日の夜になってしまった。

			　ファルノとフェルナンデ辺境伯は各所への挨拶に忙しそうだ。

			　フェルナンデ辺境伯はその地位の高さだけでなく、実力者としても認められている。

			　こういう場では面会者があとを絶たないのだろう。

			　気持ちを落ち着けるために、ティナとクロエとともに庭園に出て夜風にあたる。

			　風が心地よい。
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			「ティナもクロエもお疲れさま。本当に助かったよ」

			　俺の自慢のチョコレートケーキ。チョコレートケーキの王様を改良した自信作。

			　先ほど、四大公爵に提供する分以外の作り置きを終えた。

			　その際、彼女たちの力を借りたのだ。

			　絶妙な火加減はティナの火の魔術で。クロエの水魔術では、ジャムづくりなどの工程がかなり楽になった。

			　もちろん、コース料理の仕込みも完璧だ。

			　たった一つ、当日の朝届くものを除いて。当日の朝に獲れ立てのシカが必要な以上、狩りが失敗する可能性もあるが、そこは神に祈るしかない。届かなかった場合、別のメニューを出す準備はしていた。

			「クルト様の力になれてうれしいです！」

			「もともとそのために来たんだしね。役に立てて良かったよ」

			　二人は少し照れながら、返事をくれた。

			「でも、残念です。クルト様のお料理、全部美味しそうなのに食べられないなんて。クルト様にお話を聞くだけでお腹が鳴っちゃうぐらいに美味しそうなのに」

			「えらい人たちの晩餐会のコースだもん。仕方ないよ。クルトに無理言っても悪いしね」

			　俺は微苦笑する。

			　表向きはそうなっている。

			　だけど、そのあたりは融通を利かせてもらっていた。俺が誰よりも美味しいものを食べて欲しいのは、四大公爵じゃない。俺を慕ってくれているティナとクロエだ。

			「安心してくれ。明日全部終わったあと、俺たちだけで晩餐会をする許可をとったよ」

			　レナリール公爵は話がわかる人だった。二つ返事で許可をくれた。

			「うわあ、楽しみです」

			「うん、わたしも期待しちゃう。いくらクルトでもこんな贅沢な料理、領地に戻ったら作れないだろうし」

			　確かにその通りだ。

			　今回は予算を一切気にせずに、金で手に入るものはすべて手に入れ、最上のものばかりを使用する。

			　今回のコースは一人前で、俺の村が一月に使えるぐらいの予算をかけている。

			　そんな、金を気にせずに料理やお菓子を作れることを内心楽しんでいる部分も間違いなくあった。

			「喜んでもらえてうれしいよ。……今日は月が綺麗だな」

			「はい、美味しそうなお月様です」

			「ティナ、ちょっと食い意地が張りすぎだよ」

			「ううう、だって、クルト様がお料理の話なんてしたから」

			　三人で月を見上げる。

			　綺麗な満月。本当に今日はいい夜だ。

			　月に見(み)惚(と)れていると足音が聞こえてきて、そちらを向く。

			「ちっ、先客がいたか」

			　贅沢だが品のない服に身を包んだ、恰幅のいい中年の男が現れて悪態をつく。のしのしと早足で俺たちがいる庭園に入ってきた。

			　後ろには、彼の使用人らしき者たちが、酒と軽食が入ったバスケットを抱えている。おそらく、月見酒でも楽しみに来たのだろう。

			　月の綺麗な夜に立派な庭園だ。俺たち以外が来ても不思議じゃない。

			　ただ、この夜の静けさが台無しだ。

			　文句を言っても仕方ないので、ティナとクロエに目配せをして部屋に戻る旨を伝えた。この貴族が隣にいる状況で月を楽しめるとは思えない。

			「俺たちのことは気にしないでください。そろそろ戻りますから」

			　そう一言伝えて男に背を向ける。

			　しかし……。

			「みすぼらしい恰好だな。下級貴族か？」

			　俺は内心で舌打ちする。

			　今の俺は、フェルナンデ辺境伯にもらった服ではなく、自前の服をまとっていた。身分の高い貴族から見れば、そう言われかねない。

			　あの服は窮屈だから着てこなかったが、失敗だった。

			「私はクルト・アルノルト。次期准男爵です」

			「槍のアルノルトか。公爵の屋敷に准男爵ごときが招かれるとはな。レナリール公爵の格も落ちたものだ」

			　男の態度にイライラが募るが、表には出さない。

			　貴族社会では階級がものを言う。態度からすると相手は圧倒的に格上の貴族なのだろう。よほどのことがない限り喧(けん)嘩(か)を買うわけにはいかない。

			「私のようなものを招いてくださったレナリール公爵には心より感謝しております。それでは私どもは用がありますのでこれにて」

			　一礼しその場を後にしようとする。

			　だが、目の前の男はまだ話があるのか口を開く。

			「まあ、待て。わしはクランリット・フォルデール侯爵だ。お前は見どころがある。誠意を見せるようなら、便宜を図ってやってもいい」

			「誠意ですか？」

			「そうだ。お前の使用人の女二人を置いていけ。わしでも滅多に見ないほどの上玉だ。それに狐獣人(ルナール)とエルフとは、また面白い、一度試してみたかった。どんな声で鳴くのか。人よりも壊れにくいと聞くしな。楽しめそうだ」

			　ティナとクロエを、ぎらついた目で舐めまわすように見るフォルデール侯爵。

			　ティナはキツネ尻尾を逆立たせ、クロエはエルフ耳を震わせた。

			「申し訳ございませんが、彼女たちは私の家族同然の存在です。家族を差し出すわけにはいきません」

			「貴様、たかだか准男爵の分際で、侯爵であるわしに逆らうつもりか？」

			「はい、そのつもりです」

			　実際、彼の言う通り、侯爵に准男爵が逆らうことはありえない。

			　レナリール公爵と、フェルナンデ辺境伯の後ろ盾があるとはいえ、よほどのことがない限り余計な問題を起こしたくはない。だが、これはよほどのことだ。

			　二人は大事な家族だ。彼女たちに手を出すなら容赦はしない。

			「優しくしてやれば、つけあがりおって。わしの顔に泥を塗ることは許さぬ。おい、お前たち、あの男を軽くのして、女をさらえ」

			　背後に控える使用人たちに物騒な命令を飛ばす。

			　だが、恐れはない。

			　あの中に達人はいない。俺一人でも容易く返り討ちにできるだろう。

			　思考を戦闘に切り替える。そんなときだった。

			「ずいぶんと、騒がしいね。せっかくこんなに綺麗な月の夜なのに。なんてもったいないことをするんだい？」

			　青髪の美青年が現れた。

			　年齢は二〇代後半ぐらいだろう。下手な人間が着ればひどく滑(こつ)稽(けい)になる豪(ごう)奢(しや)な黒い服が恐ろしいまでに似合っていた。

			「これは、ヘルトリング公爵、このようなところにおいでになるとは」

			　中年の男が急に狼(ろう)狽(ばい)し小さくなる。

			　ヘルトリング公爵。その名前には聞き覚えがある。

			　彼は俺が料理を振る舞う四大公爵の一人。そして、戦争を望む貴族派の筆頭だ。

			「フォルデール。僕は何をしているかを聞いたんだよ」

			「この男が、たかが准男爵のくせに私に侮辱を！」

			　青筋を立て、俺を指さしフォルデール侯爵が叫ぶ。

			「ふむ、それは本当なのかい？　クルト・アルノルト次期准男爵」

			　名前を呼ばれて、一瞬、動揺してしまう。

			　なぜ、ヘルトリング公爵が俺の名前を知っている？

			　盗み聞きはありえない。会話が聞こえるほど近くにいれば俺が気付かないはずがない。

			　だとすれば、元から知っていたことになる。公爵がたかが次期准男爵を？　それもまたありえない。……いや、レナリール公爵の動向を徹底的に調査すれば、俺にたどり着く可能性もあるのか。この男はどこまで知っている？

			　動揺を飲み込み、俺は口を開いた。

			「フォルデール侯爵が私の連れに、売春のまねごとをするように強要したので断りました。フォルデール侯爵は私が断ったことが許せなかったようで、実力行使に出ようとされたところに、ヘルトリング公爵がいらしたのです」

			「なるほど、フォルデール。それが君のいう侮辱かい？　それが許せず、君は部下にアルノルト次期准男爵を襲わせようとしたと」

			「そっ、そうです！　准男爵、いえ、准男爵ですらないガキごときが、わしがせっかく、その女どもに寵愛をくれてやり、便宜を図ってやろうと言ったのに！」

			「そうか、フォルデール。君は運がいい」

			　次の瞬間だった。ぽんと肩を叩くような気軽さでヘルトリング公爵はフォルデール侯爵の肩に手を置いた。侯爵の肩から鈍い音がし、変な方向に曲がる。

			　肩の骨がへし折れたのだ。

			「ひっ、ひいいぃ、わしの肩がぁぁぁぁああ」

			「大げさだな。たかが折れただけじゃないか。レナリール公爵の庭を汚すわけにはいかないから折るだけで済ませたけど、本当は腕を切り落としたいぐらいだ」

			　上品で、貴人の風格を漂わせながらも、残虐さがにじみ出る笑み。

			「フォルデール侯爵。もし、本当に彼を襲っていればこの程度じゃすまなかったよ。あのフェルナンデ辺境伯は彼のことを娘の婚約者にするぐらいに評価している。そして、彼はレナリール公爵のお気に入りでもある。彼に手を出してしまえば君ごとき、アリみたいに踏みつぶされただろうよ。だいたい、槍のアルノルト。それも歴代最強の猛者(もさ)に喧(けん)嘩(か)を売るなんてどうかしている」

			　歴代最強のアルノルト。これは表面的な情報では絶対に出てこない言葉だ。俺のことを調べているとは予想したが、予測以上に調べ尽くしている。

			　なぜ公爵なんて雲の上の存在が、そこまで俺のことを気にかけているのだろう。

			「アルノルト次期准男爵、派閥のものが迷惑をかけた。どうかこれで許してほしい。あとで君の部屋に詫びの品も届けさせていただくよ」

			「いえ、ヘルトリング公爵が止めてくださったので、問題はありませんでした。感謝します」

			「そう言ってもらえるとうれしい。だが、詫びは必ず送る。これはけじめだよ。それとね、僕は君が作る料理を楽しみにしているんだ。今日はゆっくり眠って体調を整えて、最高の料理を振る舞ってくれ」

			　そう言って彼は去っていく。そんな彼を見つめながら、ティナが口を開いた。

			「あの人、怖いです。口調は柔らかいけど、冷たくて空っぽで」

			「私も好きじゃないかも。纏(まと)ってる魔力が、とげとげ」

			　二人ともそれぞれの感性で、彼を拒絶する。

			　彼女たちの感覚はかなりするどい。

			　あの男は警戒したほうがいいだろう。

			　俺たちは、使用人たちに介抱されるフォルデール侯爵を放置したまま部屋に戻った。

			　あの男に料理を振る舞う。そのことが少しだけ怖くなった。

		

	
		
			第12話　四大公爵の晩餐会

			　

			　四大公爵の晩餐会、当日。

			　今日、俺の真価が試される。

			　俺は厨房で仕込みの最終チェックを行っていた。ティナたちも一緒だ。彼女にしかできない仕事が残っている。今は昼過ぎ、そろそろ時間のかかるものから料理を仕上げていかないといけない。

			　ほとんどの工程は順調に進んでいる。あとの懸念は……。

			　今日仕入れないと意味がない食材が、届いていないことだった。

			「クルト料理長。食材が届きました！」

			　部下が厨房に入ってくるなり叫んだ。心待ちにしていた言葉だ。

			「来たか！」

			　俺の望んでいた食材が到着した。

			　街で出会った狩人に頼んでいた鹿だ。

			　それも、今日の早朝に獲れたばかりの新鮮なもの。

			「すぐに厨房に運んでくれ。下ごしらえに入る」

			「はい！」

			　見事な鹿が運ばれてくる。

			　血抜きは完璧。それに状態もいい。一撃で致命傷を与えたようで暴れた形跡もない。

			　最高の鹿だ。鹿は暴れれば暴れるほど、味が落ちる。あの狩人たちの腕は超一流だ。これなら、思い通りの一皿を作れる。

			「クルト料理長。獲れたての肉はあまりうまくないですよ。本当にこの鹿の肉を使って料理を作るのでしょうか？」

			「確かに、肉は死んだばかりだとうまくない」

			　肉は死んだばかりだと、旨味成分がない。熟成させて初めて旨く感じる。

			「なら、どうしてわざわざ獲れたばかりの肉なんて」

			「使うのが肉じゃないからだ。……俺が使うのはこれだ。内臓は、少しでも新鮮なほうがうまい」

			　解体用のナイフで鹿の腹を裂き、レバーを取り出す。

			　美しい深紅の輝きを放つ、鹿のレバーだ。

			「まさか、四大公爵相手に、内臓を出すつもりですか」

			「何を言ってるんだ？　レバーはありとあらゆる部位の中で一番うまい。野生の獣だってまっさきに内臓を食べる。そして鮮度が高ければ高いほどいい。なにより、鹿のレバーのうまさはありとあらゆるレバーの中でも最上位だ。これから世界で一番うまい刺身を作って見せよう」

			　呆然としている部下を尻目に俺はレバーの処理に入る。

			　シカのレバーの処理には少しコツがいる。

			　シカには胆(たん)嚢(のう)がなく、胆汁をレバーの中に貯蓄している。この胆汁は黄緑色で、苦くてまずいし体に悪い。これを取り除かないといけない。

			　レバーをナイフで真っ二つにする。レバーの中心部に林(りん)檎(ご)の芯のような空洞があり、そこに溜まっている胆汁を捨てる。そして水で洗い流す。

			　構造上、胆汁にほとんど触れていないレバーの上半分だけをよりわけ、下の胆汁に触れ続けている部分は別の皿に移す。

			　いくら洗っても、胆汁に触れていた下半分は嫌な味が抜けない。もちろんそれだって十分すぎるほどうまいが、四大公爵には選りすぐりのうまい部分だけを提供するのだ。

			「ティナ、このレバーを凍らせてくれ」

			「かしこまりました。クルト様」

			　ティナの熱量操作の魔術で、レバーが急速冷凍される。

			　これは細菌と寄生虫を殺すためだ。鹿は極めて体温が高く、レバーは生食に適しているが、用心にこしたことはない。

			　しっかりと凍らせたあとは、ゆっくりとティナの力で解凍する。

			　これで、食あたりはまず起こり得ない。

			「さて、もうひと工夫だ」

			　いくらレバ刺しがうまいからと言っても、このまま切って出すわけにはいかない。もう一手間必要だ。用意していた炭火の上に金網をのせ、レバーの塊を転がし表面だけをあぶる。

			　こうすることで、旨味が活性化するのだ。

			　くるくると金網の上でレバーの表面に焼き色を付けたあとは、氷水につけて冷やす。

			　そして、薄切りにして皿に盛りつける。

			　外側は食欲をそそる褐色、中央は鮮やかなルビー色。そこに、ビネガーにハーブと山菜を刻んだエメラルド色のソースをかける。隠し味は大豆を発酵させて作る味噌の上澄みを加熱したもの。醤油のような風味がする、この世界ではあまり広まっていない調味料だ。刺身には醤油が一番合う。

			「これで出来上がりだ。世界で最高の刺身だよ。食べてみてくれ」

			　部下に、客には提供できない切れ端を渡す。

			　彼はごくりと生唾を飲んだ。褐色とルビーと、エメラルドの取り合わせ。その鮮やかな見た目に食欲を刺激されているのだろう。

			　そして口に含んだ。

			「これはすごい。甘くて、コリコリして、ぜんぜん臭くなくて、こんなのは初めてです。鹿にここまで美味いものが隠されていたなんて」

			「今日獲れた鹿じゃないとここまでのうまさは出せない。そのために、とれたての鹿が必要だったんだ」

			　レバーの甘味の正体はグリコーゲンなのだが、鹿のレバーは牛のレバーの四倍以上のグリコーゲンを蓄えている。

			　ここまで圧倒的なうまさを秘めているレバーは鹿以外にない。

			　なにより、これだけの旨味がありながら、脂肪分が少ない上に調理に油を一切使わないので、まったく胃がもたれない。

			　俺のコースメニューの基本思想は、バターや脂に頼らないこと。純粋な旨味によって組み立てられるコースに、この素材は欠かせない。

			　前菜の役目は、これから始まるコースがどのようなものかを紹介し、期待を持たせることにある。

			　鹿レバーのたたきを食べれば、間違いなく度肝を抜かれ、期待が高まるだろう。

			「クルト料理長。素晴らしい料理なのは理解できますが、少しレバーの量が少なすぎませんか？　これでは」

			「鹿レバーのたたきは四大公爵だけの特別料理だ。さすがに獲れたての鹿のレバーを人数分用意できないからね」

			　ほかの貴族たちにはマグロのタルタルステーキだけを提供することにしていた。ある程度割り切りも必要だ。

			「なら、十分足りますね」

			「君は運がいいかもしれないな。四大公爵しか食べられない料理を口にすることができたんだから」

			「はい、身に余る光栄です！　この感動を一生忘れません」

			　よほど、今の料理を気に入ったのか、憧れの混じった目で俺を見てくる。

			「さて、前菜に使える時間はこれまでだ。さあ、料理をどんどん仕上げていくぞ。もう時間はない」

			「はい！」

			　そうして、厨房は戦場のような忙しさに包まれていった。

			　俺も料理を始める。

			　四大公爵に提供する料理はすべて俺が作り上げていくのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いよいよ、晩餐会が始まった。

			　レナリール公爵家にはパーティ専用の部屋がいくつかあるが、その中でも、最上のものが今回使われた。

			　部屋にあるものすべてが、最高級品。絵画、シャンデリア、皿。それぞれ一つで、アルノルトの屋敷が買えるだろう。

			　四大公爵は一段高いところに、彼らだけが座る専用の卓が用意され、それ以外の貴族たちは巨大な別卓についた。

			　ただ、四大公爵が別格なだけで、その他の貴族たちも、辺境伯、侯爵、子爵と、俺から見れば雲の上の存在ばかりだ。

			　これほどの面子が集まる晩餐会など、他に存在しないだろう。

			　俺は料理を運ぶ使用人に交じって、その場に足を踏み入れる。

			　レナリール公爵の命令だ。配膳時には現れ、必要に応じて料理の解説をしろということらしい。

			　一段高い四大公爵のいる卓までいくと、周りの視線が俺に集まってくる。

			　特に異様な力を感じたのが、先日ひと悶着あった四大公爵の一人、美しく、どこか陰のある青年、ヘルトリング公爵だ。俺を見定めるようにじっと見ている。

			　食前酒と前菜の皿が参加者すべてに行きわたると、レナリール公爵が立ち上がる。

			「本日は、私が主催する晩餐会に集まってくださって、感謝するわ」

			　なかなか堂に入っている。

			　俺とほとんど変わらない年だというのに、女帝のような風格があった。

			「此度のコースは、帝国の東を司る我がレナリール家が総力をあげて用意したわ。まったく新しく、そして最上の美味であることを約束しましょう」

			　あたりがどよめく。

			　ある意味当然だ。四大公爵の晩餐会は持ち回り制。そこで新しく最上なんてことを言えば、他の四大公爵すべてを凌駕するというのに等しい。

			　毎回、四大公爵は己の力を示すために最上のコースを準備しているのだ。けっしてこの言葉は軽はずみには言えない。

			　口約束レベルでは、すでに宣言しているかもしれないが、こうしてすべての貴族の前で宣言するのは、また違った意味をもつ。

			　俺は苦笑する。ここまで露骨にハードルをあげてくるとは思ってなかった。

			　だが、ひるむつもりはない。その言葉に値する料理を作り上げた。

			「では、皆さま。乾杯といきましょう。よりいっそうの帝国の発展を願いまして」

			　この場にいる誰もが、グラスを掲げる。

			「乾杯」

			　そして、晩餐会が始まった。

			　貴族たちは食前酒で喉を潤し、俺の用意した前菜に手を付けた。

		

	
		
			第13話　まったく新しく、最高のフルコース

			　

			　晩餐会が始まった。俺は料理を作った責任者として、そして四大公爵への解説のために四大公爵の卓の傍に控えている。

			　東を司るレナリール公爵。一〇代後半の鋭利な印象を受ける美少女。今の俺の雇い主でもある。戦争を回避しようとしている王族派。

			　西を司るヘルトリング公爵。二〇代半ばの麗しの貴公子。先日ひと悶着あり、その甘い仮面の裏にある狂気を見せられた。戦争を望む貴族派だ。

			　南を司るアイヒホルン公爵。四〇代の人のよさそうな恰幅のいい男性。貴族派と聞いている。

			　北を司るオルトレップ公爵。五〇代に差し掛かった初老の男性、細身で厳めしい顔を持つ王族派。

			　特に注意すべきは、西のヘルトリング公爵だろう。

			　レナリール公爵が目線で挨拶するように告げてきたので、口を開く。

			「本日の料理を取り仕切らせていただきました、クルト・アルノルトと申します。まず前菜として出させていただいたのは二品、マグロのタルタルステーキと鹿のレバーのたたきでございます」

			　前菜は二品。

			　一つは、マグロの骨にこびり付いた一番うまい肉をスプーンでこそぎ落とし包丁で叩いてミンチにしたもの。そこにマグロの骨でとった特上のコンソメスープをゼラチンで固めたものを加え、ハーブ、各種調味料を練りこんだタルタルステーキ。そこには酢を基調にした鮮やかな緑のソースをかけてある。

			　もう一つは、今日の早朝獲れたばかりの鹿。そのレバーの表面をあぶって薄切りにして、特製の醤油風味の冷たいソースをかけた鹿レバーのたたき。

			　どちらも油を一滴も使わず、極限の旨味を秘めた最上の前菜だ。コースの入り口として申し分ない。

			「これは美しい。このようなマグロ料理は初めてだ。鮮やかな赤に、エメラルド色のソース」

			　西の貴公子ヘルトリング公爵がやや大げさに俺の料理を褒(ほ)める。

			「見た目は美しいが、味のほうはどうかな。……いやはや、驚いた。ここまで旨味の強いマグロは初めて食べたよ。それに、くどくなく前菜としての域を踏み外していない。感心するね……もう一つ、鹿のレバーのたたきといったね。こっちはどうかな」

			　ヘルトリング公爵は楽しそうにレバーのたたきを口に運ぶ。

			「これは!?　君、お代わりをもらえるかな。一瞬、我を忘れてしまった。至福の食感だ、噛み切った瞬間のぷっつりとした快感。何より、素晴らしくミルキーな甘味。素晴らしい！　最高の前菜だ。火加減と付け合わせのソースが味の決め手かな。前菜だけで感動させるなんて、君はなんて料理人だ」

			　レナリール公爵と敵対する貴族のヘルトリング公爵は晩餐会の成功を望んでいないはずなのに、俺の料理を手放しに褒(ほ)め出した。

			「申し訳ございません。この鹿のレバーのたたきは特別な材料が必要なので、今提供した分しかご用意できないのです。この後も、腕によりをかけた料理が続きますので、ご容赦を」

			「それは残念。だけど、次の料理にいっそう期待が高まったよ。ふふふ、どんなものが飛び出すのかな」

			　ヘルトリング公爵は、おとなしく引き下がり口を拭う。

			　ほかの四大公爵たちは、特にヘルトリング公爵の態度に警戒した様子を見せていない。

			　ただ、彼が絶賛した料理は気になるようで、次々に手を付け始める。

			「ほほう、これはヘルトリング公爵が絶賛するのも納得じゃのう」

			「そうですな。レナリール公爵の、まったく新しく最上のコースという口上もあながち、自信過剰というわけではなさそうだ……続きで馬脚を現すかもしれんがな」

			　北の厳めしい老紳士と、南の恰幅のいい中年も、俺の料理を絶賛する。

			　鹿のレバーという、世界で一番うまい刺身という飛び道具を使ったんだ。これぐらいは驚いてもらわないと困る。

			　ふと、他の貴族たちの卓を見ると、四大公爵が絶賛した鹿の料理が気になったようで使用人たちにこちらにも用意しろとごねている様子が見えた。

			　少し悪いことをしたと反省する。数が用意できず四大公爵以外には振る舞えなかった。そのしわ寄せが使用人たちに行ってしまった。

			　だが、反省してばかりもいられない。

			　今回の晩餐会では料理を提供してからしばらく解説し、四大公爵たちが食べ終わる前に、調理場に戻って仕上げをして戻ってくるという慌ただしい作業が必要になる。

			　さて、次の料理だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次に提供した、ホタテ貝のサラダも好評だった。

			　ホタテも新鮮なものを手に入れるために、今朝、港街の市場に出てきたものを、生きた状態で竜車による空輸で運び、料理の提供寸前でさばいた。こうすれば最高の鮮度のホタテ貝を提供できる。

			　貝の蒸し加減と、ドレッシングに気を使った一品。

			　ドレッシングにはブドウに似た果実、パプルを使っている。エルフが育てただけあって極上の果実だ。その良さを引き出したドレッシングはホタテのたんぱくな旨さを引き出し、新鮮な生野菜とも相性が抜群。

			　そして、次に提供されるのはスープだ。

			　野菜だけを長時間煮込んでとったスープに、澄まし汁の要領で、鹿節をごく短時間だけ泳がせることで完成する特製スープ。

			　西洋の最新技法と、和の技法の融合したまったく新しいスープだ。野菜の甘味と鹿肉の旨味をたっぷり味わってもらう。

			　そして、各種ハーブと野菜の効能で、口の中を洗い流し、さらに胃の調子を整え、食欲を刺激する。

			「透明感のある綺麗なスープだね、香りもいい。うん美味しいよ。ほっとする味だ。体に染みわたっていくよ」

			　相変わらず、西のヘルトリング公爵は俺の料理をべた褒(ぼ)めする。

			「ふん、これでは物足りんな。前菜とサラダは素晴らしかったが、スープは前回、我がアイヒホルン家の晩餐会で出した特産豚のポタージュのほうが上のようだ。あの豚の脂の甘味、バターたっぷりのポタージュの濃厚さ。思い出しただけで涎(よだれ)が出る」

			　南の恰幅のいい中年、アイヒホルンが、スープを一気に飲み干して悪態をつく。

			「それはどうかな？」

			　北の老紳士オルトレップが、スープをうまそうにすすり、口を開いた。

			「反論がおありかな？　オルトレップ公爵」

			「わしは、コースのスープ料理としてはこちらのほうが圧倒的に上だと思う。お主が出した特産豚のポタージュは確かにうまい。じゃが、重すぎた。脂で胃がもたれ、舌がマヒしてのう。そのあとの魚料理も、肉料理も、ろくに味わえなくなった。第一、あんなもの一口食べれば十分だ」

			「それは、味とは――」

			「関係あるよ。わしは今、次の魚料理が楽しみで仕方ない。スープはのう、あくまで引き立て役じゃ。それで満足させたらコースが台無しになる」

			　初老の貴族、オルトレップ公爵は、まさに俺の狙いを解説してくれた。

			　それだけでなく、言葉を続ける。

			「……それにのう。味でもこのスープが劣っているとは思わぬ。野菜の優しい甘味、肉のしっかりとした旨味をこれほど引き出しておきながら、臭みがまったくない。胃がもたれるどころか、飲めば飲むほど腹が減る。魔法のスープじゃ。このようなスープ、初めてじゃのう。思わず飲み干してしまったわ」

			「僕も同感だね。レナリール公爵、すごいじゃないか。スープまで最高だよ。もう、脱帽だね。さすがは、文化の最先端と言われる東だ。今日は驚きの連続だよ。いやはや、まさか、あの泣き虫だった君がここまで、できるとはね」

			　レナリール公爵の表情が一瞬だけ崩れた。

			　しかし、すぐに平静を取り戻して微笑する。

			「褒(ほ)めていただき光栄だわ。ですが、ここまでは前座。このあとにメインの魚料理と肉料理、そしてデザートが控えております。この程度で驚いていると体がもちませんわよ？」

			「それは楽しみだ。このスープのせいで余計にお腹が空いたよ。さあ、次の料理をもってきてくれたまえ」

			　彼の言う通り、スープはすでにすべて空。文句をつけた南のアイヒホルン公爵ですら飲み干してしまっている。

			　会話が長引き、仕上げに戻る機会を失った。今から調理場に戻れば客を待たせることになるだろう。

			　だが、問題ない。こうなることは予測していた。次のメニューであるウナギのパイ包みは、スープをこちらに運ぶときにすでに焼成段階に入っている。

			　火加減はティナに任せてある。こと、炎を使う調理については彼女を信頼していい。完璧に仕上げてくれるはずだ。

			「かしこまりました。すぐに次の料理を出させます」

			　俺が指を鳴らす。

			　すると使用人たちが一斉に料理を運んでくる。

			　大きめのティーカップが提供される。

			　そして、そのティーカップは、良く焼けたパイ生地で蓋をされている。

			「ウナギのパイ包みでございます」

			「これはまた面妖な料理だね。ティーカップに入れた魚料理なんて初めてだよ。何かありそうだ」

			「ずいぶんと貧乏くさい見た目じゃないか。期待していたのにがっかりだ」

			　貴族派である西と南がそれぞれに正反対の感想を漏らす。

			　確かに、今のままじゃ、見た目は地味で匂いもしない。

			　だが、これは爆弾だ。爆弾は爆発させてこそ真価を発揮する。

			「この料理はお客様の手で完成する料理です。上のパイ生地を砕いて、カップの中に落としてください。できれば、皆さん同時に」

			　俺がそう言うと四人の公爵は同時にスプーンをつかみ蓋になっているパイ生地をつつくと、さくっとこぎみよい音が鳴り、パイ生地が破れた。
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			　その瞬間だった。

			「おおう、なんて素晴らしい香りだ」

			「食欲をそそる」

			「まるで、胃袋を直接つかまれているようだ」

			「赤いスープ、初めて見るわね」

			　パイ生地に閉じ込められていた香りが、一斉に噴き出す。

			　そう、このパイ生地は蓋の役目を果たし、香りを閉じ込めていたのだ。

			　パイの中の肉厚なウナギは、多種多様な香辛料を調合してできたスープカレーで煮込まれている。

			　スパイシーな香りは食欲を一気に引き出す。

			　この料理は香辛料とウナギ以外は何も使っていない。だからこそ、曇りのないまっすぐな味になる。

			　ウナギのような強い旨味をもつ魚は、変に出汁(だし)をとると、味がおかしくなる。ウナギの味とスパイスだけで最高の料理が作れるのだ。

			「これは、ぷりっぷりで脂の乗ったウナギがたまらないよ。この辛いスープと合わさると、最高だね」

			「はふ、はふ、この辛さが心地いい。いくらでも食べられそうだ。おう、汗をかくのがここまで気持ちいいものとは」

			「サクサクのパイ生地との相性も抜群ね」

			　四人は夢中になってウナギの煮込みを食べる。

			　ウナギは脂がのっていて、普通に食べればしつこく感じられる。だが、特製のスープカレーは、そのしつこさを感じさせない。辛さは舌を麻痺させないぎりぎりに抑えてあった。

			　さらに、香辛料は素晴らしい香りと辛み、複雑な味をもたらすだけではなく、人を高揚させ、食欲を引き出す効果がある。

			　まったくの未知の味。感動と反応の両方を経験して、平静でいられるはずがない。これは誰もが夢中になる魔法の料理だ。

			　本来、こんなものはフレンチとしては失格だが、ここでは許される。

			「あはは、まったく。もう驚かないと決めていたのに、またしてもやられたよ。美味しいだけじゃない。こんなに楽しい食事は初めてだ」

			　西のヘルトリングが声を上げて笑う。

			「次はいよいよメインディッシュです。最後の仕上げを目の前で行うので、ご覧ください」

			　使用人たちがドラム缶を運んできた。この世界にはドラム缶なんてものは存在しないので、俺の土属性の魔術で、このときのためだけにこしらえたものだ。ドラム缶の中には今日のメインディッシュが隠されている。

			　さあ、度肝を抜いてやろう。

			「では、皆さま注目してください」

			　ここまではうまくいった。

			　残りはメインの肉料理とデザート。ここで失敗すれば今まで積み上げてきたものが台無しになる。

			　この勢いのまま、いや、今まで以上の勢いで最後まで駆け抜けてみせよう。

			　俺はそんなことを考えながらドラム缶から、とあるものを取り出した。

		

	
		
			第14話　翡翠鴨のロースト

			　

			　使用人たちによってドラム缶が運び込まれる。

			　これこそが、今回のメインディッシュだ。

			　そして、そのドラム缶と一緒にティナが後に続く。

			　仕上げに、彼女の力を借りる必要があるので、事前にこっちに来てもらうように指示を出していた。

			「目の前で料理を完成させるのか。それにも目的があるんだろうね」

			　ヘルトリング公爵が興味深そうにドラム缶を眺める。

			「当然です」

			　意味のないことはしない。

			　料理は味はもちろんだが、それ以外の要素も非常に重要だ、見た目、香り、そして演出。

			　そのどれもが本来の味以上に料理を楽しませる効果がある。もちろん、下手なことをすれば、逆に料理を台無しにする危険性もある。

			　だからこそ、メインディッシュである肉料理は、演出すら盛り込み、すべての要素を使い、限界まで輝かせるのだ。

			　俺はドラム缶から鉄串に突き刺さった、カモのローストを取り出す。

			　一匹まるまる、きつね色に焼けたカモは非常に食欲をそそる。

			　ドラム缶を使用することで、まんべんなく火を通してある。

			「メインディッシュがただの丸焼きかね。少々興ざめだ」

			　さきほどから妙に突っかかってくる貴族派の恰幅のいい中年、南のアイヒホルン公爵が野次を飛ばす。

			「アイヒホルン、少し黙ってくれたまえ。今までの料理を思い出せば、この料理人がただの丸焼きなんてものを出すわけがないとわかるじゃろう」

			　北の初老のオルトレップ公爵が、アイヒホルン公爵をたしなめた。

			　その通り。

			　これはただの丸焼きじゃない。

			　内臓を抜き、替わりにとあるものをパンパンに詰め、縫って蓋をした。

			　鉄串に刺さったカモを深皿の上にあげる。

			　そして、包丁で縫い目を切り裂く。

			　すると……、鮮やかな翡(ひ)翠(すい)色の肉汁がカモの中から一気に吹き出る。

			　香りとともに湯気が立ちこめた。

			「おおう、なんとかぐわしい香りだ」

			「香ばしい肉汁。それにこの安らぐ香りはなんだ」

			　香りの爆弾二発目。鴨の肉汁と森のやさしさを体現するような香りが混じり合い、広がっていく。この香りを味わってもらうために、あえてこの場で仕上げるのだ。

			　肉を切り分け皿に盛り、さらにカモの腹からあふれ出した翡翠色の肉汁をフライパンに注ぎ、ティナの力を借りてこの場で煮詰める。

			　酒と調味料を加え、ソースを作り上げ、たっぷりと肉にかけた。

			　これで完成。

			「本日のメインディッシュ。翡翠鴨のローストです。ぜひ、お楽しみください」

			　料理を配膳したとたん、待ちきれないとばかりに手を付け始めた。

			　無理もない。今までの料理でさんざん食欲を刺激されたあげく、この香りをかがされたのだ。我慢の限界だろう。

			「これは。なんて豊かな味だ。パサつきがちなカモ肉がソースと絡んでしっとりして。この翡翠色のソースの正体はいったい？」

			「旨すぎる。優しさと力強さを兼ね備えた旨味、経験したことがないぞ」

			「ふむ、肉料理も極上。最近わしは歳のせいか食が細くなっていたが……すべてのコース料理を食べきったのはいつ以来じゃろう。このようなコースなら毎日でも食べたいのう」

			「ええ、私も満足しましたわ。……でも、ちょっと食べたりないわね」

			　最後に提供した翡翠鴨のロースト。

			　その調理法は単純だ。基本的にはドラム缶の中でじっくりと火を通すだけ。

			　ただ、特製の調味料を仕込んでいる。それは俺の故郷であるアルノルトの山に自生していたピスタチオだ。

			　そのピスタチオにクルミを加えてすりつぶし、チーズを混ぜて乳酸発酵させたのだ。

			　ナッツの中でも特上の旨味を持つピスタチオにチーズを加えて、旨味を重ねるとともに味を引き締め、乳酸発酵させることで味がまろやか、かつ深くなる。

			　その調味料を、内臓を抜いた鴨の中にたっぷりと詰め込み、ドラム缶でローストする。

			　すると、腹の中のピスタチオの調味料が肉になじむと同時に、逆に鴨の脂と肉汁が溶け込んだ旨味たっぷりのソースが腹の中にできる。

			　鴨の縫い目を切ったときに出てきたのがそれだ。それをソースに使うことで最高の料理が出来上がるのだ。

			　今回のコースで唯一、脂肪分を加えた料理。だからこそ、よりいっそう美味しく感じられる。

			　そして、俺の計算ではここが腹八分目。

			　若干物足りないと感じる段階だ。

			　デザートを食べるには最高の腹具合。

			「ふう、堪能したよ。デザートで締めだね。いいコースだった」

			「ここまでされては、もう難癖もつけられん……いい料理人に恵まれたな、レナリール。オルトレップ公爵も言っていたが、フルコースを食べ終わって、こんなに心地よいのは初めてだな。いつもはメインが終わったあとは、胃もたれがして苦しいぐらいなのに。それが当たり前だと思っていたが目から鱗だ。これが本当にコースを楽しむということか」

			　コース料理は終わった。デザートなんてただのおまけ。

			　そんな空気があたりに流れる。

			　まったく、何を勘違いしているのだろう。

			　本番はこれからだ。

			「皆さま、ではこれより。真のメインディッシュを提供させていただきます」

			　俺の言葉に四人が驚き……そして期待を浮かべた表情をする。

			「あとはデザートだけだと思っていたが」

			「ええ、皆さまがデザートを最高に楽しめる腹具合になるようにコースの計算をしております。なぜなら、今から提供するデザートこそが私がもっとも自信をもって出せる最高のメニューだからです」

			　力強く言い切る。

			　それは俺のアイデンティティーだ。料理はそれを活かすための道具にすぎない。濃厚なチョコレートケーキを一〇〇パーセント楽しんでもらうには、今日のような工夫を凝らした料理が必要だった。

			　脂は控え、薬膳の効能で胃の調子を整え、豪華絢(けん)爛(らん)な料理では不足しがちなビタミンをたっぷりと摂取してもらう。今日のコースは食べる薬でもあるのだ。

			　連日の豪華な食事で疲れた貴族たちの胃を癒し、ようやく純粋にケーキを楽しんでもらえるだけの状態になった。

			　自信満々に言い切った俺を見て、レナリール公爵がくすりと笑い、口を開いた。

			「今回のコース料理をとりしきった、クルト・アルノルト次期准男爵は料理人ではないのよ。料理は無理を言って頼んだの」

			　その言葉に、アイヒホルン公爵とオルトレップ公爵がさきほどまで以上の驚きをもって俺を見る。

			「レナリール公爵、これほどの料理を振るまえる人間が料理人ではない……なら、いったいなにかね？　彼の正体は」

			「彼の正体は菓子職人(パテイシエ)よ。次のデザートこそ、彼の真骨頂だわ」

			　ごくり、誰かの生唾を飲む声が聞こえた。

			　おぜん立ては整った。なら、俺の全力を出すだけだ。

			「では、最後にして、最高のメニューをお出しします。本日出させていただくのは、至高のチョコレートケーキ、ザッハ・トルテ。それを私が改良した、インペリアル・トルテでございます」

			　チョコレートという聞きなれない言葉に、四大公爵、全員が未知への期待を目に宿す。

			　インペリアルとは帝国を意味する。つまり皇帝に捧ぐお菓子だ。

			　その看板に偽りがあれば、心証が悪くなるどころか不敬罪になってしまうだろう。

			　しかし、俺のケーキはその看板に値する。

			　前世の知識、そして今日まで出会ってきた素晴らしい食材。その二つを使った、俺にしか作れないケーキ。

			　さあ、思う存分味わってもらおうか。

		

	
		
			第15話　インペリアル・トルテ

			　

			　いよいよ、コースの最後にして、俺の最大の見せ場であるデザートを提供する時間がやってきた。

			　使用人たちが、八割がた完成させたインペリアル・トルテを持ってくる。

			　今しがた持ってこられたのは俺が事前に焼き上げた、チョコレートを練りこんだスポンジにすぎない。

			　それでは至高のケーキになり得ない。まだ仕上げが残っている。

			　インペリアル・トルテの原型であるザッハ・トルテ。まずはチョコレートとバターをたっぷり練りこんだ生地を焼いたチョコレート味のケーキを作る。

			　次にケーキの表面にアンズのジャムを塗り込み、最後にチョコレートが含まれる糖衣フォンダンでコーティングして完成だ。

			　あまりの完成度に、ザッハ・トルテはチョコレートケーキの王様と呼ばれ、そのレシピは門外不出とされていた。

			　そのザッハ・トルテを超えるために、俺のインペリアル・トルテは、バターの代わりにクルミ油を使い、洋酒でわずかに風味づけをする。さらに、今回はアンズのジャムの代わりにエルフの祝福を受けた桃に似た果実、ピナルのジャムを使った。

			　ほかにもスポンジを二層にし、フルーツクリームの層を作っている。

			「ふふふ、黒い色のケーキとはまたもや珍妙だね。チョコレートというものが影響しているのかな？」

			「はい、そうです、ヘルトリング公爵。これは大人が楽しむための菓子、最上の気品と至福の時間を約束します」

			　俺がにっこりと笑って返事をしたころ、使用人が磨き上げられた大理石の台を持ってきた。

			　これはインペリアル・トルテを作るために絶対に必要なものだ。

			　さて、仕上げを始めよう。

			「これより、皆さまの前で仕上げに入ります。ご覧あれ」

			　まず、チョコレートが入ったボウルをティナの力で熱してもらい、液状にする。

			　温度は四〇度から五〇度。これが重要だ。

			　その溶けたチョコレートの三分の二を大理石の上に流す。

			　黒い液体が広がっていき、熱せられたチョコレートの蠱(こ)惑(わく)的な香りがわき立つ。

			　カカオから作った最上級のチョコレート。質がいいだけじゃない、インペリアル・トルテを作るためだけに特化して味を調整した。

			　この香りは大の大人をも魅了する。初めて経験した四大公爵はたまらないだろう。

			　完全に目が釘付けになっていた。

			　俺は大理石の上のチョコレートをヘラで薄く広げながら混ぜていく。

			　この作業をテンパリングと呼ぶ。この作業を行うと、ココアバターが結晶化され、固まったときに硬くさっくりとした歯ごたえになり、美しい光沢を出すことができる。

			　作業温度、広げる薄さ、すべてに妥協が許されず、ひどく気を使う。ほんの些(さ)細(さい)なミスでチョコレートは光沢を失い、食感が損なわれ、風味は失われるのだ。テンパリングを完璧にできるのは一流菓子職人(パテイシエ)の証でもある。

			　薄く、どこまでも薄く。

			　俺の作業風景を見て、周囲の人間が息をのむ。

			　少しずつ温度が冷えていき、ヘラで引き揚げたときにツノがたった。

			　無事結晶化ができた証拠。

			　テンパリングが無事行われたチョコレートを、ボウルに残ったチョコレートと均一に混ぜる。

			　ここで失敗すればすべてが台無しだ。

			　完璧。

			　俺はチョコレートを練りこんだスポンジに、洋酒に漬け込んだピナルで作ったジャムを塗り込む。洋酒の風味はチョコレートによく合う。

			　エルフたちの祝福を受けた最上のピナルを使ったジャムは、それだけでも十分すぎるほどうまい。チョコレートとの相性も抜群だ。

			　ジャムを表面に塗ったチョコレートケーキの生地をテンパリング済みのチョコレートでコーティング。

			　手早く、均一に、一瞬で。

			　薄く塗られたチョコレートの衣はあっという間に固まっていく。

			　念のためティナに余熱を奪ってもらう。冷たい空気をぶつけるのではなく、熱量そのものを奪うことでケーキに悪影響を与えないで固めることができる。

			　完璧なテンパリングが施されたチョコレートは、固まるとどこまでも黒い、艶やかで美しい光沢を放つ。

			「綺麗」

			　思わず、俺の作業を見ていたレナリール公爵が漏らした。極まった職人の技は、それ自体が芸術じみた美しさがある。
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			　これで、俺のケーキは完成。

			　比喩表現抜きで、輝くケーキ。それがザッハ・トルテの進化版。インペリアル・トルテ。

			「これで、完成です。今から切り分けます」

			　インペリアル・トルテをカットしていく。

			「これが私の用意できる最高のお菓子です。名をインペリアル・トルテ。では、ご賞味ください」

			　ごくりと生唾をのむ音が聞こえた。

			　四大公爵がインペリアル・トルテに手を付けた。

			「これは……」

			「なんと……」

			　表情が緩む、恍惚の表情。

			　言葉は最低限に、ただ夢中でケーキをむさぼる。

			　あっという間にケーキがすべてなくなった。

			　みな、一様に放心する。

			　食べ終わるまで、誰一人、何一つ、言葉を発しなかった。

			　本当に美味しいものは、言葉を奪う。

			　ここまでの反応を生み出したのは最高のケーキの力だけではない、デザートまでのコース料理全てがケーキを美味しくするためだけに奉仕するものだったからだ。

			　もし、いきなりインペリアル・トルテだけを出されても、これだけの感動はない。積み上げて来たものがここでようやく実った。

			　これこそがコース料理の楽しさであり、難しさだ。

			　しばらく経ってからようやく貴族たちは口を開いた。

			「これは驚いた。高貴な苦みと、外側のほどよい甘味のカリッとしたチョコレートとやらを楽しんでいると、その中から優しい酸味の素晴らしいジャム、その奥にはしっとりとしたケーキ生地が隠されている。苦み、甘味、酸味、それらが一つになって、えも言われぬ感動になるとは。確かに、君の言う通り、僕が今まで絶賛した料理たちもこれに比べたら前座だよ。いやはや、これがケーキというなら、僕が今まで食べてきたのはいったいなんだったのか」

			　ヘルトリング公爵は、信じられないといった様子だ。

			「このチョコレートというのは素晴らしいな。だが、そのチョコレートを完璧に生かし切った技量。文句のつけようがない。レナリール公爵、あんたの勝ちだ。これほどのものを出されて、最上のコース料理であることを否定はできない。……しいて問題点をあげると、こんな素晴らしいものを知ってしまうと、もう他のコースじゃ満足できなくなることだ」

			　南のアイヒホルンも降参した。

			　レナリール公爵は微笑む。

			「喜んでいただいて何よりです。これで私の支配する東の文化水準の高さを認めていただけたかしら？」

			「そうだね。認めよう。一〇〇年は進歩した料理だ。ただね、これは本当に東の力かな？」

			「何が言いたいのかしら？　ヘルトリング公爵」

			「いや、なんでもない。今日は最高の晩餐会だったよ、レナリール公爵」

			　そこからは平和的な談笑に入る。

			　なんとか、晩餐会を成功させることができた。

			　最上の素材を思う存分使えたのはいい経験になったが、こんな緊張感あふれる仕事は今後避けたいものだ。

			「そういえば、今日のコースはすべて君が指揮して作ったんだよね。クルト・アルノルト次期准男爵？」

			「はい、そうです」

			「ここまで素敵なコースを味わえたのは初めてだよ。ぜひ、お礼がしたい。あとで褒(ほう)美(び)を取らせよう」

			「さすがは西のヘルトリング公爵。太っ腹ですな。こちらも遅れをとるわけにはいかん。わしも褒(ほう)美(び)を贈らせていただこうか」

			　公爵直々の褒(ほう)美(び)。おそらく、俺が一生目にすることがないほど豪華なものが贈られてくるだろう。

			　今後、アルノルトが発展するためにも受け取りたい気持ちはある。

			　だが……。

			「大変申し訳ございませんが、お断りさせていただきます。私はレナリール公爵の手足となって動いているだけにすぎません。今回の晩餐会が素晴らしいものであったのなら、それはすべて、私という手足を選んだレナリール公爵の手柄です。私が褒(ほう)美(び)をもらうとすれば、レナリール公爵からのみ。それ以外の方からは受け取れません」

			　そう言うしかない。

			　こんな露骨な引き抜き工作、乗ってしまえば一時的に得をしたとしても確実に悪評がたち、敵が増える。

			「あははは、クルトくん。君は……いいね」

			　心底楽しそうにヘルトリング公爵が笑う。だが、いいね、そう言ったときの口調は、あくまで明るく友好的なのに、背筋がぞくりとした。

			「今の話は忘れてくれ。ただね、これだけは言わせてくれ。僕は君の料理をまた食べたいよ。たった一度きりなんて我慢できそうにない。まだまだ、他にも引き出しはありそうだし、また振る舞ってくれるかな？」

			「そうなるかは、レナリール公爵次第ですね」

			「あはは、そうだね。その通りだ。うん、それにしても驚いたよ。鳶(とんび)から鷹(たか)どころか竜が生まれるなんてね」

			　そこで俺とヘルトリング公爵の会話が終わる。

			　レナリール公爵が俺に微笑みかけてくれた。

			　たぶん、これで正解なんだろう。

			　それからしばらくして晩餐会は終了した。

			「お腹も膨れたことですし、ダンスホールに移動しましょう。歓談の場を設けております。自由参加ですので、あとはご自由に」

			　その言葉と同時に大移動が始まる。

			　自由参加とはいえ、コネを作る絶好の機会。逃す貴族はいない。

			　俺はその場に立ち尽くす。

			　できれば参加したくないが、そういうわけにはいかないだろう。

			　曲がりなりにも貴族なのだから。

			　おそらく、レナリール公爵のお気に入りのように映る俺に取り入ろうとする貴族たちは多く、めんどくさいことになりそうだ。

			　ただ、今は少し休憩だ。精神的にかなり消耗している。

			　使用人たちに案内されていくほかの貴族を後目に立ち尽くす。

			　そんな俺に初老の男が話しかけてきた。

			　北の四大公爵オルトレップだ。王族派でレナリール公爵の味方。

			「アルノルト次期准男爵、素晴らしい料理をありがとう。そしてレナリール公爵を助けてくれたことも感謝しよう」

			「私は自分の仕事を果たしただけです」

			「それでもだ。あの子の味方は少ない。十全に仕事を果たせ、信じられる存在がいるだけでも、心強いじゃろうて」

			　俺は返事に迷う。

			　この人が相手なら、下手なことをいえば不遜ととられる。

			「お主の料理、よかったぞ。味だけじゃない。心配りもよかった。今日は、食べる前より体が軽いぐらいだし、演出も非常に楽しかった。ああいうものは、食べる者のことを考えておらんとできん。お主はいい料理人だ。ヘルトリングではないが、また、お主の料理を食べる機会を楽しみにしておる」

			　それだけ言うとオルトレップ公爵は背を向ける。

			　そして俺を見ないまま口を開いた。

			「年だけは重ねてきたわしからのアドバイスを一つ贈ろう。お主は力を見せつけすぎた。今後はよくない奴らも近づいてくるだろうし、今までの味方が欲に目が眩(くら)んで、豹変することもあろう。人を信じすぎるな、だが疑いすぎてもいかん。貴族として生きる以上、そのことは肝に銘じておけ」

			「その言葉、胸に刻ませていただきました」

			　底の見えない人だ。

			　彼の言葉には重ねてきた年月以上の重みがあった。

			　彼の背中が消えていく。一人きりになってからつぶやく。

			「確かにその通りだ。菓子職人(パテイシエ)だけの力じゃ足りないな。もっと学ばないと」

			　俺は前世の知識で、お菓子や料理の知識はあるが、それ以外はこの世界で学んだものしかない。そして、アルノルトは貴族として振る舞う機会が少なすぎた。

			　俺の能力は、ただの菓子職人(パテイシエ)の域を出ていない。

			　ただの菓子職人(パテイシエ)だけでは、魑(ち)魅(み)魍(もう)魎(りよう)の蔓延(はびこ)る貴族社会では食い物にされる。

			　そのことを、痛いほど実感した。

		

	
		
			第16話　ダンスパーティ

			　

			　晩餐会で提供したコースは、四大公爵をはじめとした貴族たちに大好評のまま終了し、ようやく肩の荷が下りた。

			　本当は、このままティナとクロエを呼んで俺たちだけの晩餐会を開催したいが、もう一つだけ仕事が残っている。

			　俺はほかの貴族たちに交じり、懇親会があるダンスホールに向かった。

			　晩餐会は無事終了したが、気になることがある。

			　ヘルトリング公爵だ。彼はあの優男の仮面の下に何かを隠している。

			　そして、俺に並々ならぬ関心をもっていた。

			　今後、何かを仕掛けてきてもおかしくない。

			「難しい顔をしていますわね。クルト様はダンスパーティはお嫌いですの？」

			「そういうわけじゃないんだ。少し気になることがあってね」

			　心配そうに問いかけてきた隣に立つ桃色の柔らかな髪を持つ美少女に微笑みかける。

			　俺の婚約者であるファルノだ。

			　発育のいい体を、髪と同じ桃色の可(か)憐(れん)なドレスで包み込んでいる。

			「そのドレス、初めて見せてくれたけど、可愛いよ。ファルノの暖かな雰囲気にぴったりだ」

			「クルト様はお上手ですわね」

			　ファルノが頬を染めた。

			　彼女から視線を外し、周囲を見まわす。

			　さすがにレナリール公爵が主催するダンスパーティだけはある。

			　超一流の楽団による生演奏が響き渡り、レナリール公爵家の誇るお抱え料理人たちが全力で腕を振るった贅をつくした軽食が振る舞われ、酒も最上のものが用意されている。

			　このパーティ一回で、俺の開拓村の一年分の予算を軽く上回る金が使われているだろう。

			　この場の料理には関わっていない。純粋な芸術の都マーラルの料理。できればゆっくりと味わって、この土地の文化と技法を学びたい。だが、おそらくそんな暇はないだろう。せっかくのチャンスなのにもったいない。

			「ふふ、クルト様と一緒にパーティに参加できて良かったですわ」

			「俺としては厨房で鍋を振っているほうが楽だったんだけどな」

			　それは紛れもない本音だ。

			　お菓子を売るための販路や、商売の許可などを得るためのコネには興味はあるが出世には関心がない。

			　こうして、魑(ち)魅(み)魍(もう)魎(りよう)が巣くうダンスパーティに参加するのは苦痛でしかない。

			　裏方に回りたかったが、レナリール公爵に参加するように言われ、こうして一人の貴族として馳せ参じるしかなかった。

			　周囲の貴族たちは、これだけ素晴らしい音楽や酒にも目もくれず、人脈づくりに精を出していた。

			　本来なら、俺もああするべきだろう。

			「そんなことを言ってはダメですわ。クルト様は私の婚約者なのですから」

			「そうだな。可愛い婚約者に恥をかかせるわけにはいかないね」

			　そう言うと、ファルノが俺の腕に絡みついてくる。

			　彼女の言うことも一理ある。たとえ出世に興味がなくても、他の貴族の不興を買うことは避けたい。それなりの対応をしないといけない。

			　そんなことを考えていると、フェルナンデ辺境伯が一人の男を連れて現れた。

			「やあ、クルトくん。パーティを楽しんでいるかね」

			「ええ、楽しませていただいております。これほどの音楽や美酒、この機会を逃せば二度と味わうことはできませんから」

			「君に会いたいという侯爵や伯爵が山ほどいて紹介を頼まれているんだが、どうするべきだと思う？」

			「フェルナンデ辺境伯の顔をつぶさずに済む最小限の方のみを紹介していただければ助かります」

			　俺の言葉を聞いて、フェルナンデ辺境伯が苦笑した。

			「まったく、君には欲がないな。人脈を広げるチャンスなのに。……いや、君にはそんなものは必要ないか。なにせ、レナリール公爵をあそこまで感動させたのだから、彼女の寵(ちよう)愛(あい)を受ける以上、ここにいる貴族たちのご機嫌取りをする必要もない」

			　フェルナンデ辺境伯は軽口を言う。

			　だが、その言葉は的を射ていた。

			「あなたという実力者にも目をかけていただいていることも大きいですね」

			「ははは、うれしいことを言ってくれるね」

			「ただ……」

			　俺は、そこで一度言葉を区切る。

			「一人だけ、どうしても挨拶したい方がいます。フレンヘッツ男爵です。弟のヨルグを預かっていただいたあの方に礼を直接伝えたい。そして、できればヨルグの近況もうかがいたく思います」

			　ヨルグは、俺と比較されるたびに蓄積した劣等感に押しつぶされ歪んでしまった。

			　だから、一度アルノルト領から出して、俺と比較されない場所で一人の男として自分の実力と才能を試させた。

			　ヨルグはフレンヘッツ男爵領に向かい、そこで家臣となったのだ。

			　手紙でのやり取りはあり、手紙の中では順調そうであったが、あいつは意地っ張りなので、いまいち信用できない。兄として彼の上司の声を聴きたいのだ。

			「あはは、なんだそんなことか。弟想いだね。ちょうどいい、実はフレンへッツ男爵も君に会いたいと言っていてね。連れてきているんだ」

			　フェルナンデ公爵がそう言うと、隣にいた男が俺に向かって微笑みかける。

			　鍛え抜かれた体を持つ大男だ。

			　質実剛健を絵に描いたような容姿。どこか父に雰囲気が似ていた。自らの力で道を切り開く男。そう言った人間だ。

			「フレンヘッツ男爵、初めまして。挨拶が遅れて申し訳ございません。私はクルト・アルノルト次期准男爵。ご高名なフレンヘッツ男爵にお会いでき、うれしく思います」

			　今の言葉はお世辞ではない。彼の有能っぷりはフェルナンデ辺境伯の寄子たちの間では有名だ。

			　俺の挨拶を聞いたフレンヘッツ男爵は、がははと男臭く笑う。

			「聞いたか、フェルナンデ。今をときめくクルト・アルノルトに、褒(ほ)められたぞ。俺もなかなか捨てたもんじゃないな」

			「クルトくんのは世辞だよ。真に受けるな」

			　フェルナンデ辺境伯と、フレンヘッツ男爵は身分の差も感じさせず旧来の友人のような話しぶりだ。

			　そういえば、父からこの二人は幼いときからの友人で、戦友だと聞いている。なんでもフレンヘッツ男爵は最前線で指揮を執り、フェルナンデ辺境伯の信頼が厚く、フェルナンデ辺境伯の命を救ったこともあるらしい。

			「いえ、世辞ではありませんよ。開拓を行っているもので、あなたの名前を知らぬものはおりません」

			「よせよせ、背中が痒くなる。まったく、華々しい活躍をしているのだから、増長して、調子に乗っているかと思ったら、可愛くないな。さすがは、ヨルグの兄だ。あいつが自慢するだけのことはある。いや、それ以上の男だ」

			　少し、照れくさくなる。あいつは俺のことを褒(ほ)めていたのか。

			「ヨルグは元気にしていますか？」

			「おうよ。今じゃ俺の右腕だ。槍の腕が立つ、頭の回転も速い。最近、魔力にまで目覚めやがった。なにより、ひたむきで、なんでもすぐに覚える。奴が来てくれて助かっているよ。はじめは厄介ごとを押し付けられたと思ったんだがな。今では大事な戦力だ」

			　ヨルグはがんばってくれていたのか。それを聞いて安心した。

			「これからも、どうかよろしくお願いします。ひねくれていますが、根はいい奴です」

			「もちろんだ。あの男を冷遇するほど、俺は馬鹿じゃない。ただな……」

			　フレンヘッツ男爵が難しそうな顔をした。

			　俺はその様子を見て若干不安になった。

			「どうかなされましたか？」

			「もともと、里が恋しくなったら帰してやる約束だったが、優秀すぎて帰してやるのが惜しくなった」

			　俺はこらえきれずについ笑ってしまう。

			　そうか、ヨルグはそこまで認められているのか。

			「最終的にアルノルトに戻るか決めるのはあいつです。帰したくなければ、あいつが帰りたくなくなるような扱いをしてやってください」

			「だな。娘を一人くれてやるか。ちょうど、三人目がヨルグに惚れてたし、あいつもまんざらじゃなさそうだ」

			　そうして、しばらくヨルグについて盛り上がった。

			　どうやらあいつは、この屋敷にフレンヘッツ男爵のお付きとして来ているらしいが、一人前になったと胸が張れるようになるまで俺には会いたくないと言ってパーティにも出てこない。少し、残念だが、あいつの意思を捻じ曲げてまで無理に会うことはしない。

			　なにより、ヨルグがそんなことを言ってくれたのがうれしかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フレンヘッツ男爵と別れたあとは、ファルノとともに何組かの貴族と挨拶した。

			　レナリール公爵のお気に入りである俺に取り入って、おこぼれを得ようとする者は多かったが、身分の高いファルノが防波堤になってくれて助かった。

			　もし、俺が一人であれば身分の低さに付け込まれて、悲惨なことになっていただろう。

			　ようやく、挨拶回りが一段落付いたころ、ファルノが物欲しげな顔で俺を見ていた。

			　なぜ、そのような顔をしているか考える。

			　そういえば、さきほどからダンスホールの中央で踊る男女をしきりに見つめていた気がする。

			「ファルノ、俺たちも踊ろうか？」

			「はい、クルト様！　喜んで踊らせていただきますわ」

			　きっと、踊りたかったが自分からは言いにくかったのだろう。

			「ただ、俺は生まれてこのかたダンスなんて踊ったことがないんだ。無様でも笑わないでくれよ」

			「大丈夫ですわ。私がリードしますから」

			　そうして、俺たちはダンスが行われている中央に向かう。

			　俺たちがそこに行くと周りから注目が集まった。

			　無理もない。俺は一躍時の人となっているし、ファルノは目を引くほどの美少女だ。

			　注目を浴びながら、俺とファルノは踊り始める。

			「クルト様、本当に初めてですか？　すごく滑らかな動きです」

			「周りの動きを見て覚えたからね。それにファルノの動きに合わせているんだ。そうすれば、自然にダンスになる」

			　言葉の通り、案外なんとかなった。

			　細かな所作はめちゃくちゃだろうが、大筋はあっているようだ。

			　音楽とファルノの動作と呼吸に集中し次の動きを予測。そして合わせる。

			「素敵なクルト様が見られてうれしいですわ。でも、複雑な気分です。私、まともに踊れるようになるまですごく苦労しましたもの」

			　思わず噴き出しそうになった。

			　こういう時折見せる子供っぽいところもファルノの魅力だろう。

			　しばらくして、曲が終わる。

			　ダンスは終わり、名残惜しそうにファルノが手を放した。

			　貴族たちは同じ相手と二曲続けて踊ることは少ない。この、名残惜しさが残っているぐらいがちょうどいいのだろう。

			　ファルノから離れると、たくさんの貴族令嬢たちが集まってきた。

			　ダンスを申し込むつもりだろう。

			　できれば、めんどうなことになりそうなので断りたい。

			　そんなことを考えていると、人だかりが割れた。

			　そこにいたのは、レナリール公爵その人だ。

			　落ち着いた金色の髪はどこまでもあでやかに、黒く妖艶なドレスは彼女の魅力を残らず引き出していた。

			　ファルノやティナは可愛らしいという表現が似合う。だが、この人は美しいと表現するべきだろう。

			「クルト・アルノルト次期准男爵。今日はごくろうさま。想像していたより、ずっと素晴らしい料理だったわ」

			「その一言で今日までの努力が報われましたよ」

			　レナリール公爵のねぎらいの言葉を聞けて、本当の意味で一安心だ。これだけたくさんの人に協力してもらって、失敗していたらと思うとぞっとする。

			「よろしければ、私と一曲踊ってくださらないかしら？」

			　その一言であたりがざわつく。

			　公爵と准男爵、本来なら話すことすらためらわれる。

			　それでも、今日だけは許されるだろう。

			「ええ、喜んで」

			　俺は手を出し、彼女が俺の手を取った。

		

	
		
			第17話　クルト・アルノルトの信念

			　

			　晩餐会のあとの懇親会で、レナリール公爵にダンスを誘われた。

			　俺はその申し出を引き受け、彼女の手を取り踊り始めた。

			　こうして手を触れ、向かい合うと彼女がまだ一〇代後半の少女であることを実感する。

			　その小さな肩にどれだけの重責を背負っているのだろうか。
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			「あなたの手は大きいのね。それに、力強くて硬い。こんな硬い手をした男の人初めて」

			　彼女が握ったことがあるのは貴族の手ばかりだろう。彼らの手は労働を知らず柔らかい。俺の手は労働者特有の筋張って硬い手だ。

			「不快な思いをさせてしまい申し訳ございません」

			「そんなことないわ。働き者の手。むしろ、素敵よ。でも、驚きね。この手から繊細なお菓子が生まれるなんて」

			　レナリール公爵の手に力が入る。俺の手の感触を確かめるように。

			　少しくすぐったい。

			「菓子職人(パテイシエ)はみんな魔法使いですから」

			　そう、魔法だ。思いもよらない材料と、思いもよらない技法で、人を笑顔にさせるお菓子を作り上げていく。

			「ふふ、魔力を持つ本当の魔法使いのあなたがそう言うと面白いわね。改めて言わせてもらうわ。ありがとう。今日の晩餐会で私の発言力も高まったわ」

			「力になれて何よりです。戦争は俺も望むことではありませんから」

			「槍のアルノルトに、あなたのような人が生まれたのは驚きだわ」

			　今までアルノルト家は戦争で武勲をあげることで名を上げてきた。

			　本来なら、戦争は武勲を立てるチャンスと考え喜ぶべきなのだろう。

			「これからのアルノルトは、戦いじゃなくてお菓子と特産品で発展していく予定です。だから、戦争なんて邪魔なだけですよ」

			　そう俺が決めた。みんなを笑顔にしながら豊かにしていく。

			「ねえ、今の領地を捨てるつもりはないかしら？　私の領地の近くに、今よりも広くて豊かな領地を用意するわ。爵位だって、侯爵を用意する。確か、弟がいたわね。今の領地は弟に任せるといいわ」

			　その提案は、ひどく魅力的だ。大出世と言っていい。

			　だけど……。

			「大変申し訳ございませんが、お断りさせていただきます。アルノルトでないとできないこともたくさんありますし。なにより、俺は今の領地が好きですから。あの土地が今の俺を作ってくれた」

			　俺がそう言うと、レナリール公爵が驚いた顔をした。

			「まさか、振られるとは思わなかったわ。……でも、あなたらしいわね。いいわ、好きになさい。だけど、またあなたの力が必要になったら力を貸してくれるかしら？」

			　その問いの答えは決まっている。

			　もともと想定していたのだ。今回、力を見せたことで、今後俺の力が頼りにされることを。

			「レナリール公爵の志が変わらなければ力を貸しましょう」

			「ええ、よろしく頼むわ」

			　それで会話は終わり、曲が終わるまでダンスを続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　曲が鳴りやみダンスが終わった。

			　さすがに慣れないダンスを二連続で踊ったので、休みたい。

			　幸い、休憩時間に入り次の曲が始まるまでに時間がある。この隙に、レナリール公爵と共にこの場を離れることに決めた。

			　この場にいると、ほかの貴族令嬢たちにダンスを申し込まれてしまう。少し離れて、レナリール公爵と語らいたい。

			　パーティは盛況なようで、酒と料理の消費が早い。今も使用人たちが酒と料理を補充しにやってきていた。

			　今回の料理は、俺のサポートをしてくれたレナリール家の料理人たちが作っているのだが、俺の知らない技法や食材も多く、なかなか刺激になる。

			「レナリール公爵、あのような使用人たちはいましたか？」

			　ふと、気になった。ここ数日は、給仕を担当してくれる使用人たちと接点が多く、ほとんどの使用人の顔を覚えていたが、彼らに見覚えはない。

			「わからないわ。使用人の顔をすべて覚えているわけではないもの」

			　それもそうか……俺が妙に気になったのは、何も見知らぬ顔だったというだけではない。その足運びだ。

			　素人のものではない。一定の訓練を積んだ者特有の無駄がなく静かな足運び。

			　ただの使用人がそんなものを身に付けていることはありえない。それも一人じゃない。三人全員がだ。

			　それにさりげなく、レナリール公爵の位置を確認する仕草を見せた。

			　彼らがこちらに近づいてくる。

			「レナリール公爵、少し夜風にあたりませんか」

			　彼女の手を引き、テラスに向かう。この場を離れるためだ。

			　いきなりだったせいか、彼女は顔を赤く染めた。

			「なんのつもりかしら」

			「杞(き)憂(ゆう)だったらいいのですが、彼らは」

			　そこまで言いかけた瞬間だった。

			　使用人たちが音もなく走りだした。

			　見事な体さばきで器用に人の波をかき分けている。

			　その向かう先は俺たち、いやレナリール公爵だ。まだ、貴族たちは気付いていないがレナリール公爵の護衛たち数人は、警戒を強め、こちらに来る怪しげな襲撃者の前に立ちふさがろうとする。

			「俺の後ろに」

			　彼女をかばうように移動する。

			　ケーキナイフを取り出す。身体チェックはあったが、レナリール公爵の口利きで、菓子職人(パテイシエ)ならということで持ち込めた。

			　ケーキナイフを構える。本来ならケーキナイフなんて武器になりえない。だが、俺には剣技能がある。

			　剣を持つだけで、身体能力が上昇し、動きが鋭くなる。

			　さらに、魔力で体を強化する。

			【技能】と魔力の両方を扱える。それが、俺が最強のアルノルトたる証だ。

			「そこの使用人、止まれ！」

			　俺の叫びを無視して、使用人たちが突っ込んでくる。

			　やはりか。止まってくれることを期待したわけではない。俺の制止を無視したという事実がほしかった。

			　使用人たちのうち二人は俺を足止めし、もう一人がレナリール公爵をしとめるつもりだろう。

			　彼らは、隠し持っていた大型ナイフを引き抜いた。俺のケーキナイフとは異なる、本物の凶器。

			「きゃあああああああああああ」

			「なんだ、こいつらは」

			　ナイフを引き抜いたことで、貴族たちが叫び声をあげる。護衛の連中もようやく本格的に動き出すが、軽くいなされ、襲撃者の足は止まらない。

			　警戒しないと。

			　そうして、意識をナイフに向けた瞬間だった。

			「……やってくれる」

			　男の一人が口から、鋭い針を打ち出した。

			　それはレナリール公爵の首筋を狙ったもの。それをケーキナイフでたたき落とした。

			　ナイフに注意を向けた上での不意打ち。魔力で強化された反応速度でなければ、防げなかった。

			　その動作で体勢を崩したところに、二人が襲い掛かってくる。

			　普通なら、どうあがいても防げない状況だ。

			「遅い！」

			　だが、俺は普通じゃない。

			　二種の強化によって、その動きは人間の常識なんて軽く置き去りにする。

			　住んでいる時間軸が違うのだ。

			　姿勢を低くして距離を詰めてくる一人目の顎(あご)をピンポイントでけり抜き、そのまま振り上げた足で、もう一人の後頭部にかかと落としを叩き込む。

			　直接レナリール公爵を狙った使用人は、俺の横をすり抜けていった。

			　動きが速い。魔力の匂いがする。

			　このままでは追いつけない。

			　舌打ちし、振り向きながらケーキナイフを投(とう)擲(てき)する。直接的に調理器具を凶器にするのはためらわれるが、そんなことを言っている暇はない。

			　せめてもの救いは、ファルノからもらったものではなくこれがレナリール公爵家から借りているものであることだ。

			　矢のような勢いで放たれたケーキナイフは相手の右胸を貫き、使用人が崩れ落ちる。

			　これで、当座の脅威は過ぎ去った。

			　だが、問題はここからだ。

			「きゃあああああ！」

			「襲撃者だぁぁあ」

			「いったい、ここの警備はどうなっている！」

			　四大公爵が一同に集っていることもあり、警備は厳重だった。

			　にもかかわらず、暗殺者の侵入を許してしまった。

			　このことはレナリール公爵の評判を下げてしまう。

			「落ち着きたまえ！」

			　そんななか、よく響く美声が響き渡った。

			　貴族派の筆頭、ヘルトリング公爵だ。

			　彼の一声で、静寂が戻る。

			「名誉ある王国貴族である我々が、この程度のことで動じてどうする。各自、信頼できるものと固まれ」

			　さすがは四大公爵の一人、あっという間に場を鎮めて見せた。

			　彼がこちらに歩いてくる。

			「ご無事でしたか？　レナリール公爵」

			「ええ、私は大丈夫よ。アルノルト次期准男爵が守ってくれたわ」

			　動転していたレナリール公爵もようやく平静さを取り戻した。

			「無事でよかった。あなたはこの国の至宝だ。失うわけにはいかない。これは提案になりますが、この状況でパーティを続けることは困難でしょう。パーティは閉幕にしましょう」

			　そうするしかないだろう。特に王族派の貴族たちは危険を感じているはずだ。

			「ええ、そうね」

			　レナリール公爵は頷き、そして声をあげる。

			「皆さま、今日のパーティはこれにて閉幕とさせていただきます。……このようなことになり申し訳ございません。可能な限り警備を強化することを約束します。警備の者を集めますので、彼らとともに部屋に戻ってください」

			　そうして、貴族たちが去っていく。みな、今日は部屋に引き篭(こ)もるだろう。

			　レナリール公爵は気丈に振る舞っているが、かなり辛そうだ。

			　無理もない。自分の命が狙われ、うまくいきかけたパーティが最後の最後に力業でぶち壊された。

			　この警備を抜かれた以上、確実に内通者もいる。頭の中はぐちゃぐちゃだろう。

			　俺はそっと彼女の手を握った。

			　命を救った俺が隣にいれば、少しは気が楽になるだろう。

			　彼女は一瞬目を見開き……。

			「ありがとう」

			　そう、小さくつぶやいた。

			　そんな俺たちを見てヘルトリング公爵は薄く微笑み、口を開いた。

			「レナリール公爵を襲ったのは、おそらく隣国のハルトバッファ公国の者だろうね。襲撃者の顔つき、そして独特な香水の匂い、間違いない」

			　わざと周囲にも聞かせるようにヘルトリング公爵は声を張り上げた。

			　あたりの貴族たちは、自分の身が危険に晒された怒りと屈辱から、次々にハルトバッファ公国を罵り始める。

			　場が温まったタイミングで彼は俺に話しかけてくる。

			「アルノルト次期准男爵。菓子職人(パテイシエ)としてもすごかったが、武のほうも素晴らしい。まさか、おもちゃのようなナイフだけで、三人の暗殺者を瞬殺するとはね。私にはわかるが一人は魔力持ちだった。それを苦にしないとは!!　さすがは最強のアルノルトだ!!」

			　笑顔なのに、どこか薄気味悪い。

			　俺が警戒していることを知ってか知らずか、饒(じよう)舌(ぜつ)に言葉を続ける。

			「彼のような強者がいれば戦争だって勝ってしまえそうだ。君の才能を料理に使うなんてもったいない。そうだ、前大戦の英雄、漆黒のヴォルグと二人で組めば、ハルトバッファ公国の名立たる魔法騎士相手だって打ち破ることができるだろう！」

			　彼の言葉で周囲が沸き立つ。

			　この場にいる貴族たちの意識が開戦支持に傾く。

			　ここに来て、半ば確信した。

			　彼が、この暗殺者たちを引き込んだのだ。

			　目的はレナリール公爵のパーティをぶち壊しにすること。

			　暗殺が成功していれば、レナリール公爵という王国派の筆頭がいなくなり、貴族派の思うがまま。そして失敗したときもこうして、俺の強さをアピールすることで戦争に勝てると思わせる二段構え。

			　やってくれる。

			　だからこそ、ここで俺の意思をアピールしないといけない。

			「ヘルトリング公爵、俺は菓子職人(パテイシエ)です。兵士じゃない」

			「これだけの力を持っているのに？　貴族にはこの国に貢献する義務がある。君が戦わないのは、国に対する裏切りだよ」

			　その言葉は一見正しそうに聞こえる。

			　だけど、認めるわけにはいかない。

			「確かに俺には他を圧倒する武力があります。戦場に出れば何人もの敵兵を葬ることができるでしょう。ですが、それをして何になるんですか？」

			「君が殺せば殺すほど、味方の損害が減る」

			「味方の損害を減らしたいなら、そもそも戦争などしなければいい」

			「戦争に勝てば、隣国の土地も金も手に入る。この国を豊かにするには必要なことだよ」

			　その言葉を待っていた。

			「たとえ、勝てたとしても戦いで失われた命は戻ってこない。血を流さずとも、国を豊かにする方法はある。それがある以上、そんな道を選ぶべきではない。俺は、そう考えるレナリール公爵に協力します」

			　内側から国を豊かにする王国派であることを明言する。

			　ほんの一瞬だが、ヘルトリング公爵は不快そうな表情を浮かべた。

			「その一環として、俺は、俺の力でこの国中に俺の菓子を広めます。あなたたちが今日、俺の菓子を食べて得た感動を、どんどん広げてみせる。俺はその道を選ぶ。そちらのほうがたくさんの人間を幸せにする道だと信じているからです」

			「……詭弁だ」

			「いえ、信念です。そして、レナリール公爵には、俺の信念を叶える力がある。新たな土地なんてなくても、人の生活はもっと豊かになれる」

			　そう、まだまだ無駄が多い。

			　戦争なんて非効率な手段をとらなくても、もっと楽に人は豊かになれる。

			「青臭い考えだ。こちらが攻めなければ、向こうから攻められるだけだよ」

			「それをさせないのが、外交であり、貴族の仕事では？」

			「ふふ、面白いことを言うね。だが、起こるときは起こる」

			「……その可能性は否定しません。そうなってしまったときは、平和のために槍をふるいましょう。だが、今じゃない」

			　ヘルトリング公爵の眼光が俺を貫いた。

			　そして、両手をあげて背を向けた。

			「君を納得させるのは無理だとわかったよ……〝言葉では〟ね。では、僕は帰るよ。君の料理、本当に美味しかった。また、どこかで口にすることを楽しみにしている」

			　彼が去ると、一斉に人が引いていく。

			　彼の去り際の言葉が気になる。

			〝言葉では〟を妙に強調していた。

			　何を企んでいるか、わかったものではない。

			「アルノルト次期准男爵、助かったわ」

			「あなたを守るのは俺の役目ですから、気にしないでください」

			「本当に欲がないわね。ここは恩を着せて、報酬をふんだくるところよ？」

			「あなたに対しては、こっちのほうがより強く恩を感じてもらえると思ったので」

			「ふふ、まったく敵わないわ。今日は後始末で身動きが取れないから……明日、少し時間をもらえないかしら？　お礼と、少しお話をしたいの」

			「ええ、喜んで」

			　そうして、波乱のうちにパーティは終了した。

			　今回の件ですべてが終わった……とは、とても思えなかった。

			　だが、ここから先は政治の世界だ。

			　俺にできることは少ない。今はまず、お腹を空かせているティナとクロエに料理を振る舞うことを考えよう。

			　俺たちだけのささやかな晩餐会だ。

		

	
		
			第18話　安らぎの時間と明るい未来

			　

			　襲撃によるパーティの中断のあと、襲撃犯のことについていろいろと話を聞かれ、解放されたころには深夜になっていた。

			　ひどく疲れたし、ずいぶんと遅くなったが、ここからは楽しい時間が待っている。

			「ううう、クルト、お腹空いたよー」

			　身内だけの晩餐会に使うため取り置きしていた食材の調理を終えて、ティナとクロエの待つ休憩室に入ると、ぐったりとしたクロエが机に突っ伏しながら口を開いた。

			「クロエ、はしたないです。もっとちゃんとしないと、あっ」

			　そんなクロエをティナが注意するが、お腹の音が鳴ってしまった。

			　無理もない。もう深夜と言ってもいい時間帯だ。

			「ティナもお腹ぺこぺこじゃん」

			「確かにお腹は空いていますが、それを表に出すかは別です。クロエもクルト様の使用人としての自覚というものをですね」

			「お腹の音鳴らすほうが恥ずかしいよ」

			「ううう」

			　ティナが顔を赤くしながら反論するが、いまいち締まらない。

			「二人とも、先に何か食べていて良かったのに」

			　料理と四大公爵の相手を終えたあと、すぐにダンスパーティに参加し、挨拶とダンスでろくに食事をとる余裕なんてなかった俺と違い、二人は食事の時間があったはずだ。

			「だって、もったいないよ。せっかくクルトが一生に一度あるかないかって贅沢な食材を使った最高の料理を作ってくれるんだから、お腹がすいた状態で食べたいし」

			「私も同じ意見です。クルト様が本気で作った料理、精一杯味わいたいです」

			　うれしいことを言ってくれる。料理人冥(みよう)利(り)に尽きる。

			　菓子職人(パテイシエ)の俺が料理人冥(みよう)利(り)と言うのはおかしいが、そんな気分になった。

			「二人とも、腕によりをかけたんだ。ぜひ楽しんでくれ。……そして俺も楽しもう。実は俺も二人に負けないぐらい、お腹がぺこぺこだ」

			　目の前に料理が並んでいるのに手をつける暇もない、そんな貴族のダンスパーティは苦手だ。

			　今回の襲撃がなくても、あれだけ贅(ぜい)を凝らし手間をかけた料理が大量に余って捨てられてしまっていただろう。もったいない。

			　もし、俺がダンスパーティを主催するなら、なんとかして、みんなが料理を食べながら楽しめるものにしたいと思う。

			「さあ、食べようか」

			　善意で手伝ってくれた、本日限定の部下である料理人たちが大皿に乗った料理を運んできた。

			　さすがに、一皿一皿順番にというのは、三人で食べるには大げさだし時間がかかる。

			　大皿に乗った各料理をすべて机に並べた。

			　ウナギのパイ包みはティーカップで提供する料理なので一人一人個別での提供だ。

			　料理人たちが去っていった。彼らも残った食材で今日のメニューを楽しむはずだ。

			　彼らの場合は単に楽しむだけではなく、勉強のためという意味合いが強い。

			　出会いはあまり好ましいものではなかったが、一緒に仕事をし、料理に取り組む姿勢を知ってから、彼らのことが嫌いじゃなくなった。

			「うわー、クルト様、どれも美味しそうです」

			「じゅるり、ううう、クルト意地悪だよ。いつまで待たせるつもりなの」

			　二人が、目を輝かせて料理を見つめていた。

			　俺は苦笑する。

			「じゃあ、食べようか」

			「はい、クルト様！」

			「待ってました！」

			　三人で食事前の精霊と森への祈りを行う。

			　そうして、三人だけの心休まる晩餐会が始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数十分後、すべての料理が空になった。

			　うん、満足の行く出来だ。

			　途中何度も味見をしたが、食事として、最初から最後までしっかりと楽しむ機会はなかったので、また違う感動を味わえた。

			　自分で作っておいてなんだが、これほど贅沢な料理は下手すると一生食べられないかもしれない。

			「はうぅ、美味しすぎて、幸せすぎて、死んじゃいそうです」

			　ティナがうっとりした顔でにへらと笑っていた。食べ終わったというのに、銀色のもふもふ尻尾が今もゆっくりと揺れている。

			　ここまで無防備な彼女はなかなか見られない。

			「本当に、本当に、最高だった。こんなものが食べられるなんて、精霊の里を飛び出して良かった。クルトについてきて大正解だったよ」

			　クロエも大変満足そうだ。精霊の里の料理は素材が素晴らしく、料理法も素材の味を引き出す優れたものだ。だが、派手さはない。こういった豪華で技巧を凝らした料理の経験がない分、余計に美味しく感じるのだろう。

			「クロエは、どの料理が一番美味しかったですか？」

			「うーん、わたしはやっぱり、お肉かな。ジューシーでしっとりして、でも森の香りがした。食べなれた鴨があんな味になるなんて、もう感動。里の皆にも食べさせてあげたいよ。ティナはどれが良かった？」

			「私はお魚料理です。ティーカップのパイ生地を破った瞬間の、食欲を刺激する匂い、それにウナギってお魚、生まれて初めてでしたが、ぷりぷりして、肉厚で、甘くて、それが辛いスープと一緒になって、思い出しただけでよだれが出てきます」

			　二人は幸せそうに料理の感想を言いあっていた。

			　こんなに喜んでくれるなら、なんとか、また作ってみたい。

			　メインの翡翠鴨のローストのほうは、いくつか高価なハーブを代用品に置き換えればつくれるが、問題はティナの気に入ってくれたウナギのパイ包みだ。ウナギの代用魚がそもそも思い浮かばないし、高価で希少なスパイスが多すぎて、似たものを安価で作ることは不可能だ。余ったスパイス類は、レナリール公爵のご厚意で土産に持って帰らせてもらうが、微々たるものだ。なんとか仕入れルートを開拓したい。

			　これはティナのためだけじゃない。

			　領地に戻ったら、本格的にフェルナンデ辺境伯の街で店を開くつもりだが、今からいろいろと伝(つ)手(て)を作っておかないと……。うまい料理とお菓子には無数の食材が必要だ。

			　そんなことを考えていると、二人がいつのまにか俺の顔を覗き込んでいた。

			「クルト様、またお仕事のこと考えているんですね」

			「大きなお仕事が終わったばっかりなのに、すぐに次なんて忙しいね」

			　二人はどこか呆れていて、それでいて微笑ましそうな顔で俺の顔を見てくる。

			「時間がないしね。なるべく早く領地の発展を軌道に乗せたいんだ。それに、店を開くのはずっと夢だったんだ。交易都市の一等地に大きな店を開く。これに燃えない菓子職人(パテイシエ)はいないよ」

			　俺の村で作っているハチミツをただ売るだけでも、立派な収入になるが、やはり加工品を売ったほうが圧倒的に儲かる。

			　今回の件で、フェルナンデ辺境伯だけでなく、レナリール公爵の後ろ盾も得た。

			　宣伝効果として、これ以上のものはない。宣伝が十分であればあとは味の問題だけ。

			　俺が作る以上、そこに問題はない。

			「クルト様はいったいどんなお店を作るつもりですか？」

			　ティナが興味深そうに聞いてくる。

			「そうだね、基本的には大衆的なお店かな。ハチミツを使ったお菓子を安い値段で売る。コストも手間もかからないし、日持ちがして廃棄が少ないクッキーとスコーンをメインに、たくさん用意する。高くしても売れるだろうけど、なるべくたくさんの人にお菓子を楽しんでもらいたいからね」

			　この時代、砂糖は海を渡ってやってくる超高級品。ハチミツも近代養(よう)蜂(ほう)ではなく、いちいち巣を潰してしまうやり方で、手間暇かかる上に生産量が低いので高価だ。

			　甘いものは高級品。それが常識だ。

			　だからこそ、安くて甘いものを提供する。

			「クルトって優しいね。お金だけ考えるなら、貴族だけを相手に、高級なお菓子を売ればいいのに」

			「そっちは、俺の趣味で気が向いたらやるよ。高いお菓子を作るのもそれはそれで楽しいしね。それにさ、貴族相手の商売は俺じゃないとできない。それはアルノルトの特産品じゃない。いずれ俺がいなくなったときでも、アルノルトが成長していけるようにしないと」

			「クルト様、アルノルトを出ていかれるんですか!?」

			　いきなりティナが目の色を変えて問い詰めてくる。

			「そういうわけじゃないよ。ただ、病気になるかもしれない。もしかしたら殺されちゃうかもしれない。あるいは、上からの命令で無理やり別の領地へ……」

			　俺の言葉にティナの顔がどんどん険しくなっていく。

			　一度言葉を切り、ティナの頭に手を置く。

			「そんなに真剣に考えなくていいよ。可能性があるってだけだから。俺はティナを置いてなんていかない」

			　頭を撫でてやると、ティナが少し表情を柔らかくした。

			「クルト様、絶対ですからね」

			「ああ、絶対だ」

			　俺はティナに笑いかける。

			　こうは言っても、常に危険は消えない。特に〝使える貴族〟であり、〝明確に王族派〟なんてことが周知されてしまったのだから。そのことを踏まえた上で気を付けていこう。

			　いちゃついている俺とティナをクロエはジト目で見ていた。

			　俺はティナと離れて彼女のほうを向くと、クロエが口を開いた。

			「それで、クルトは基本的にはって言ったよね。他にも何かするの？」

			「一応、数量限定で生菓子も取り扱おうかと思ってる。その日の市場を見て、手に入る食材で一番美味しいお菓子を即興で作るんだ。そっちはさすがに高いお金を取るけど、それだけの価値があるものを作るよ」

			　これは儲けのためというより、俺の趣味だ。

			　基本的に領地を頻繁に留守にできない俺は、店の運営は誰かに任せるつもりだ。だが、数日に一度ハチミツ等の補充を兼ねて視察にいく。その際に市場を回って商品をチェックしつつ、新しいお菓子に挑戦する。

			　限定品という目玉ができつつ、俺の腕も鍛えられる。一石二鳥だ。

			「クルト様、毎回新しいお菓子を作るわけですね」

			「そうだよ。お客様を飽きさせないための工夫だね」

			「その、クルト様、できれば」

			「わかってる。ちゃんと、毎回味見してもらうから」

			「やった」

			「わたしも味見していいよね」

			「いいよ。二人とも食いしん坊だな」

			　そのあとも、俺たち三人はどんな店を開くか話し合った。

			　ティナもクロエも、俺とは別の視点で素敵な意見を出してくれた。

			　ただでさえ楽しみだった開店が、もっと楽しみになった。

			　開拓村に戻ってはやく準備を始めたい。

			　そんな想いを膨らませながら、夜は更けていった。

			　本来の予定では明日、レナリール公爵と謁(えつ)見(けん)してから帰路につくが、少しだけ不安が頭によぎっていた。

		

	
		
			第19話　別れと親愛のホットチョコレート

			　

			　パーティの翌日の早朝、俺は身支度を整えていた。

			　朝からレナリール公爵との謁(えつ)見(けん)があるのだ。

			　ティナとクロエを起こさないように慎重に部屋を出た。

			　彼女たちは昨日がんばりすぎるほどにがんばってくれたし夕食も遅かった。今はゆっくり休んでもらおう。

			　レナリール公爵のところに行く前に厨房に向かう。

			　激務に励む彼女を元気づけるお菓子を用意するためだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　台所で仕込みを終え、使用人に手筈を伝えたあと、謁(えつ)見(けん)の間に向かう途中でフェルナンデ辺境伯とファルノと合流する。彼らの背後にはファルノの執事にして護衛、そして俺の武の師匠でもあるヴォルグが控えている。

			「クルト様、昨日のお料理、とても素敵でしたわ。最後のインペリアル・トルテというお菓子。きっと王家の方々すら食べたことがない気品が漂う素晴らしいお菓子でした！」

			　俺は苦笑する。

			　チョコレートの生み出す重厚さと気品。あれを初体験したのだから無理はない。

			　そして、そのチョコレートという反則じみた食材を、数百年かけて地球の菓子職人たちがたどり着いた手法を用い、俺が改良したチョコレートケーキ、インペリアル・トルテ。

			　あれが通用しなければ、何が通用するのかわからないぐらいだ。

			「喜んでもらえてうれしいよ。お土産用にも包んでいるから、あとで渡すよ。あのケーキは十日ぐらい持つんだ」

			　インペリアル・トルテは日持ちするお菓子にもできる。

			　昨日提供したものは、日持ちのしない生クリームと生の果物を使っているが、お土産用のものはそれらを別のものに置き換えている。

			　貴族のお土産には最適だろう。

			「いいのですか!?　うれしいですわ。今度のお茶会に使わせていただきます！　ヴォルグにもわけてあげましょう」

			　使用人であるヴォルグは貴族たちの晩餐会に参加できず、昨日の料理を楽しめていない。そのことをファルノは気にしているのだろう。

			「お嬢様、けっこうでございます。実はすでにクルト様よりいただいておりますゆえ」

			　ヴォルグが丁寧に断り、苦笑する。

			　なにせ、日頃お世話になっている人だ。身内の晩餐会にも誘ったが、ティナたちとの団(だん)欒(らん)を邪魔するわけにはいかないと言って彼は辞退した。

			　それならばと、余分に作っていたケーキを包んで渡したのだ。

			「クルト様、私より先にヴォルグになんてずるいですわ」

			「ヴォルグにはいろいろと助けられているからね……それより気を引き締めていかないと」

			　晩餐会で最高のコースを提供した褒(ほう)美(び)についてはもちろんだが、襲撃についての話もあるだろう。

			　気を引き締めつつ、俺たちはレナリール公爵の待つ謁(えつ)見(けん)の間に向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　謁(えつ)見(けん)の間にたどり着き、挨拶を終えると、さっそく話が始まった。

			　レナリール公爵は目元に隈(くま)ができていた。

			　おそらく一睡もせずに昨日の対策を行っていたのだろう。

			「アルノルト次期准男爵。まずは報奨についてだけど、あなたはよくやってくれたわ。期待通り、いえ期待をはるかに超えた誰も知らない最高のコースを作ってくれた。それに、私の料理人たちにたくさんの知識と刺激を与えてもくれたわ。だから、最高の報奨を与えようと思うの」

			「……ですが、結局は最後の最後でぶち壊しになりました」

			　晩餐会のあとのダンスパーティに乱入者が現れ、すべてを台無しにされてしまった。

			「それはそれよ。私があなたの力を借りて最高のコースでもてなした事実は消えないし、文化を見せて発言力を増すことには成功しているの。それに、襲撃者の件もわかったことがあるの。これはあとで話しましょう」

			　きっちりと情報を引き出したのか。見事な手腕だ。暗殺者を生かしたまま情報を引き出すのは難しい。そういうことに長けた人材を揃えているのだろう。

			　俺は情報を引き出すために、三人のうち二人は意識を飛ばすだけに留めた。

			　自害しないように、一瞬で意識を刈り取ったのだ。

			「ありがたく報酬を受け取らせていただきます」

			「ええ、そのつもりよ。もともとあなたには、アルノルト領の税の免除、私の寄子たちの領地での菓子の販売の許可と関税の撤廃、販売する菓子に関してレナリール家のお墨付きを与えることを約束していたわね。それに加えて竜車を一台用意するわ」

			「竜車ですか!?」

			　俺は思わず声をあげてしまう。

			　竜車は貴重だ。なにせ、竜はレナリール領でしか調教に成功していない上に、生まれたときから世話をしないとけっして懐かず、親の竜が守る卵の入手は困難を極め、加えて成竜になるまで数十年かかり、数が限られる。

			　竜車による空輸の魅力は圧倒的だ。数多(あまた)の上流貴族たちが、予約待ちになっている。

			　フェルナンデ辺境伯ですら手に入れることができないぐらいのものなのだ。

			「ええ、そうよ。あなたは今後、様々な街に商売を広げていくのよね？　なら、世界最速にして、安全な輸送手段である竜車は、とても有用だと思うのだけど」

			「喉から手が出るほど欲しいです。ですが、これほどのものをいただいてよろしいのでしょうか？」

			「もちろん。今回のあなたの働きは、それだけ大きいのよ。……そして少し打算もあるわね。竜者があればすぐに駆けつけられるでしょう？　私を助けてくれると言った約束を守ってもらうためという意味もあるわね」

			　レナリール公爵は薄く微笑む。綺麗な笑みだった。

			「かしこまりました。ありがたくいただきます。ただ、一つだけお願いがあります。翡(ひ)翠(すい)の宝玉を使わないタイプの竜車をいただけないでしょうか」

			「いいけど、輸送力が落ちるわよ」

			「構いません」

			　クロエを始めとした仲の良いエルフが増えた今、翡翠の宝玉を使うことには抵抗があった。

			「なら、おまけで御者を二人ほどあなたの領地に派遣しましょう。自由にこき使いなさい」

			　俺は内心で苦笑する。

			　間違いなく監視役を兼ねているのだろう。竜車は褒賞であると同時に俺を繋ぐ鎖でもある。他所の勢力に引き抜かれるのを防ぐ意味合いがあるのかもしれない。

			　それがわかっていても、監視役の派遣を断ること自体が敵対行為ととられかねない。

			　大人しく受け入れるしかない。

			「お心遣い感謝します」

			　俺の言葉に、レナリール公爵が頷く。

			　それから先は、昨日の襲撃者についての話を聞いた。

			　どうやら、戦争を望む貴族派、四大公爵のアイヒホルン公爵。その寄子である貴族の一人が暗殺者たちを手引きしていたらしい。

			　手引きをした貴族は、拘束寸前に自害して詳しい話は聞き出せなかったようだ。

			　アイヒホルン公爵のほうは、自分には関係ないとしらを切っているとのこと。

			「意外ですね。暗殺者が仲介者ではなく貴族の名まで知っていたなんて。もちろん、わかりやすい黒幕までつながったことも」

			「そうね。警戒をかなり厳重にしていたから、それなりの身分の人間が直接手引きする必要があったのはわかるわ。だけど、私がもしアイヒホルンなら、私の寄子の家族を人質にするなり、脅して手引きさせる。そして、用済みになれば始末する。それぐらいはするわね」

			　俺も頷く。

			　四大公爵の権力があれば、それぐらいはできるはずだ。

			　今回の件はあまりにも杜(ず)撰(さん)だ。

			「アルノルト次期准男爵。私も怪しいとは思うけど、その誰かの用意したシナリオに乗るつもりよ。もちろん、用心深くね。これで、話は終わり。いえ、もう一つだけあったわね。アルノルトが准男爵から男爵になれるように話を進めているわ。これはお菓子のお礼ではなく、四大公爵である私の命を救った功績よ。あなたがいなければ私は殺されていたわ」

			　俺は頭を下げる。

			　准男爵と男爵、その差は大きい。准男爵は仮初の貴族にすぎない。男爵になることで本当の意味で貴族となる。

			　男爵に陞(しよう)爵(しやく)されるのは、アルノルト家の悲願だった。

			「感謝します。……お礼というわけではありませんが、ここを出る前にお菓子を一つご賞味いただけませんか？　あなたのために特別なお菓子を用意しました」

			「ぜひ、いただきたいわ。と言いたいところだけど、ちょっと今は胃が受け付けないわ」

			　少し、名残惜しそうにレナリール公爵は薄く微笑み、断った。

			「ええ、そうなることを見越して用意したお菓子です。今のレナリール公爵でも楽しめるはずですよ」

			　昨日から一睡もせずに、極度のストレスに苦しんでいた彼女の体調は最悪だ。

			　ろくに胃が受け付けないはずだ。

			　そんな彼女を元気にするためのお菓子を作った。

			「そこまで言うなら、ぜひ、いただこうかしら」

			「では、今回の旅で最後に振る舞うお菓子を披露しましょう」

			　俺が指を鳴らすと、使用人がお盆に大きなカップを載せてやってきた。

			「すごくいい匂いね。ねっとりとした温かい飲み物のお菓子なのね。甘くて、深みがあって高貴な香り。昨日の素敵なケーキと似た匂い。これなら今の私でも楽しめそう」

			　レナリール公爵はそうつぶやく。そして、お腹の音が鳴った。

			　彼女は顔を赤くして、咳ばらいをする。

			「昨日のケーキの材料であるチョコレートを使ったドリンク、ホットチョコレートです。ぜひ、ご賞味ください」

			　そう、俺が用意したのはホットチョコレート。

			　搾りたてのミルクに作りたての手作りバターを加えコクを増し、沸騰しないようにゆっくりと温め、たっぷりのチョコレート、ピナルのジャム、ラム酒を数滴垂らした飲むお菓子。

			　とてもシンプルなお菓子だが、材料の一つ一つが素晴らしい。そして、簡単ゆえに手抜きは許されない。温めすぎると、牛乳の旨味も、チョコレートとジャムの風味も消え、バターを加えすぎるとくどくなり、ジャムやチョコの配合比を間違えると味がだらしなくなる。

			「ふう、ふう、あったかい、それにすごく優しい味。力が湧いてくる。頭にかかってた靄(もや)が消えたわ。ありがとう。これで、もうひと踏ん張りできそう」

			　ホットチョコレートは美味しいだけではなく、栄養たっぷりだ。今の彼女には、もっとも適した飲み物。

			　彼女の弱った体にホットチョコレートがしみ込んでいく。
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			「レシピは、あなたの料理人に伝えてあります。原材料のカカオは入手が難しいですが、それが手に入ればいつでも楽しめます。そして、カカオの代用品を用いた作り方も教えてありますので、どうしても飲みたいときにはそちらをお楽しみください」

			　短い時間だったが、レナリール公爵のことは尊敬している。だからこそ、きっと彼女の力になれるであろうチョコレートの作り方と、ホットチョコレートのレシピを、レナリール家の料理人に託した。

			「何から何まで、ありがとう。……本当にあなたを引き止められないのが惜しいわね。ずっと傍に置いておきたいと本気で思っているわ。でも、あなたはそれでいいのかもしれない。ここで飼い殺すよりも、いろんな場所で活躍したほうが、この国のためになるわ。新しく開くお店、がんばってね。私も、あなたのお菓子を買いにいくわ。とっても美味しいもの」

			「ええ、お待ちしております」

			「下がっていいわ。最後に、もう一度だけ言わせて。ありがとう。あなたは私の恩人よ」

			　俺は一礼をし、この場を後にする。

			　今回の後処理はまだまだ残っている。だが、ここから先はレナリール公爵の戦場だ。

			　クルト・アルノルトの出番はない。

			　竜車の準備に数日かかるので、出発は数日後の朝になった。

			　それまでに、レナリール家に伝わるレシピを可能な限り学び、市場に出て食材を仕入れるとしよう。

		

	
		
			エピローグ　アルノルト領へ

			　

			　ついに、レナリール公爵の領地から出発する日が来た。

			　昨日のうちに市場で珍しい食材を買い込んでおいた。とはいえ、財布は自分のものなので、予算の都合で泣く泣く諦めた食材も多い。いつか大金を得たらまた来ると決めた。

			　そして、レナリール家の秘蔵レシピをしっかりと読ませてもらった。

			　一睡もできなかったが、ずいぶんと勉強になった。特に海鮮料理に関しては面白い調理法がいくつもあった。

			　肝心のお菓子のほうも参考になるものが多い。この地方の酒を使ったユニークなお菓子はぜひ試してみたい。

			　もらってばかりも悪いのでサプライズで薔(ば)薇(ら)のクッキーを作り、レナリール家の使用人に預けた。俺が出発したあと、レナリール公爵に届けられる予定だ。きっと喜んでくれるだろう。

			　俺はティナとクエロとともに出発の準備を整え郊外にある竜車の着陸ポイントに来ていた。

			「クルト様、やっと帰れますね」

			「そうだな。あっという間だったような、ずっといたような不思議な気持ちだ」

			　本当にここではいろいろあった。

			　最高の食材で存分に腕を振るう機会が得られたのは特に大きい。

			　下手をすれば、チョコレートなんてもう一生触る機会がないかもしれない。

			　高価すぎてアルノルトの財政ではとても手が出ないのだ。

			「クルト、帰ったらお店の準備だね。いろんなお菓子を作るんでしょ？　今から試食が楽しみ」

			　クロエが笑いかけてきた。

			「大変だけど楽しみだ。レナリール家のお墨付きをもらえたから、すっごくたくさんのお客さんが来ると思うよ」

			　俺はにっこりと笑う。今から腕が鳴る。たくさんの人をお菓子で幸せにする。その未来はすぐそこまで来ていた。

			　ちょうど、竜車が来た。

			　俺の要望で翡翠の宝玉を使った気球ではなく、竜が後ろ脚でがっしりと天井のとってを掴んで飛び上がるタイプだ。

			　見るからに危険そうだが、竜の風の加護で守られており安全かつ快適な空の旅が楽しめる。

			　竜は力が強く、これでも二頭立ての馬車二台分の重量を運べるらしい。

			　立派な白い竜。綺麗な竜だ。これが俺のものになったと思うと、感動がこみあげてくる。

			「大きな竜さんですね。きっとご飯もたくさん必要ですね。……うちの領地で養えるのか不安です」

			「大丈夫だよ、ティナ。竜のような幻想種は食べ物を必要としない。マナから力をもらって生きてるんだ。だから、排泄もしないし、お金もかからないよ」

			「素敵です！　アルノルト領にぴったりの生き物です！」

			　ティナが目を輝かせる。遠回しにアルノルトが貧乏だと言っているが、否定できないのが悲しい。もし、この巨大生物が見た目通りの食欲を発揮すれば、一瞬でアルノルトの財政はがたがたになるだろう。

			　そんなふうにティナと話していると、竜車から一人の男が現れた。

			「アルノルト次期准男爵、準備が完了いたしました。いつでも飛べます」

			　彼はこの竜者の御者だ。

			　男爵家の三男で爵位が継げず平民に落ちた男だ。

			　俺に仕える従者となり、竜の世話が主業務になる。

			「わかった、すぐに行く」

			　ティナとクロエの手を引いて駆けだす。

			　そして竜車に乗り込んだ。レナリール家の使用人たちが、荷物などを積み込んでいく。

			　フェルナンデ辺境伯とファルノは、まだ仕事が残っており戻れないらしいので、俺たちだけでの帰還となる。

			「こっちはいつでもいい、そちらのタイミングで出発してくれ」

			「かしこまりました……、ではいきますよ」

			　竜が羽ばたいた。

			　竜は魔力で飛んでいるので風は起きない、重力がなくなったかのようにふわりと空に舞い上がっていく。

			　窓から地上を見るとレナリール公爵が外に出て手を振ってくれていた。

			　忙しいはずなのに、こんなところまで見送りに来てくれたのか。俺は手を振り返す。

			　そして空の旅が始まる。流れていく景色を窓越しに楽しむ。

			　しばらくして、窓から視線を外したクロエとティナが何かに気付き声をあげる。

			「ねえ、クルト、これ何かな？」

			「竜車に知らない荷物がたくさん積まれています」

			　そちらを見ると竜車のすみに、揺れないようにしっかりとネットで固定された麻袋がいくつかあった。目立つ位置に手紙が置かれているので中を開く。

			『アルノルト次期准男爵。これはあなたのお店への開店祝いよ。大事に使いなさい』

			　そっけない一文。そのあとにこの麻袋の中身の一覧が書かれていた。

			　この世界では貴重な砂糖。お菓子の材料としても使える上質な蒸留酒。最高級の小麦粉。貴重な調味料など、ひどく高価かつお菓子作りに必要なものばかりが大量にあった。

			　非常に助かる。

			「ありがとう。レナリール公爵」

			　まったく薔(ば)薇(ら)のクッキーでサプライズを仕掛けたのに、逆にこちらが驚かされてしまった。

			　これは大事に使わせてもらおう。

			　とはいえ、店でそのまま出すわけにはいかない。最初にこれを使えば、すさまじい勢いで集客ができるだろう。

			　だが、材料が切れたあと、これと同じ品質の材料を仕入れていては、一般市民に手が届かない金額になってしまう。それは本望ではない。かといって途中から質の低い材料に変えれば味が落ちたと悪評が立つ。

			　幸い、どの材料も長期保存が可能だ。貴族相手に菓子を振る舞うときと、少量生産の超高級菓子を作るときに使うと決めた。

			　フェルナンデ辺境伯に出張菓子作製の相談がいくつか来ている。そういった仕事を行う際には強い武器になるだろう。

			「クルト様、レナリール公爵のこと、どう思っていますか？」

			　ティナが少し不安げに尋ねてくる。

			「尊敬できる人だね。初めて同年代で俺よりもすごいって思える人に会ったよ。目指す先も一緒だし、力になってあげたいと思う」

			　貴族派の好きなようにされれば、戦争が始まり、お菓子を作るどころではなくなってしまう。

			　それは可能な限り避けたい。それとは別に、彼女の力になりたい気持ちもあった。

			「そうですか……、その、もし、レナリール公爵にずっと傍にいてくれって言われたらどうします？」

			　ティナが、よりいっそう不安そうにする。

			「実はもう言われたんだ。レナリール領の近くにアルノルトよりもずっと豊かな領地を与える代わりに補佐をしてくれってね。それに見合う地位もくれると言われたよ」

			「クルト様、どんな返事をしたんですか!?」

			「俺がこうして竜車に乗って開拓村に向かっている時点で答えはわかるだろう？　断った。俺はアルノルト領が好きだ。あそこはティナと二人で作り上げた土地だ。捨てるなんてできないよ」

			　そう、どん底からティナと二人で必死に築き上げた俺たちの夢の結晶。

			　あとから、どれだけ素晴らしい領地を差し出されようが目移りなんてするわけがない。

			「よかったです。クルト様」

			　ティナがもたれかかってくる。

			　俺は彼女の頭を優しくなでる。

			「まったく、いつも二人はあつあつだね」

			　クロエがどこかつまらなさそうに言った。

			「俺とティナはパートナーだからな」

			　頬を膨らませたクロエが口を開くのを見計らって不意打ち気味にキャラメルを放り込む。

			　クロエが驚いた顔をしてから、頬を緩めた。

			　ティナにたまにする手は、クロエにも有効みたいだ。

			　どんどん、レナリール領が遠くなっていく。

			　そんなときだった。

			　御者の男が声を出した。

			「アルノルト次期准男爵。実は一人の紳士から手紙を預かっているんです。手紙を私に渡すとすぐに去って行きまして名前を確認する暇もありませんでした。私のほうで処分しておきましょうか？」

			「いや、いい。見るよ」

			「かしこまりました」

			　御者の男から手紙を受け取る。ひどく質のいい紙だ。

			　それだけで相手が高い身分にあると察しがつく。

			「クルト様、怖い顔をしてどうなさったんですか？」

			「いや、なんでもないよ」

			　手紙の差出人は、俺をずいぶんと買ってくれた四大公爵の一人、ヘルトリング公爵だった。

			　名前は書いていないが、月の夜に出会ったことをほのめかした書き方をしてある。

			　内容は、槍をとれ。さもなくばすべてを失う。お菓子では何も守れない。後悔をしたくなければ自分のもとに来い、というものだった。

			　……お菓子では何も守れないか。

			　確かにそれは一つの真実だろう。略奪者を相手に、お菓子は意味をもたない。

			　だけど、俺はお菓子で人を幸せにできると信じている。それは武力以上にこの国に必要なものだと。

			　後悔をするという書き方が気になる。

			　何かを仕掛けてくるつもりだろうが、何をして来ようと乗り越えてみせよう。

			「なんでもないって顔じゃないです。クルト様、すごく怖い顔をしてます」

			「本当になんでもないんだ」

			　この手紙をもらったからと言って、やることは変わらない。

			　ただ、あまりティナを不安にさせるわけにもいかない。話を変えよう。

			「話は変わるけどね、ティナ。ティナのためだけに世界でたった一つのお菓子を作るって約束してたよね。そのアイディアがレナリール公爵の屋敷にあったレシピを見ていたら浮かんできたんだ。春にならないと材料はそろわないけど、春が来たら、最高のお菓子を作るから期待しておいてくれ」

			　ティナが目を丸くして驚く。

			　そして、満面の笑みで頷いた。

			　もう、俺が手紙を見て怖い顔を浮かべたことなんて、記憶から吹き飛んだようだ。

			「はい！　楽しみにしています」

			　ティナの笑顔は何度みても最高に可愛い。

			　この笑顔をもっと輝かせるお菓子を作らないといけない。

			　竜車はアルノルト領に向かいまっすぐに飛んでいく。すべてのしがらみから解き放たれたかのように。

			　今は目の前の店づくりに集中しよう。

			　領地の食材を高く大量に売れる拠点ができれば、一気にアルノルトは豊かになっていくだろう。

		

	
		
			番外編　英雄とパルキンのパイ

			　

			　晩餐会が終わった。

			　アルノルト領に戻るまでに、数日の猶予がある。

			　その数日の間にやることは山積みだ。

			　今回の褒(ほう)美(び)の一つに、芸術の都マーラルに秘匿される料理・お菓子関連の書籍・レシピに対する閲覧許可がある。

			　この世界ではレシピを自らの財産だと考え秘匿する料理人たちが多い。これらを閲覧できる機会は非常に貴重だ。

			　さすがに持ち出しの許可は得られなかったので、この数日の間に可能な限り頭に刻み込み、メモをとる必要がある。

			　というわけで、俺はマーラルの国立図書館で蔵書を読みふけっていた。

			　貴族用のスペースがあり広々とし、本を汚さないという条件のもと、飲食も許されている。

			「クルト様、お勉強の調子はどうですか？」

			　ティナが紅茶とお茶請けを持ってやってきた。

			　お茶請けとして、この街の人気菓子を日替わりで食べている。

			　今日のは、ピーナッツを洋酒で煮詰め、砂糖を使って包み固めたもの。

			　焦げた砂糖のほろ苦さと洋酒の風味がピーナッツによく合う。

			　それに触感も良い。かりっとした衣とピーナツの歯ごたえの組み合わせが面白い。

			　いいお菓子だ。アルノルトに戻ったら、これの改良版を作ってみよう。このままでも美味しいが、少し手を加えると、もっと美味しくなる。

			　ティナの淹れてくれたお茶を飲む。

			　甘いお菓子とのバランスを考えてか、ちょっと苦めにいれてくれたようだ。

			「順調だね、さすがは美食と芸術の都、マーラル。面白い発見がいろいろとあるよ」

			「クルト様にも知らないことがあるんですね」

			「知らないことばかりさ。だから、こうして勉強できるのは最高の贅沢なんだ」

			　前世で高級レストランの第一線で働いていた俺には、数百年進んだ調理技術がある。

			　とはいえ、世界そのものが違えば、その世界独自の技術が発達するし、この世界特有の食材の知識は、まだまだ浅い。この世界の美食の最先端であるマーラルで、それらに触れられるのが楽しくて仕方ない。

			「隣に座ってもいいですか？」

			「もちろん。そうだ……いいものを見つけたんだ」

			　ここは図書館なので、当然料理に関する以外にもたくさんの本がある。

			　その中にティナに読んでほしい本があった。

			　それは、初代アルノルトの物語。

			　槍一本を携え戦場で獅子奮迅の働きを見せ、幾人もの敵将を討ち取り、ある戦いでは絶体絶命の危機に陥った王を救ってみせた。

			　初代アルノルトが武勲を重ねながら、平民でありながら騎士として取り上げられ、やがては領地を任せられる貴族になるまでのストーリー。

			　この立身出身物語は平民にとってはあこがれの対象であり、よく広まっていた。そのおかげで、アルノルト家はしがない准男爵でありながら知名度が高い。

			　ただ、おしむらくは、初代のアルノルトは金銭面にはうとかったので、物語の権利を印税ではなく売り切りにしてしまったこと。

			　もし印税にしていれば、立派な財源になりアルノルト家は今よりずっと裕福な暮らしができていただろう。

			　その物語が描かれた本を、ティナに手渡す。

			「ティナ、隣で座っているだけだと暇だろう。この本を読むといい。俺のご先祖様の活躍をちょっぴり美化して描いた本だ。平民向けに簡単な言葉で書かれているから、読みやすいよ」

			「クルト様のご先祖様の話ですか、すごく楽しみです」

			　ティナが目を輝かせながら、本を開く。

			　彼女には一通りの読み書きを教えているので、読書ができる。

			　あっという間に物語に夢中になった。

			　ちょっとしたいたずら心でほっぺたをつつく。やわらかく暖かい。

			　こうしているだけで幸せな気持ちになる。

			　ティナは、よほど集中しているのか俺のいたずらに気付いていない。

			　俺は苦笑し、自分が読んでいる本に視線を戻した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そろそろ閉館の時間だ。今日もなかなか勉強になった。

			　晩餐会が終わってからというもの、夕食はいつも、市場で見かけたものの、よく知らないからと無視していた食材を購入し、調理し食べていた。それが実践的な研究になる。当然、今日もそうする。

			「ティナ、そろそろ図書館が閉まる。ここを出ようか」

			　本に熱中するティナに、俺の声は届いていないみたいだ。

			　仕方ないので、同じ言葉を繰り返す。今度は耳元で、少し大きな声で。

			　そんなことをするものだから、びっくりしたティナが本を落とし、可愛いキツネ耳がピンと伸びる。

			「ひゃうっ!?　くっ、クルト様。ごめんなさい、本に集中しすぎちゃって気づきませんでした」

			「その本がよっぽど気に入ったんだね。本を勧めた甲斐がある。その本は貸出しが許されているから、借りていこう」

			「ありがとうございます！　続きが気になります」

			　ティナはうれしそうに本を抱きしめた。

			　可愛らしい。二人で少し雑談をしてから、俺たちは図書館を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　市場で食材を探しながらレナリール公爵の屋敷に戻る。

			　マーラルに滞在中の夕食は、昼間に図書館で仕入れた情報を元に、俺が調理する。

			「そういえば、クロエは何をしているんだろう？　忙しいと言ってついてこなかったけど」

			「クロエは庭師の人のもとで、いろいろと勉強しています。クルト様がレナリール公爵の庭園を褒(ほ)めていたじゃないですか。クルト様が喜ぶため、どうすれば庭園が綺麗になるか知りたいらしいです」

			「意外とクロエはいい子なんだよな」

			　庭園を褒(ほ)めた俺やファルノと違い、あるがままの自然を愛する狐獣人(ルナール)のティナとエルフのクロエは、あまり庭園を褒(ほ)めなかった。

			　そんなクロエが庭師に教えをこいに行ったのは、自分のためではなく俺のためなのだろう。

			「意外でもなんでもなく、クロエはいい子です」

			「喧(けん)嘩(か)はするのに、素直に褒(ほ)めるんだな」

			「それは、クルト様に変なことをしようとするからです」

			　照れ隠しのために顔を逸らしながらティナがぼそっとつぶやく。

			　ティナもクロエも俺にはもったいないぐらい、可愛く、いい子たちだ。

			　彼女たちに恥ずかしくない自分でありたいと思う。

			「おっ、目的のものが見つかった」

			「大きな野菜ですね。初めて見ます」

			「これは、パルキンっていう野菜でね。今が旬で保存が利くし、栄養もたっぷりらしいんだ」

			　パルキンの形はスイカに似ている。だが、皮がずっと分厚い。

			「パルキンですか!?」

			　大きな声をあげティナが身を乗り出し、店に並ぶパルキンをしゃがんで、興味深そうに見つめる。ティナがこれほど夢中になるのには理由がある。

			「ああ、初代アルノルトの命を救ったパルキンだ」

			　初代アルノルトの数ある戦いの中でも、ひときわ有名な戦い。それが雪に閉ざされたマルモナ山脈での死闘だ。

			　敵軍が雪の山を越えるという半ば自殺行為な行軍を行い、王国軍の背後を突こうとしたのだが、その動きに誰よりも早く気付いた初代アルノルトは、馬を駆り、たった一人で数百の兵士を相手にした。

			　結果、友軍が態勢を整えるだけの時間を稼ぎ、敵は撤退せざるを得なくなり奇襲を防いだのだ。

			　だが、無謀な戦いで精根尽き果てた初代アルノルトは、足を踏み外し崖から落ちてしまう。雪は容赦なく彼の体力をうばっていく。衰弱と凍傷にむしばまれながら、なんとかふもとの村にたどり着き、そこで振る舞われたのがパルキンのスープとパイ。

			　初代アルノルトは晩年に語る。あのとき、パルキンのスープとパイの優しい甘さで、体の芯から指の先まで幸せな暖かさに包まれた。生涯で、最高の料理だったと。

			「パルキンのスープとパイ」

			　ティナは目を輝かせるだけじゃなく、口から涎(よだれ)を垂らしていた。

			　ティナの読んだ物語には、とても美味しそうにパルキンのスープとパイが描かれているのだろう。

			　最近、少し肌寒くなってきた。パルキンのスープとパイを食べるにはちょうどいい。

			「今日、ティナがお望みのパルキンのスープとパイを作ってみるよ。エクラバやアルノルトの近くじゃ育てられない野菜だからね。俺も実物を見るのは初めてだ。研究のしがいがある」

			　本で読む限り、どうやらこのパルキンという野菜はカボチャにきわめて近い性質をもっているようだ。

			　カボチャは料理にも使えるが、お菓子にも向いている食材だ。

			　市場に並ぶ値段を見ると、なかなか手頃な値段で、エクラバで店を出すときに商品に使うこともできる。

			　研究する価値は十分すぎるほどあった。

			「うわあ、楽しみです。パルキンのスープとパイ！　どんな味だろう。体の芯から指の先まで幸せな暖かさに包まれる。そんな体験が私にもできるでしょうか!?」

			　心底うれしそうにはしゃいでいる。

			　悪気はないのだろうが、ハードルをずいぶんとあげてくれるものだ。

			「それをできるかは俺の腕次第だね。全力を尽くすよ」

			「それなら、安心です。だって、クルト様の料理は世界一ですから！」

			　これは……全力を尽くさないとな。

			　俺は、一番いいパルキンを購入し、ほかの材料も買ってから屋敷に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷に戻ってからはティナとともに厨房に向かう。

			　この時間になっても、クロエは庭師のおじさんに鍛えてもらっているようだ。

			　俺は今から、パルキンのパイとスープ作りだ。

			「ティナ、今日は二種類のパイとスープを作ろうと思う」

			「二種類ですか？」

			「ああ、パルキンは料理にもお菓子にも使えるからね。どうせなら食事のパイとお菓子のパイ、両方を作ってみようと思う」

			「それは楽しみです！」

			　ティナはやる気十分といった様子だ。

			　俺のほうも実はかなり今日の料理を楽しみにしている。

			　なにせ、初代アルノルトが食べたパルキンのパイとスープは子供のころからずっと食べてみたいと思っていたのだ。いわゆる物語の中に出てきたあこがれのメニュー。

			「さあ、調理の開始だ」

			　俺はスイカ大のパルキンの分厚い緑の皮をむく。

			　皮をむくと鮮やかな黄色の実がぎっしり詰まっていた。

			　真っ二つに割る。すると、中央に種が固まっているのでそれを取り除き、一口大にカットする。カットしたパルキンを蒸し器に入れて、蒸し上げる。

			「蒸すのはティナに任せる。その間に俺はパイ生地作りをやっておくよ」

			「クルト様、かしこまりました」

			　ティナに任せれば、火を使う工程で失敗することはありえない。

			　俺はパイ生地作りに集中する。

			　小麦粉に塩と刻んだバターを加えてすり合わせる。

			　ある程度バターがなじんだら水を加えながら練り上げていく。

			　十分に練ったあとは容器に入れて生地を寝かせておく。しばらく、休憩だ。

			「クルト様、パルキンが蒸しあがりました！」

			　ティナの元気良い声が響く。

			「お疲れ様、これで次の工程が進められるね。まずは、食事のほうのパンプキンパイの具を作ろうか。ひき肉たっぷりのミートパイにするんだ」

			　玉ねぎとニンニクをみじん切りにしていく。

			　さらに牛肉を包丁で細かく叩いてから潰してひき肉にする。

			　そしてフライパンを加熱。

			　バターを加えて、玉ねぎとニンニクを炒めていく。

			　さらにひき肉を投入。焼けた肉のいい匂いが広がる。

			　そこに、塩とスパイス、刻んだハーブを加えて味付け。

			「肉がじゅうじゅうなってます。クルト様、お腹が空く匂いがします」

			「まだまだ。これからだよ」

			　次に牛乳を加えて煮詰めていく。

			　こうすることで濃厚な旨味が加えられる。

			　そして、ようやく主役の登場だ。

			　ティナが蒸しあげたパルキンを潰してから加え、よく混ぜ合わせる。

			　最後に塩を加えて味を調えれば、具の完成だ。

			「さて、そろそろ生地の熟成が終わったころかな」

			　寝かせていたパイ生地を取り出す。

			　いい塩梅だ。

			　寝かせていた生地を三つの塊にわけて、二つを長方形に伸ばす。

			　長方形の生地に、さきほど作った具をたっぷりと載せていく。

			　パイ生地の四方に卵黄を塗る。

			　二枚目の生地を上からかぶせ、卵黄を塗った部分をフォークで押してくっつける。

			　上のパイ生地に切れ目をいれて、さらに卵黄を塗って完成。あとは焼くだけだ。

			「ティナ、バターを塗ったオーブンで二〇〇℃で十五分、さらにひっくり返して五分焼いてくれ、あとは任せるよ」

			「はい！　焼くだけなら任せてください」

			　これで、食事となるパイ、パルキンのミートパイは問題ないだろう。

			　次はお菓子のほうだ。

			　こちらはパルキンの甘いペーストをそのまま乗せて焼くだけでも美味しいが、それでは面白くないので、凝った詰め物(フィリング)を用意する。最上のパルキンのスイートプティングを作るのだ。

			　ボウルに卵黄とハチミツ、少々の香辛料と塩、それに潰したパルキンを加えて混ぜ合わせる。

			　鍋に火をかけて、ボウルの中身を入れて、少しずつ牛乳を加えながら八〇℃ほどの温度で熱を加える。

			　ティナはパイを焼くのに集中しているので、こちらは自分で行う。温度調整に少し苦労する。

			　食事のパイとお菓子のパイ、焼成の温度も焼き時間も違うので、別々に焼くしかないのがもどかしい。

			「さて、あと少しだ」

			　水で溶かした葛(くず)を加えて、ティナにあらかじめ作っておいてもらった氷で氷水を用意し、鍋の中身をボウルに移し、ボウルごと冷やす。

			　冷やしている間に卵白にハチミツを加えてかき混ぜ、ふわふわのメレンゲを作り、ボウルの中に加え、滑らかになるまでかき混ぜる。

			「次はパイ生地のほうだな」

			　三つの塊のうち二つはすでに食事のパイに使った。

			　最後の一塊は、縁のある皿のような形にした。

			「クルト様、焼き終わりました」

			「お疲れ、次はこっちを焼いてくれ」

			「はい！」

			　具材を乗せずに、パイ生地で作った皿を焼いてもらう。

			　焼き終わるとパイでできた皿を冷まし、たっぷりと、パルキンのスイートプティングを流し込む。

			　冷たい場所に置いておけば一時間もすればスイートプティングが固まる。

			　そうすれば、お菓子のパルキンパイ。パルキンのスイートプティングパイの完成だ。

			「これで二種のパイができたね。この調子で、スープも作ろうか」

			　こちらはパイ作りに比べるとかなり簡単だ。

			　潰したパルキンに鹿節でとった出汁(だし)と牛乳をたっぷり、あとはバターを入れて塩で味付け。

			　これは手早く終わらせる。

			「ううう、こんなに美味しそうなパイが目の前にあるのに、まだ食べられないなんてつらいです」

			「クロエも一緒のほうが美味しいだろう。もう少しの我慢だ」

			「わかりました。我慢します。今から夕食が楽しみです！」

			　そうして、俺たちは二種のパルキンパイとスープを完成させた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クロエ、帰ってくるのが遅いです！」

			　クロエが部屋に戻ってくるなり、ティナが頬を膨らませる。

			　ティナはよほど夕食が楽しみなのか、ちょくちょくお腹の音を鳴らしていた。

			「ごめんね。いやー、庭師さんの仕事がけっこう楽しくて。クルト、ティナ、期待しててよ。アルノルトに戻ったら、庭を作って、かっこよくするから」

			「ああ、期待しているよ」

			「任せて！」

			　ちなみに、俺の屋敷には庭園なんて洒落(しやれ)たものはない。

			　一から作ることになるが、それを含めてクロエは楽しみにしているのだろう。

			「じゃあ、みんなが揃ったことだし夕食にしようか。今日も、面白いものを作ったよ」

			「クルトの研究だね。毎回面白くて美味しいから、最近はごはんの時間が楽しみなんだ」

			　うれしいことを言ってくれる。

			　ティナと一緒に厨房に戻り、パルキンのミートパイとスープを温めて、スイートプティングパイはそのまま持ってくる。

			　机のうえに、二種のパイと湯気を立てるスープが並ぶ。壮観だ。

			　全員が席につく。

			　俺がパイを切り分けると、さくっといい音が鳴った。

			　パイは、切り分けるときの音もごちそうだ。

			　ティナのお腹の音も、それに合わせて鳴る。

			　クロエがにやけ、ティナが顔を赤くする。

			「じゃあ、みんな。祈りをささげよう。……今日の糧が得られることを、森と精霊に感謝を」

			　みんなで目を閉じ祈りをささげた。

			　祈りは終わった。

			　楽しい食事の時間だ。

			　一番最初に手を付けたのはティナだ。パルキンのミートパイに手をのばす。

			　切り分けたときもだが、噛んだときもいい音が鳴る。

			「んんん～。美味しいです！　さくさくの生地に、ほくほくのパルキン、ひき肉の肉汁がたっぷりしみ込んでいて、からめの味付けとパルキンの甘さの相性がすっごく良くて最高です」

			　夢中になったティナはあっという間にミートパルキンパイ一切れを食べてしまった。

			「どれどれ、あっ、本当に美味しい。これはいいね。しっかりお腹にたまるし、不思議とほっこりするよ」

			　クロエも気にいってくれたようだ。

			　俺も自分の分に手を付ける。

			　いい出来だ。パルキンは、かぼちゃに似た野菜だ。優しい甘さとほくほくとした触感。

			　かぼちゃに比べると少し甘さが控えめだが、そのおかげでミートパイとの相性はかぼちゃより上かもしれない。

			　ティナが口直しにスープを口にした。

			「はう～、あったまります。これが、クルト様のご先祖様が言っていた、体の芯から指先まで優しい暖かさが広がる感覚なんですね。パルキンの甘さが体に染みわたります」

			「ティナの言う通り、これはいけるな。だけど、少し甘みが足りない。ちょっとハチミツを入れたらもっと美味しくなるかも」

			「あっ、それいいですね。今度作ってください」

			「わかった。次にパルキンを見かけたら作るよ」

			　ティナのたまのわがままぐらい叶えてあげよう。

			　ミートパイもスープも好評で、あっという間に俺たちの胃袋に消えていく。

			　ティナは初代アルノルトが絶賛した、パルキンのパイとスープが楽しめてご満悦だ。

			　だけど、まだ満足するには早い。いよいよデザートの時間だ。

			「ここから先は、初代アルノルトも食べられなかったものだ。お菓子なんて贅沢品、当時は食べられなかっただろうしね」

			　お菓子こそが俺の本領だ。

			　素材としての味を活かすために、最高の詰め物(フィリング)をしたスイートプティングパイを作った。

			「クルト様が作った、パルキンのお菓子。楽しみすぎて、死んじゃいそうです」

			「ミートパイも美味しかったけど、そっちも気になってたんだ。はやく食べようよ！」

			　俺は頷き、いい音を立てながら切り分け、それぞれの皿に盛る。

			　甘いパルキンパイと合うように、ハーブティを淹れる。

			「さて、食べようか」

			「はい！」

			「うん！」

			　ティナは右手でパルキンパイを持ち上げてかぶり付いた。

			　そして恍惚の表情を浮かべて、自慢のキツネ尻尾をぶんぶんと振る。

			「美味しいです。さくさくのパイ生地と滑らかなプティング、触感が全然ちがって止まらないです。うっとりするほど優しくて自然な甘さに、感動しちゃいます」

			「うん、さすがはクルトだね。ミートパイもすごく美味しかったけど、こっちのほうがパルキンの甘さが自然に出ていて好きだよ。こんな優しい甘さは初めてだね」

			「お菓子作りが本職だからね。似たような食材のレシピを弄(いじ)って作ったんだ」

			　葛(くず)を使った滑らかなプティング。

			　パルキンを活かすにはこれがいいと思い、パイ生地に詰め物をして焼くのではなく、焼いたパイ生地にパルキンのプティングを流し込むようにした。

			　その判断は大成功のようだ。

			　このパルキンパイは、十分売り物になる。

			　味もいいが、材料費が安く、保存が利き、見栄えもいい。

			　近くに産地がないので、滅多に出回らないだろうが、パルキンがエクラバで安く手に入ったときは、このパルキンのスイートプティングパイを店に並べよう。

			「ティナ、クロエ、ずいぶんたくさんミートパイを食べたし、スープもお代わりしてお腹がいっぱいだと思うけど、お代わりはいるか？」

			　すでに二人とも。普段以上の量を食べている。

			　食べきれないなら、残った分は明日の朝食にしようと思い問いかけた。

			「クルト様、大き目でお願いします！」

			「私も！」

			　だが、そんな心配は杞(き)憂(ゆう)だったようだ。

			　ティナもクロエも大盛りを要求してきた。

			　こんな細い体のどこにスペースがあるのだろうか。

			　甘いものは別腹、これは女性の神秘だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「食べすぎてしまいました」

			「ううう、もう動けないよ」

			　結局、ティナとクロエはスイートパイをすべて食べきった。

			　フェルナンデ辺境伯とファルノにも差し入れようと、かなり大きめに作ったのに、とんでもない食欲だ。

			　俺はハーブティを飲みながら、借りてきた本を読む。

			　ティナのほうを見るとお腹をさすりながら、初代アルノルトの物語を読んでいた。

			　しばらくすると、彼女は読み終わったようで本を閉じる。

			「どうだった、初代アルノルトの物語は」

			「どきどきわくわくしました。クルト様のご先祖様はすごいですね。槍一本で、どんな敵も倒す。強いだけじゃなくて、勇気があって、優しくて、かっこよくて」

			　ティナが読み終わった物語は、小さいころヨルグとともに父に読んでもらったものと同じ物語だ。

			　今のティナのように、子供のころは初代アルノルトにあこがれた。

			　だからこそ、聞きたいことがある。

			「俺も初代アルノルトはかっこいいと思う。ティナはさ、俺に初代アルノルトみたいになってほしいと思うか？　今みたいに、村で開拓を続けて、お菓子を作るんじゃなくて、戦場に出て槍で大活躍する。それで英雄になって、みんなに賞賛される。そんな俺のほうが、ティナの理想に近いか？」

			　そういう道も選べる。

			　魔力持ちで技能まである俺は、戦場に出れば、武勲を立てることは容易い。

			　武勲を立て、レナリール公爵やフェルナンデ辺境伯の力を借りて、政治にも口を出せば、どんどん出世していくことも可能だ。

			　ティナは少し考え込む仕草をし、笑みを浮かべて口を開く。

			「私は、ご先祖様より今のクルト様のほうが好きです。国を守るために戦う人もかっこいいけど、村の人たちを幸せにして、お菓子を食べた人みんなも幸せにするほうがかっこいいです。戦ってるクルト様より、お菓子を作るクルト様のほうがずっと好きです」

			　はにかみながら言い切ったティナは、とても綺麗に見えた。

			　まっすぐな言葉が俺の胸にしみわたる。

			「きゃっ、クルト様、いきなり」

			「ごめん、少しこうさせてくれ」

			　一番ほしい答えをくれたんだ。俺は思わず、ティナを抱きしめていた。

			　ヘルトリング公爵に「力を持つ者は、戦場で戦うべきだ」と言われたとき、断りはしたが少し揺らいだ。

			　不安になったのだ。本当に今のままでいいのかと。

			　力を持つ俺は、初代アルノルトのように英雄になるべきではないか？

			　だからこそ、ティナに初代アルノルトの物語を読ませたのかもしれない。

			　一番身近で大事なティナが、槍を持つ俺と、お菓子を作る俺、どっちがかっこいいと思うのか、それを知りたかった。

			　そして、今の俺がいい。そう言ってもらえたことで悩みは消えた。

			　これで俺は、迷いなく世界一の菓子職人(パテイシエ)になる夢を追いかけられる。

			　ティナは優しく、俺を抱きしめ返す。

			「ちょっと恥ずかしい話をします。この物語を読んで一番印象に残ったのが、パルキンのパイとスープだったんです。食いしん坊な私にとっては戦争で大活躍する人より、美味しいパイを作って幸せにしてくれる人のほうが、英雄なんです」

			　笑ってしまいそうなティナの答え。でもその答えは、今日のパルキンのスープとパイよりも、指先まで幸せな温かさを染み渡らせてくれた。

			　腕の中の温もりを、匂いを、柔らかさをしっかりと脳裏に刻み付ける。

			　このまま眠ってしまいたい。

			「ねえ、クルト、ティナ。今日は別の部屋で眠ったほうがいい？　さすがのわたしも、そこまで野暮じゃないよ。ちょっと、使用人の人に頼んでくるね」

			　そんな、安らかな気持ちが一瞬で吹き飛んだ。

			　俺とティナは真っ赤な顔を見合わせて、そして二人してクロエのほうを見て口を開く。

			「「その必要はない（です）」」

			　クロエがお腹を抱えて笑う。

			　こいつ、わかっててやりやがった。

			　……でも、もう少しティナが成長したら、正式にプロポーズして、そういうこともやりたいと思う。

			　ずっとティナと一緒にいるために必要なことだ。

			　幸せな時間は過ぎていく。

			　アルノルト領に戻る、その残りの時間で、菓子職人(パテイシエ)のクルト・アルノルトとして得られるものをすべて得よう。

			　今より、もっと素敵で食べる人を幸せにするお菓子を作れるようになりたい。それこそがティナの望んだ英雄だから。

		

	
		
			あとがき

			　

			『お菓子職人の成り上がり３』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜涙です。

			　

			　三巻では、公爵家に招かれて最高のコース料理を振る舞います。

			　今まではお菓子だけでしたが、料理まで含めてクルトの全力が発揮されます！

			　予算もたっぷりあるなか、いつも以上に贅沢な料理とお菓子がたくさん出るのでお楽しみに！

			　そして書き下ろしではティナとの距離が縮まるエピソードを用意しておりますので、ぜひお読みください！

			　

			　宣伝

			　

			　７月１日には角川スニーカー文庫様から『回復術士のやり直し～即死魔法とスキルコピーの超越ヒール～』という本が発売されます！　二度目の人生、最強の【回復(ヒール)】ですべてを掴む。エッチで痛快な復讐劇！　こちらもぜひ！

			　

			　そしてこの本と同日、モンスター文庫様から、新シリーズである『俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する２』が発売されます。

			　こちらは、１Ｋの部屋ごと異世界へ送られた男の話です。彼の能力は異世界でもネットが使えることと、通販で買ったものが異世界に届くというもの。

			　その力を駆使しながら、異世界で活躍しつつ、動画を流してユー〇ューブでお金を稼いでいきます。コミカルな方向に寄せてみました。きっちり熱さもある作品なので、ぜひ手に取ってやってください。

			　

			　謝辞

			　

			　三弥カズトモ先生、三巻も素敵なイラストをありがとうございます。レナリール公爵のイラスト、かっこよくて素敵でした！　担当編集の荒田様。いつもながら素早く誠実な対応、非常にありがたく思っています。

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いたレボデザイン様、ここまで読んでくださった読者の皆様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			二〇一七年五月　月夜涙

		

	
		
			月夜涙（つきよ るい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一七年七月現在）
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